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紅霞後宮物語　第零幕　二、運命の胎動

あとがき









　昨日、人を殺した。







　関かん小しよう玉ぎよくは川辺にかがみ込み、両手を水に浸す。緩やかな流れのそれは、冷たくはなかった。

　手同士を擦こすりあわせるでもなく、水にさらされるがままの状態で静止する。

　こびりついた汚れがゆっくりと流れていくのを、小玉は見下ろしていた。泥や血が、視界の中に線を引いて、そしてゆらめく。

　眺めながら、思う。




　──意外に、動揺が残ってないな。




　自らについて、小玉は冷静に分析する。しかしそれは、事態を他ひ人と事ごとのように感じているからではなかった。自分が現実から逃げないまま、冷静さを保てていることに、小玉はかすかな驚きを覚えていたのだ。

　以前の自分ならば、きっと取り乱していたに違いない。

　これは一つの成長の証あかしなのだろうか……そう考えたところで、口元に笑みが浮かぶ。それは苦笑を微量に、自じ嘲ちようを大量に含んだものだった。




「おお、見事にしょぼくれてるな」




　不意に後ろからかけられた声に、小玉はぱっと振り返る。そこに上官の中でも特に位の高い存在──王おう将軍の姿を認めて、水から手を引きあげながら慌てて腰を上げようとするが、

「ああ、いいよいいよ、座ってな。俺も座るから」

「あっ、はい」

　押しとどめられ、小玉は素直にすとんと腰を下ろした。

　言行一致の王将軍は、よいせと声を出しながら小玉の隣にしゃがみ込んだ。そして小玉の顔をのぞきこむ。

「自分の発言が生み出した結果は、重いだろ？」

「…………」

　王将軍の問いかけに、小玉はわずかな間、反応に迷う。

　相手の言葉を否定したいわけではない。けれども今思いついた言葉より、もっと適切な表現があると思った。ただそれを思いつくだけの知恵はなかった。

　だから、おうむ返しのかたちで、認めるしかなかった。

「……重い、です」

　言い切ったところで、ぐうっと喉のどの奥からこみ上げるものがあった。それは嗚お咽えつであり、吐き気であった。

　まだ汚れが落ち切れていない手を口元に当てて、小玉はそれを必死にこらえた。王将軍はその様子を見て心配するでもなく、淡々と言葉を紡ぐ。

「関、背負った重石おもしを放り投げることができるのは、一回目の直後だけだ」

　小玉は口元をおさえたまま、王将軍の顔を見た。相手の言葉の真意を汲くみ取ることができなかった。

　そんな彼女に、王将軍は説明を付け足す。

「君はこれからも重い結果を背負い続けられるのか、背負うつもりなのかを聞いてるんだ」

「…………」

　今また小玉が答えなかったのは、相手の真意がわからなかったことによるものではなく、わかったことによるものだ。

　要するに、ためらった。

　そんな彼女に、王将軍は問いを重ねる。

「どうする？　今なら放り出せるぞ？　それとも少し考える時間が欲しい？」

「……いえ」

　最後の問いに対して、小玉は否定を発する。続けて、「放り出しません」と。

　すると王将軍は、再び小玉の顔を覗のぞき込んで、問いかけた。

「なんで捨てないの？」

　からかうでもなく、責めるでもない、純粋に不思議だといった語調だった。

「一度捨てても、あたしは重石の近くから離れられないからです。いつも目に入る、きっと……」

「背負ったほうがまし？　目に入らないから？」

「そう、かもしれないです」

　実際にどうなのか、そこまで自分を深く掘り下げきれてはいないが。

　しかし、もし王将軍の言うとおりだったら、自分は大した外道だなと思い……今更だよなと、思い直した。自嘲するでもなく、真顔で。

「わかったよ」

　王将軍が立ち上がりながら言う。

「帝都に戻ったら、配置換えをする。関、今度から張ちようと同じように、前線組に入ってもらう」

「はい」

　小玉は素直に頷うなずいた。

「一つ、覚えておけ。君は女で、これから大多数の男と接する」

「……はい」

「めちゃくちゃ苦労するぞ。そして俺は、そういう点では助けないから」

　小玉は苦笑する。

「そのほうが、あたしが助かるからですね」

　王将軍は、「ばれてるのか」とでもいうような表情でばりばりと頭をかき……ふとその手を止めて、真顔になった。

「ただ覚えておけ。昨日死んだ連中も、これからお前が接するのと同じような『男』だった」

「……はい」

「『男』が敵なんじゃない。お前の接し方だとか、生き様だとかが、これから『男』を敵にする。あえて敵を作る生き方をお前はするんだ。正直いって、そっちのほうが辛つらいと思うんだけどなー」

　彼の言うとおりだろうな、と思ったが、小玉は前言を翻すつもりはなかった。それよりもいつの間にか王将軍の呼びかけが、「君」から「お前」に変わったなという、とてもささやかなことのほうがずっと気になった。

「まあ、死ぬまで頑張れ」

「はい、死ぬまでは頑張ります」

　さっきと同じように、相手の言葉を借りるかたちで返事をして、小玉は去っていく王将軍を見送った。そして再び手を川の水に浸し、今度はばしゃばしゃと洗った。







　昨日、人を殺した。

　敵だけではなく、味方をも。

　そして今日、双方を殺し続ける道を選んだ……死ぬまで。




　　　　※




　さて、話は一月前にさかのぼる。




　──どっちが魅力的？




　小玉は隣にいる友人をちらと見て、思った。

　例えば世の男性に、自分と彼女のどちらがいいかと聞けば、確実に彼女の名があがるだろうなと。

　正直うらやましいとは思う。しかしそれは劣等感にはぎりぎりのところで至っていなかった。自分が友人ほどではなくても、近い状態になれるという可能性を、小玉はまだ信じていた。

「どうしたんだい、小玉？　少し休むかい？」

　その彼女が小玉の視線を感じ取ったのか、こちらを向いてきた。小玉は問いかけに、なんでもないと首を横に振る。

　そうだ、自分はまだ成長できる、はずだ。少なくとも自分はそのつもりだ。だからこんな不毛なことを聞いたりはしない。




　自分と彼女──張明めい慧けいのどちらが、戦力として魅力的か、などと。




　数か月前に友人になったばかりの彼女は、それはもう素晴らしい肉体をしていた。筋骨隆々として、まるで無駄がない。小玉を肩に乗せてもびくともしない安定感など、頼もしさの極みである。

　そんな彼女に、小玉は今個人的に稽けい古こをつけてもらっている。

「やっぱり少し休むか」

「大丈夫なのにー」

　唇を尖とがらせる小玉に、明慧は嫌みのない笑顔を向ける。

「それを決めるのは、今はあたしだよ」

「……はーい」

　素直に頷くしかなかった。

　そうして二人、並んで腰掛けて微風に身をさらすにまかせる。汗ばんだ身には気持ちがよかった。

「……そういえば、ね、明慧。今度の非番、あたしたち重なるでしょ？　街に行って、この前のところで麵めん食べない？」

　小玉のお誘いに、明慧はおやという顔になった。

「お前さん、あそこの麵、本当に気に入ったんだね」

「駄目？」

「まさか。むしろすごくいい」

　明慧がにかっと笑う。小玉もにっこりと笑った。

　やった、と思った。小玉から誰かを誘うのは、実はあまりないことだった。それは小玉がけちだからというわけではなく、いつも誘われる側だからというだけだ。

　いつもは面倒見のいい姐ねえさんたちや、同輩の阿あ蓮れんたちに連れ出されるばかりだった。それが嫌だったわけではないが、なんというかこう……対等な友達同士として誘い、誘われるという感じとはどこか違うなと思っていた。

　前回の異動後には、男の子たちの群れの中に放り込まれたせいで、やはり一緒に買い物に行ったり、ご飯を食べに行ったりという感じにはなれなかった。相手側も遠慮してか、それとも変な噂になることを嫌がってか、声をかけてくることはなかった。




　……いや、そういえばちょっと例外はあった。




　今回小玉がこの武ぶ威い衛えいに異動するにあたり、あの陳ちん叔しゆく安あんが酒を奢おごってくれた。はなむけというような、心温まるものではない。なにせ、激しい勢いでこういう言葉を添えてきたのだから。

「いいか！　ここでお前の限界量を覚えておけ！　変な男に潰つぶされるようなことがないようにな！」

「あっ、はい」

　姐さんたちにもある程度鍛えてもらったんだけどなーと思っていた小玉だったが、次々と勧められる強い酒を断りはしなかった。そして最終的に吞のんだ酒のほとんどと、それ以外のなにかを盛大に吐いた。

　ぐったりした小玉を、ほらなってない！　とぷんすか怒りながらも、叔安は世話までしてくれた。そんな彼に対して感謝すればいいんだか、迷惑がればいいんだか、小玉ですらちょっと迷うところである。

　だがやっぱり、彼が全体的にいい人であるのは事実だ。今度許嫁いいなずけと結婚するとのことなので、最高に強い酒を贈ってやろうと思う。

　なお彼の許嫁とは、前述の酒の席に同席していたため、小玉は面識がある。「なんで私、ここにいるのかしら」という戸惑いをにじませながら、吐いた小玉の面倒を未来の夫と共に見てくれた。この人に対しては一点の曇りもなく感謝している。

　ちなみに彼女が同席したのは、叔安によると「結婚前に他の女と二人きりで吞んで、あらぬ疑いをかけられたくないから」という事情によるものらしい。その姿勢は正しいが、他にやり方というものがあったのではないかとも小玉は思っている。







　さて叔安との美しくない思い出を胸に異動してきた小玉は、ここで初めて友人らしい友人を作った。それが明慧だ。

　もちろん郷里に友人はいるので、「初めて」という表現はおかしいのかもしれない。しかし郷里の友人の場合、生まれたときからご近所さんなので、「作る」という表現は似つかわしくない。いつの間にかそう「なっている」といったほうが正しい。

　そういう意味で、小玉にとって明慧は、やはり「初めて」の友人だった。なお、明慧にとっても小玉はそのようである。だから二人は、まるで付きあい始めの彼氏彼女のような初々しさとぎこちなさで、相手との距離を詰めていた。どっちが彼氏で、どっちが彼女なのかは、この際追及しないものとする。




　ちなみに周囲は、それをけっこう面白がって観察している。




　そういった中で、小玉は明慧に稽古をつけてもらっていた……今日のように。これについては明慧と近づきたいからというのが主目的ではない。最近伸び悩んでいて、本当に困っていたからだ。

　快く相談に乗ってくれた明慧は、初めて小玉の動きを見たとき、一言こう述べた。

「お前さん、最近急に大きくなったりしてないかい？」

「……えっ、どこが？　もしかして胸？」

　ちょっと期待を込めて声を弾ませる小玉に、明慧はいやいやと顔の前で手を振る。

「そうじゃなくて……もしかしたら、そこもだけど。なんだか、体をもてあましている感じがあるんだよねえ、見たところ」

「そうかな？　そうかもだけど」

　指摘に小玉は小首をかしげた。最初の配属先では確かに急激に背が伸びたが……、

「前のところだと木に印つけて測ってたんだけど、あんまり変わりなかったと思うんだよなあ」

　印は、いつも小玉の頭すれすれのところをさまよっていた気がすると記憶をたどる小玉に、明慧はどういう表情を作ればいいのかわからない、といった様子で指摘してきた。

「それ……木も伸びるんじゃ……ないかな？」

　語尾が疑問の形だったのは、明慧が優しいからだろう。

「……あっ」

　そう、明慧の指摘は無慈悲なまでに正しかった。

　木の生長速度と、小玉の成長速度が一致したならば、印が小玉の頭あたりでずっとさまよい続けるのも無理はない。使っていたのは、生長が早い楠くすのきだった。しかも伸びてなんぼの若木。

　この時代、衣類が体にぴったりしていないため、身体的な変化がわかりにくいというのもあったが、それにしてもうかつだったのは間違いない。

　小玉は悔しげに叫ぶ。

「怒られてもいいから、柱にしとけばよかった！」

「そうだね、今度は柱にしとけ」

　なお後年、小玉は義理の息子の身長を測るために、国宝級にお高い柱に傷をつけて盛大に怒られることとなる。




　閑話休題。




　そういうわけで、一いち瞥べつで小玉の状態を見抜いた明慧にくっついて、小玉は今日も仕事終わりに自主訓練に励んでいる。明慧自身、誰かに教えることは自分の勉強にもなるからと、特に負担に感じているようではなかった。

　でも、好意をありがたく思うことと、甘えっぱなしであるということとはまた違う話だ。小玉は次回のお出かけで、明慧に麵を奢ろうとひそかに決意していた。

「でも、いいのかい？」

「なにが？」

　不意に問いかけてきた明慧に、心の中で決意の拳こぶしを握っていた小玉は、きょとんと目を見開く……が。

「彼氏と一緒じゃなくて」

「あー……」

　明慧の続きの言葉に、小玉は間延びした声をあげた。




　現在明慧と彼氏彼女のような距離の縮め方をしている小玉だが、実をいうと本物の彼氏が、いる。

　繰り返す、彼氏がいる。




　こちらに来てから半月ほど経ったころ、近くの部隊の青年から交際を申し込まれた。その時点で「この人、誰？」と思うくらい、相手を認識していなかった小玉だったが、少し考えてお受けすることにした。

　ちょうど沈しん中郎将のことについて、気持ちに区切りがついたころ合いで、これも一種の巡り合わせだと思ったのだ。それに元許婚が以前、自分に言った言葉を思い出したのもあった。




　──俺は俺のことを、愛してくれている人と結婚したい。




　振られた身としては、いい気持ちのする言葉ではない。だが一概に否定するのもどうかと思った。自分のことを好きな人と付きあうということも、大事な恋愛のかたちなのだろう。元許婚の言い分を肯定するのも否定するのも、同じことを経験してからであるべきだ、そう思ったのだ。

　それに少なくとも、告白してきた相手のことを嫌だとは感じなかった。それで充分なのではないかというわけで、小玉はさくっと交際に踏み切ったわけだった。

　そういうふうに始まりが熱烈ではない交際ではあったが、案外悪くない感じで進んでいる。小玉にとって「悪くない」というのはかなり大事なことなので、要は順調ということである。

　ただ若干ぐだぐだした感じが漂っているのも事実で、現に小玉は明慧のほうを優先しがちであった。これは明らかに問題であったし、小玉の未熟さのあらわれでもある。だが、自分から作ろうと思って作った友人と、特に作ろうと思っていなかったのにできちゃった彼氏が同時期に発生したら、気持ちはおのずと前者に傾きがちだった。

　むしろ後者を優先したら、それはそれでやはり別の問題になるのではないだろうか。さっさと結婚できそうではあるものの。

　そんな小玉を心配しているのは、優先されがちな友人の明慧である。彼女は、自身に交際歴がないため、かえって気にかかるらしく、こう言ってくるのだった。

「お前さん、自分の彼氏とも距離を縮めたほうがいいんじゃないか」

「んー……でも、次の休み一緒じゃないし」

　幸か不幸か──そういう表現が適用される時点で、すでにいかがなものかな状態であるが──小玉の次回の非番は、彼氏の休みとは重なっていなかった。

「あ、そう。じゃあ麵めんだ」

　細かいことを考えない明慧らしく、それであっさり話はおしまいになった。




　　　　※




　麵屋の入り口をくぐり、小玉は明るい声を出した。

「おっちゃーん、また来たよー」

「『にいちゃん』って呼べや！」

　すかさず返ってくる声は、ちょっと鋭い。湯気のせいで相手の顔は見えないが、多分表情も渋いものなのだろう。

　適当な卓を選んで席につくと、すぐに丼どんぶりが小玉と明慧の前にどん！　どん！　と置かれる。これは常連がよくやる「いつもの」というやつではない。単にこの店、料理がこれ一品しかないため注文をとらないのだ。

　丼を引き寄せながら、小玉は店主を見上げた。

「おっちゃん、そんなに若いの？」

「だから『にいちゃん』だって。この楊よう三さぶ郎ろう、まだ二十代なんだぞ……ぎりぎりだけど！」

　小玉は明慧と一瞬目を合わせ、お互い同じことを思っているのを察した……てっきり三十代も半ば過ぎだと思っていた。あとこの人、楊三郎って名前なのか。

「あー……じゃ、もう結婚してるの？」

　そんなことを考えながら発せられた小玉の問いは、まるで差し水みたいに店主の勢いを消沈させる。

「してねえ……」

　してないのか。そしてそれをそうとう気にしているのか……正直、悪いことをしたと思った。

「じゃあ……ごめんね。これからは『にいちゃん』って呼ぶ」

「その話の流れで呼ばれるのも腹立つなあ……もういいよ『おっちゃん』で」

　そう言って、店主はなんだかよろよろと鍋なべのほうに戻っていった。なんだか申し訳ないことをした気がする。

　明慧のほうを見ると、腹を抱えてくっくっと笑っていた。二人のやりとりが、なにやら笑いのつぼに入ったらしい。小玉は構わず、先に食べ始めた。ちょっと猫舌の明慧は、少し冷めるまでどうせ食べられないのだ。そしてそう割り切っている小玉を、明慧もよしとしている。

　小玉は明慧の猫舌を気にして待つことをしない。そして、明慧も自分の猫舌で他人の食事を遅らせるのをよしとしない。




　こういう距離感は、なんだかいいなと小玉は思う。




　やがて冷めてきた麵を口に運び、明慧がうまいと微笑む。

「間違いなく適当に作ってる感じならではのこのうまさって、なんだろうなあ」

「お値段以上じゃない、って感じがいいよね」

「……おい、聞こえてるぞ、そこの娘っ子ども！」

　褒めているつもりで、全然褒め言葉になっていない二人のやりとりを店主が聞きつけ、苦言を呈してきた。二人は「ごめんなさーい」と誠意なく同時に言う。

　そんな二人に小鍋を持って近づいてきた店主が、ほいほいっというかけ声と共に、ゆであがった麵を二人の丼に足してくれた。

「……ほれ、おまけだ」

「え、いいの？　そんなことしておっちゃん、食べていけるの？」

　素直に「おっちゃん」呼びを再開する小玉に、店主がむすっとした表情を向ける。

「これくらいじゃあ死なねえ」

　小玉は肩をすくめた。そんな彼女に、店主がふと声を低いものにした。

「……お前さんたち、来月の戦に行くんだろ」

　小玉と明慧は顔を見合わせた。彼の言うとおり、二人は近々行われる派兵の要員として数えられていた。

「無事に帰ってこいよ。そしてまたうちの麵食いに来な」

　そういうふうに言ってにかっと笑う店主は、顔はともかくにじみ出る雰囲気が男前だった。だが、小玉と明慧はなんともいえない表情を作る。

「なんか……そういう類たぐいのことを言われると、かえって無事に帰ってこられない気がするんだよねえ」

　明慧が大まじめに言うと、店主が嫌そうな顔をした。

「人の好意をなんだと思ってやがる。もうお前らうちに来なくていいぞ」

　その言葉に、小玉がぱっと表情を明るくさせる。

「あ、そうそう、そんな感じの物言いくらいが、無事に帰ってこられそう」

「べつに今の、お前らのために邪険な物言いしたわけじゃねえぞ。混じりけなしの本音だからな！」

　店主とそんなやりとりをしながら、二人は麵を平らげた。立ち上がりながら、小玉は明慧に笑いかける。

「今日はお代、あたしが持つよ」

「なんで？」

　明慧が小首をかしげる。ちょっと可愛い。

「ん？　いつも稽けい古こつけてくれてるから」

「あれは自分のためにもなるし、いいのに」

「そうも行きませんって。大した金額じゃないけど、これくらいはさせて」

　やりとりを聞いていた店主がここで、「こういう場合は、黙って奢おごられたほうがいいぞ」と口を挟む。助け船ありがとう、おっちゃん、と小玉は内心呟つぶやく。

「んー、気持ちはありがたいけど。お礼だったら他のことがいいな」

「なに？」

　意外な返しに小玉が話をうながすと、明慧はどこか言いにくそうに口を開いた。

「それ、教えてほしい」

　それ、と言って明慧が指をさしたのは、小玉の持つ財布だった。

「財布がどうしたの？」

「刺し繡しゆう……をさ、それ、小玉がやったんだろう？」

「うん、そうだけど……」

　手慰みに刺した、簡単なものである。

「あたしは、これまでそういうの教わったことがなかったから、少し、興味が、あって……」

　明慧らしくない、歯切れが悪い物言いだったが、なんとなく察するところがあった。小玉はぱっと笑った。

「わかった。じゃあ帰りに布買って帰ろう。針は高いから、最初は誰かから借りようよ。糸はあたしが使ってるの分けるよ！」

「うん、ありがとう」

　そうして、二人はそれぞれ自分の食べたぶんの代金を、微笑ましそうにしている店主に支払って店を出た。







　かなりの満足感を腹に抱えて、二人はお目当てのものを入手するべく市を歩いた。なんでもない話をしながら、雑然と並ぶ店の間を歩く。




　先に「それ」を発見したのは、明慧だった。




「……あ」

　彼女の反応はごくわずかなものだった。もしかしたら雑踏の音で紛れてしまったかもしれないという程度の呟きを、小玉ははっきりと聞きとった。

　明慧の顔を見上げ、その目線の先を追い……明慧より目がいい小玉は、明慧に声をあげさせた存在をばっちりと目撃してしまった。そして明慧と同じ音を発する。

「あ」

　その呟きに、今度は明慧が小玉の顔を見下ろす。しまったという表情が彼女の顔に浮かぶ。しかし今回彼女はなに一つ、悪いことをしていない。

「明慧、なんでそんな顔するの」

「いや、だって……」




　二人が見つけたもの。それは、若い娘と連れだって歩く、小玉の彼氏の姿だった。

　ちなみに娘さんは、そうとう可愛い。




「もしかしたら、妹さんかなにかかもしれない……よね」

「そうかもね」

　そう答えつつ、小玉は彼が両親存命の一人っ子であることを知っていた。ちなみにそれは、彼自身から聞いた話ではない。阿蓮たちが構築した「結婚相手候補情報網」によるものだ。向こうから勝手に提供されたわりに、精度は抜群のものだった。

　それに、だ。

　今日の彼は、小玉と休みが重なっていないはずだ。他ならぬ彼本人がそう言っていた。だから今、小玉は明慧と一緒にいるのだ……そのことに明慧も気がついたのか、口を閉ざした。




　様々な観点から検証するまでもなく、真っ黒である。




「行こう、明慧」

　促す小玉に、明慧が暗い声を出した。

「……ごめん」

「なんで？　謝ることないよ」

　小玉は朗らかな笑みを顔に浮かべた。それは作り笑いではなかった。




　辛つらいだとか、悲しいだとか。




　こういう場合に抱いてしかるべき感情は、小玉の胸に訪れなかった。

　ただ存在していた感情が一つ、去っただけ。彼に対して抱いていた、あたたかな気持ちがすっと消え、そのあとにはなにも残らなかったのだ……自分でも意外なほど。

　彼に対して、自分はなにか言うべき権利を持っていない。相手側も同様に。そういう認識で、頭の中が書き換わった。







　かくして、小玉の初めての彼氏（元許嫁いいなずけ除く）は、特筆するべき行事を小玉との間になに一つ設けないまま、小玉の心から消えたのだった。




「戦に行く前でよかったわ。これも一種の身辺整理かな」

「違うと思う……」

　どこかさっぱりとした表情の小玉に対し、どういう表情を作ればいいのかわからないといった様子ではあったが、それでも明慧が突っ込んできた。

「そうだ、身辺整理っていえばまた遺書、用意しとかないとね」

　以前上官に書いてもらったものがあるが、あれから色々と立場が変わったので、書きかえる必要がある。誰に書いてもらおうかと考えていると、明慧がぼそっと言った。

「小玉はさ……」

「ん？」

「……後方の人のわりには覚悟がすごくできてるよね」

「そう？」

　小玉は今、この武威衛で、一兵卒として後方支援のための業務に従事している。女性武官で前線に出る人間の大半がそうであるように。

　以前のように、上官の従卒になるようなことはなかった。独り立ち、ということなのだろうと小玉は思っている。つまり、いろんなことを一人で決めなくてはならないということだ。

　そう思った小玉が最初に決めたのは、「きちんと鍛えよう」ということだった。だから明慧に師事しているのだ。

　その明慧が言う。

「体鍛えるのも頑張ってるしさ」

　後方支援の人間、特に女性は、初めて小玉が配属されたところほどではないが、あまり鍛錬に身を入れることはない。他の仕事で忙しいからだ。もちろんそれはそれで大事なことなので、彼女たちの姿勢を小玉も否定はしない。

　ただ小玉のようにわざわざ私的な時間を割いてまで、体を鍛える人間が他にいないというだけだ。自分は自分、他人は他人。そういうことである。

　小玉は明慧に笑みを向けた。

「だって、いつどうなるかわからないじゃない。死んじゃうにしたって、悔いは少なめにしたいよね」

　要するに自己満足の一環である。だから小玉はそれを他者に強要しようとは思わなかった。

「小玉だったら、あたしと同じところでもやってけるんじゃないかと思う」

　同じところ──明慧は女性兵としては珍しく、前線で戦う要員だ。男の中でもひけをとらない働きぶりで、将来をそうとう嘱望されている一人だ。その彼女と「同じところ」だなどと、これはまたずいぶん高く評価されたものだ。

「あはは、ありがとう」

　お世辞を受け止めるときならではの、謙けん遜そんを込めた笑みを小玉は返すが、明慧は存外真剣な表情をしていた。

「本当だよ。そうとういい線行くと思う……配置換えとか、考えないのかい？」

「ええ？」

　予期せぬ提案に、小玉は目をぱちぱちと瞬かせた。明慧は真しん摯しな声で続ける。

「あたし、あんたと一緒に戦ってみたい」

「明慧……」

　小玉は、少なからずきゅんとした。




　本日、小玉は彼氏との距離が離れた代わりに、明慧との心の距離がぐっと縮まったことになる。そしてそれで満足してしまったあたり、人生最初の彼氏と駄目になったことは、絶対に小玉にも責任があったといえよう。




　とはいえ、急に配置換えお願いしまーすと言って聞き入れられるほど、甘い世界ではない。そもそも小玉自身がそんなことを口にしなかった。言われてすぐほいほい気持ちを変えていい問題でもない。

　だから今回の出征では、元々の職責をまっとうし、戻ってきたらよくよく考えてみることにした。

　……無事戻ってこられたならばの、話である。

　そしてそれは、いきなり難しくなった。




　　　　※




　一月後、出征中のことである。

　前線組が出発したあと、小玉は天幕の中で物資の点検作業に入った。その最中、急に辺りが騒がしくなった。

「……なに？」

　小玉より階級の高い女性兵が戸惑いの声をあげる。それに対して小玉は表情を険しくした。

　どんどん激しくなるこの騒がしさ……覚えがある。しかもいい思い出ではない。




　──敵襲だ。




「ちょっと小玉、どうしたの!?」

　いきなりがちゃがちゃと物資を集め始めた小玉に、女性兵が驚きの声をあげる。その彼女の腕に剣と槍やりを押しつける。

「先輩、ここから出ましょう！　多分敵です！」

「えっ？　えっ？」

　あたふたしている彼女をよそに、小玉は腰に一振り剣を佩はき、背にももう一振りくくりつけた。そして槍を手にして、そっと天幕の外をうかがった……案の定だった。

　相手の数は少数だったが、こちらは完全に不意を突かれた。

　そのうえ、補給のために動員されている人員だ。練度は言うまでもない。




　次々と殺される仲間たち。地に引き倒される女性兵たち。




　それに群がる男たちに吐き気を催すが、彼女たちを助けることはできなかった。今は自分自身を助けることができるかどうかすら怪しかった。

「行きましょう先輩」

「わ、わかったわ……」

　武器を抱えてこくこく頷うなずく相手を連れて、小玉はそっと天幕から出た。物陰に隠れつつ移動する。

　この状態から立て直すのは無理だろうと、小玉は思っていた。以前、沈中郎将がやったような采さい配はいができるものはここにはいない。だから今できることは、逃げることしかないのだ。

　本隊に合流し、この事態を知らせなくてはならない。そうでなければ、本隊もやられる可能性がある。

　なんとか馬をつないでいる場所に到着したが……小玉はちっと舌打ちをした。見張りがいる。向こうからしてみれば当然のことであろうが、こちらにしてみれば都合の悪いことこのうえない。




　とはいえ、このまま物陰に隠れていても、いずれ見つかる。それくらいならば今動くべきだと、小玉は腹を決めた。




　──けっこうな人数がいる。でも手薄なところだってある。そこが狙い目だ。そして勝負は素早く決める。




「先輩。あそこの一人倒します。そしたらその隣の馬、二頭いますからそれぞれ綱切って、乗って逃げますよ」

「えっ、ええ……」

　相手の返事を聞くと同時に、小玉は左手で剣を抜いた。

「行きます！」

　駆け出しながら右手で槍を投とう擲てきする。突き刺さった相手が倒れていくのを尻しり目めに、目的の場所にたどりつき、抜いていた剣で馬を縛り付けていた縄を切った。そのまま裸馬に、跳ねるように飛び乗る。

「行け！」

　いきなりのことに馬は驚いたようであったものの、むやみに飛び跳ねることなく、とりあえず走ってくれた。方向はどっちだかわからないが、とにかく今は走ってくれればいい。この場から一刻も早く離れられれば。

「──待て！」

　このときになって、他の者たちがようやく反応し、激しい怒鳴り声が聞こえる。それを背に受け、走り続けようとした小玉だったが、耳に入った女の声に目を見開いた。




「置いていかないで！」

　ここで初めて振り返った。




　先輩の女性兵が何人もの男たちに取り押さえられながら、髪を振り乱している……彼女は、出遅れたのだ。

　しかし止まることはできなかった。馬が恐慌状態になっているということもあるが、仮に御することができたとしても小玉は戻らなかっただろう。

　それが今の小玉の限界だった。

　どんどん遠くなる姿がやがて、ぴくりとも動かなくなった。諦あきらめたのか、殺されたのか、それとも……自害したのか。

　小玉にはわからない。

　ただ、自分が彼女を見捨てたこと、それだけはわかった。




　　　　※




　この日の小玉の運勢は、幸運の色と不運の色とでまだらに染まっていた。

　逃げおおせたのは運がいい。前線の部隊が向かった先に無事にたどり着けたのも運がいい。しかし小玉がたどりついたころには、戦いはすでに終わっていた。これはきっと運が悪い。




　──どうすればいいだろう。




　小玉は馬上で考えを巡らす。動いているものは主あるじを失ってさまよう馬と、屍し肉にくをついばむために集まってきた烏だけであった。

　見下ろせば、累々と転がる屍しかばね。見たところ圧倒的に味方側のものが多い。おそらく自分たちは負けたのだろう。




　明慧は大丈夫なのだろうか。




　小玉の表情がひときわ硬くなる。その顔を、半端に伸びた髪がなぶった。不快な感触だった。初陣のときはこんな感じはなかった──と考えたところで、そのときは髪が短かったことを思い出す。

　小玉は短刀を鞘さやから抜いた。片手で髪をむんずと摑つかんで、ざりざりと削そぐように切り落とす。

　手を開くと、はらはらと髪が舞い落ちた。それを目の端にとらえながら、そういえば自分は髪を伸ばそうとしていたのだということを思いだし、小玉は苦笑した。




　──閣下。無事に生きて帰れたとしても、もらった櫛くし、使えるのは当分先になりそうです。




　頭がすっきりしたおかげか、なにやら気持ちもすっきりした。次の行動について考えを巡らせる──生き延びるためにはどうすればいいか。

　しばし考え込んでから、小玉は馬から下りた。心の中で謝りながら武器、そして食糧を死体から失敬する。そして馬を捨てて歩き出した。馬がいると移動は楽だが、乗ってきた馬はすでに疲れている。それに今馬で移動すると、確実に目立つ。

　幸い、近くに森があった。そこにいれば身を隠すことができる。水を得ることもできる。その中にしばらく潜んでから、動こう。

　森が安全と言い切れないことはわかっている。

　肉食獣に出会う危険もある。森の中に敵がいないとも限らない。とはいえそれが、今のところ考えつく最良の策であった。小玉はかがみ込んで、両方の足首にしっかりと布を巻き付けてから、森の中へと歩を進めた。







　夜が近づいていた。







　木々の狭はざ間まを、小玉は進む。物音を立てぬよう気をつけながら。

　とはいえ中腰で進むのは中々辛つらい。いっそ地面に這はいつくばって移動したほうが楽かもしれないとは思ったが、それはそれで蛭ひるに襲われる恐れがある。嚙かまれると血が止まらないというのは、現状では死活問題になりかねない。足首に布を巻いたのは、それを防ぐためだった。

　目と耳をこらし、気配を探る。自覚はあまりなかったが、小玉は目も耳もよいと周囲によく褒められていた。今こそその本領を発揮するべきときだ。




　遅々と進む小玉だったが、やがて彼女ははたと足を止めた。人の気配を感じ、ためらいを覚える。




　──敵？　味方？




　小玉はごくりと唾つばを飲んだ。今このときどう動くかで、自分の生死が決まる。その実感が、胸をわしづかみにする。

　しかし判断の決め手はなかった。もう少しだけ近づこうと思い、小玉はさらに慎重に人の気配のほうへ進み……、




「──誰だ！」




　いきなり首に剣を突きつけられて、喉のどの奥でひっと声をあげた。これでおしまいなのだろうか。目が勝手に濡ぬれそうになる。

　しかし、

「小玉……？」

　厳しい声は、聞き慣れた……頼もしい口調に変わった。突きつけられた剣が離れていくのに合わせて、顔をあげる。そこには小玉が案じていた人の姿があった。

「……明慧」

　どうやら今日の小玉の運勢は、まだらはまだらでも、だいぶ幸運の色の割合が多いようだった。







　抜けそうになった腰を叱しつ咤たして、小玉は明慧についていった。その先には数十名の男たちがいた。

「関？　お前なんでここに？」

　その中で一番偉い人──王将軍が驚いた顔を見せる。将軍ともあろう者が一兵卒の顔を覚えているのは珍しいことではある。しかし彼の場合、前の上官の沈中郎将から小玉を預かったという立場であったため、見知った間柄だった。

　小玉は自分のいた部隊が襲撃を受けたことを、手短に話す。みるみるうちに王将軍と周囲の表情が険しくなった。

「となると、そっちに合流するのは無理か……」

「はい。今頃は壊滅していると思います」

　空気が重くなる。小玉の責任ではないが、思わずうつむくと王将軍が肩をぽんと叩たたいてねぎらいの声をかけてくる。

「いや、まあ助かった。知らずに向かってたら、自殺行為だった」

「ありがとうございます……」

　頭を下げたところで、がさがさという音が近づいてきた。

　びくっとして小玉が振り向くと、自軍の甲かつ冑ちゆうを身につけた男が数名、こちらに向かってきた。苦々しげに報告をする。

「まずいですよ、将軍。だいぶ囲まれてます」

「包囲網が完成する前に、なんとか脱出しなきゃ、全滅しますね」

　結果的に、小玉が森に逃げたのは、間違いだったことになる。とはいえ、味方に出会えてほっとした小玉は、今はまだ後悔していなかった。

　王将軍が心底困ったふうに頭をばりばりとかく。

「薄いところ突くか……でも人数少ないんだよなー。あと武器。下手すりゃこれはこれで全滅するぞ……」

　とはいえ、迷っている時間はない。そのことを王将軍ははっきりわかっているだろうし、小玉ですらよくわかった。




　その場にいる人間に、今度は焦燥が漂う。




「最初に何名か出して、そこから左に……いや、それだと……」




　ぶつぶつと呟つぶやく王将軍を見ながら、小玉も頭を回転させる。皆が生き残る方法を。しかしいくら考えても思いつかなかった。そんなことは不可能なのだという結論が、頭の中で膨らむ一方だった。

　その結論が、小玉にささやきかける。




　──じゃあ、別の方法は？

　それならば……ある。




　思いついた。いや、思いついてしまったというべきか。

　小玉はその方法を、頭の中で何度かなぞった。それはとても効果的で……とても酷薄なものだった。確実に人の死を要するという点で。

　それを口にするのは、さすがにためらわれた。罪悪感で身が押しつぶされそうになるから。

　小玉は辺りを見回した。誰かが他になにか思いついてくれないだろうか、そんな祈りにも似た気持ちで……しかし誰からも声はあがらない。

　小玉はもう一度、自分の思いついた方法を隅々まで検討する。穴があるかどうか……穴は確かにあった。だがそれを埋める方法も思いついてしまった。

　提案するには恐れがあった。だが……今小玉が思いついた「穴を埋める方法」は、ほんの少しだけ罪悪感を軽減させるものであった。そうであったから、小玉は口を開くことができた。

「あ、あたし」

　なるべく感情を込めないように言おうと思っても、言葉は勝手に上ずった。そんな自分を叱咤しながら、小玉は言葉を続ける。

「あたし、考えがあります。将軍」

　小玉のあげた声に、視線が集まる。それを受け止めて、小玉はもう一回言った。

「考えが、あります」

「……よし、言ってみろ」

　王将軍の許可は、この人の懐の深さとともに、本当になにも別案がないことをも示していた。

　小玉は口を開く。話すにつれて、聞いた者たちから呆あきれやら、恐怖じみた感情やらを向けられるのを感じた。

　小玉が話し終えると、王将軍は再び頭をばりばりとかいて、うなるように言った。

「極悪非道だなあ」

「はい、そのとおりだと思います」

　話した本人も異論はなかった。最初からわかりきっていた。




　小玉の提案は、一言で言えば捨て駒作戦だった。言っていることも単純だ。




　まず全員で、完成する前の包囲網の一番厚いところに突っ込む。突破したところで、数名を残して戦わせ、残りの者は逃げる。それだけ。

　利点としては、相手の不意を突く可能性が高いため、全体の生存率は高い。

　しかし、残った数名の生存率は限りなく低い。というか、確実に死ぬ。文字どおり致命的な欠点だった。

　全員死ぬ「かもしれない」、あるいは誰か助かる「かもしれない」──そういう作戦とはまた趣が違う。

　単純であっても、それを実際にできるかどうかはまた別の話なのだ。だって誰だって、残される数名になんてなりたくない。







「で……」

「残る役目のうちの一人は、あたしがやります」

　王将軍に誰がやるんだと言われる前に、小玉は言い切った。一人ぶんの犠牲は自分がなる。そう決意したからこそ、小玉はこの作戦を口にできたのだ。それに……。




　──置いていかないで！




　先ほど見捨てた女性兵の声が聞こえる。置いていった自分が、置いていかれる立場になる。因果応報としては、見事に完成しているではないか。

「あたしだったら、小さくて見にくいから夜に紛れて、見つからないかもしれないし。それに命だけは助かるかもしれません。ほら、女だから」

　その言葉に、周囲が小さくざわめく。小玉の言わんとしていることは、婉えん曲きよくではあったが、誰にでも伝わった。




　慰み者になってでも生きたいかどうか……今の小玉にはわからない。

　ただ死んだほうがましだと思ったら、そのときに死のうと思った。




「だから、あたしが残ります」

　小玉はつとめて毅き然ぜんと言った。そのつもりだった。

「でも、一人じゃ足りないから……だから」

　しかし、その声は震えていた。本人だけが、それに気づいていなかった。

「そういうことなら、あたしも残る」

　ここで声をあげたのは、明慧だった。小玉の肩に手を置いて、決然と言い放った。そしてにっと笑う。

「女のほうがいいんだろう？」

　そんな彼女は……最高に男前だったが、この場でそのあたりのおかしさを突っ込む者は誰もいなかった。

「明慧、あんたまで、そんな……」

　小玉が止めようとして開いた口を、明慧はその手で塞ふさぐ。彼女の手の下でむぐっ、と変な声をあげてしまった。

「あたしあんたに、刺し繡しゆう教えてもらう約束してるからさ。一緒に死んだら、あの世で教えてくれないかい」

「…………」

　口を塞がれたままの小玉は、無言で頷うなずいた。

　なんかもう、明慧は徹頭徹尾男前だった。

　王将軍は何度かうなり……結局他になにも思いつかなかったのか、ため息まじりに一言もらした。

「やるか」




　　　　※




　先に結果を述べれば、作戦は成功した。

　しかし、小玉は生き残った。それは、敵の捕虜になったせいではなかった。




　決めたからには、速やかに行動する必要があった。

　その速やかさは、突撃の動き自体にも求められた。だから皆、最低限の防具と武器のみを身につけ、残りのものはその場に捨てた。

　そして夜陰に紛れて、全員が走る。森を抜け、包囲網の厚いところの前に躍り出た。

　相手側から声があがる。それは鬨ときの声ではなく、動揺の声だった。敵はそこを突かれるとは、予想だにしなかったのだろう。

　相手の反応をろくに確認せず、小玉たちは敵の群れに突っ込む。

　相手が取り乱さなかったら死ぬし、相手が取り乱したとしても落ち着きを取り戻されたらやはり死ぬのである。反応など気にしていられなかった。

　どのみち死んでしまうのであれば、生き残る可能性の高い行動──とにかく急いで包囲網を抜けること──を優先するしかない。

　皆、力を振り絞って駆ける。分散せず固まって、敵兵の狭はざ間まを抜け、時には相手を突き飛ばし、駆ける。

　それでも、まったく攻撃を受けないというわけではなかった。

「殺せ！　殺せ！」という声、小玉たちに対する罵ば声せいが響き、剣やら槍やりやらが突きつけられる。それを手持ちの武器ではじいたり、かわしたりしながら小玉たちは進んだ。今は立ち止まって応戦する余裕はなかった。いや、応戦する必要はある……しかし小玉にとって、それは「このとき」ではなかった。

　だから小玉は必死にかわした。はじくことはしなかった。そんな余力は小玉にはない。切り結ぶことになったら、確実に立ち止まってしまう。

　もっと鍛えていればよかった……そう悔やみながら、小玉はひたすらかわす。かわしきれなくて、あちこちに傷を負っても、まっすぐに走った。

　──どれくらい走ればいいんだろう。

　小玉はそう思った。それくらい包囲網が厚かった……というわけではない。単に走っている最中は、この時間が無限に続くように感じられてしまったのだ。

　それでも、小玉は命を失うことなく、この時間を終えることができた。




　ある瞬間に、ぱっと周囲が開けた。一番の難所を抜けたのだ。




　しかしそれは、全員ではなかった。

　やはり数の差は大きい。包囲網を抜けきる前に、数名が死んだ。ある者は転び、全身に槍を突き立てられて。ある者は単純に、急所を搔かき切られて。

　それでも残った者は誰が死んだのか、誰が生き残ったのかを把握する余裕もなく、必死に走る。生きるために……小玉は死ぬために。

　小玉にとって、一番の難所はこれから訪れるのだ。







　ある程度進んだところで、小玉は立ち止まった。走ってきた方に向き直る。

　追っ手が迫ってくるのがわかる。明かりを持って迫ってくる様子は、まるで火が自分を追ってくるようだった。




　──あの火に、自分は燃やしつくされてしまうんだ。




　そんなことを思いながら武器を構えた。ここが自分の死に場所だと覚悟した……そのとき、いきなり武器が、横から奪われた。

「へえっ!?」

　場に似合わない間抜けな声を出す小玉に、壮年の男が叫ぶ。先ほど斥候をしていた男だった。

「行け！」

　そう言って、男は小玉を突き飛ばす。王将軍たちが走っていった方向に。

「待ってください、それ、それ、あたしの、それ」

「いいから行けって！　俺は玄人だから、なんとかできるから！」

　もう一度どんと突き飛ばされて、小玉は一瞬よろめき……まるで、歩くような速度で、続いてためらいながらも走る速度で進み始めた。それでも何度か振り向きながら走る小玉に、男がさらに叫ぶ。

「前向いて走れぇ！」

「はいっ！」

　相手は自分より階級が上だ。彼の命令に、忠実にしたがって、小玉は前を向く。そのまま走り──ふと横を見ると、なぜか明慧が並走していた。




「……え？」

「……は？」

　お互い、なんで？　という表情を見合わせながら、ひたすら走った。

　追っ手は、来なかった。




「ここまでくれば……」

　王将軍の合図で止まる。全員足はがたがたで、まともに立っていられないほどだった。小玉も同様であったが、座りこむどころではなかった。聞かなければならないことがあった。

「将軍！」

　だいぶ減った人をかきわけて、王将軍の前に転がり出る。そして彼にしがみつくようにして、呼びかけた。

「なに？」

　相手は捨て駒になったはずの小玉がいることに、驚いた様子も見せなかった。そのことに違和感を覚える余裕もなく、小玉は疑問を口にする。

「あの、なんか他の人がなんとかできるからって、交代したんですけど、なんとかなるんですか!?」

「ならないよ、そんなもん」

　返事は簡潔だった。

「え……」

　明慧からもはっと息を吞のむ音が聞こえた。どうやら彼女も、小玉と同じかたちで逃がされたようだった。

「あいつらは、あそこで死ぬ。もう死んだと思う」

　王将軍は補足説明も、簡潔だった。

「でも！」

「あいつらにとって、若い娘にあそこで捨て駒になってもらって、自分たちがおめおめと生き延びるのは恥なんだよ」

「そんな……」

「それに、この作戦を立てたのは君だよ。立てた以上、見届ける義務がある。あそこで死ぬのは一種の逃げだなあ」

　そう言われ、小玉は呆ぼう然ぜんと王将軍を見上げた。




　効果的な作戦だと思ったのだ。

　でも損害が出てしまうことは確実だった。だからその作戦を立てた本人である自分が、その損害を負おうと思った。

　それは間違いだったのだろうか……逃げだったのだろうか。




　まあ、と王将軍は苦笑いを浮かべる。

「自分の言ったことの責任をとろうとしたのも、間違いじゃないがね」

「じゃあ、どっちが正しいんですか……」

　ぼんやりと、呟つぶやくように言う小玉に、王将軍はにべもなかった。

「知らんよ。とはいっても、あいつらの行動に許可を出したのは俺だから、今回の責任は俺にあるね」

　──ただ、君のおかげで何人も助かったんだよ。その代わりに何人か死んだんだ。

　最後にそう言われ、小玉はうつむいた。

　いつの間にか横に立っていた明慧が、肩を抱いてきた。

「明慧……」




　──あたし、間違ってるの？




　そう聞こうとする自分を、小玉は必死に止めた。判断を明慧に押しつけてはいけない。しかし、明慧は小玉の思いを汲くみ取ったようにぼそっと呟いた。

「あたしには、あんなこと思いつかなかった。あんたが思いついたから、あんたとあたしと、他の何人かが今生きてる」

「うん……」

　小玉は呆然と頷いた。しかしそれは納得によるものではなく、ただの条件反射でしかなかった。小玉は今、ただ考えていた。そのことに全精力を注いでいた。




　自分はどうすればよかったのか。そして、これからどうすればいいのか。

　……他の人間の命を踏み台にして生き延びた身で。







　この戦いを機に、小玉は後方を離れ、前線に移る。

　そして数々の武勲を立て、順当に出世したのだが……それはそれで、大きな問題をはらんでいた。




　　　　※




　翌年のことである。

　あれから一年が過ぎた……と表現すればあっさり終わるが、もちろんその間にも過ぎた時間相応のことが起こっている。そしてそれはあっさりした内容ではない。




　具体的には、小玉が二人目の彼氏と交際を始め、そして破局を迎えた。




　真顔で報告してくる小玉に、明慧は真顔で返した。

「お前さん、また振られたのかい」

「いや、『また』って、前回は振られたわけじゃないから……」

　浮気しているのを見つけて、交際終了をこちらから宣言したわけだから、厳密には振ったのは小玉のほうである。

　なるほど、と呟いた明慧は律儀に言い直す。

「じゃあ、『今回は』、振られたのかい」

　わざわざ言い直すほどのことではないうえに、いささか皮肉っぽいが、小玉もかなり真面目に返す。

「うーん……うん、振られたね！」

「なんだい、ずいぶん歯切れが悪い」

「いや、お前のことは好きだけど～とか、前置きでいろんなこと言われたけど、そもそも他の女と寝ちゃったっていう事実がある時点で駄目だわ」

「駄目だな、それは」

　うんうん、と二人で頷うなずく。

「その点では、前のほうがまだましだったかな。別れた時点ではお相手と一緒に買い物に行ってるだけだったしね」

　そんなことを言う小玉に、明慧は妙に慈愛に満ちた笑みを向けてくる。

「……言ってて不毛じゃないかい？」

　小玉も妙に……なにかに満ちた笑みを明慧に向けた。

「うん」

　明慧の言っていることは正しすぎて、それ以外の反応を返せるわけがなかった。目くそを鼻くそよりましだと主張するくらい不毛である。

「あと、そうそう。今回は『俺より階級高い女は嫌』とか言われた」

　思い出したことを淡々と付け加える小玉に、明慧はうんうんと頷く。

「そうか……ところで言い忘れてたけど、昇進おめでとう」

　よりによってこの流れでの祝いの言葉。このときの明慧は、「発言は時と場所を考えるべき」という戒めがよく似合う人間だった。

　とはいえ彼女に他意はない。それをよく知っている小玉は、特段怒りもせず、ぼそっと呟きを返すのみだった。

「今この瞬間に言われても、なにも嬉うれしくないわー……」

「そうか」

　特に気にしていないのにはもう一つ理由がある。それは今、針に糸を通すのに集中しているからだ……そちらのほうを優先しているという時点で、小玉の二人目の彼氏に対する感情は完全に整理し終わっていることが推察できる。

　ややあって、

「……よしっ」

　小玉は心なしか誇らしげに針をかざした。

　いつも一発で通せるのが、彼女のひそかな自慢である。




　さて二人の会話の中でさらっと流されたことではあるが、最近、小玉は階級が上がった。

　というか、ここしばらく上がりっぱなしである。




　なにせ最近戦が多い。そして小玉は戦のたびに、かなりの確率で功績をあげる。

　よって周囲を二馬身も三馬身も引き離して、前へ前へと進んでしまったのである。馬ってあんまり急いで走らせると潰つぶれるんだけどな、しかもはぐれるかもしれないんだけどなと、本人はすごく不安な思いを抱えている。

　ともあれ今や小玉は部下持ちである。しかも明慧がその一人である。

「……明慧はさ、いいの？」

「なにが？」

「あたしの部下でさ」

　小玉の言葉に、明慧はまじまじと顔を眺めてから、一言返す。

「むしろ、なにか悪いことがあるのかい？」

「だってさあ、あたしたち、同輩だよ。むしろあたし、明慧の後輩だよ。そんなやつに先越されてんじゃん」

　小玉のほうが不満げに言っている。しかし明慧はどこまでも冷静だった。

「そういう見方も、あるっちゃあるがね。あたしの場合、個人的な戦う能力は自信があっても、指揮の能力とかはそれと別だから」

「そんなことないと思うけど」

「兄貴！」という感じで慕ってくる舎弟（としかいいようのない連中）を統率する明慧の能力は、誰にも真似できないものだと小玉は思っている。

「あたし自身の認識がそうなんだよ。だから下につくなら気心が知れてて、信頼できる相手がいい」

「明慧……」

　やだ、振られた彼氏と違いすぎて、恋しちゃうと、小玉は一瞬血迷いそうになった。本当に一瞬だけであるが。

　問題は明慧と一緒にいると、そういう瞬間が何度も訪れることである。これについては本当に困っている。




「おっ、関と張じゃないか。こんなところで女子力の特訓か？」

　そんな二人にかけられた声があった。振り向くとそこには、いかにも軽そうな男がいた。実際軽いことを、小玉も明慧もよくわかっている。

　うわ……と思いながら、小玉と明慧は目を見合わせる。

　口を開いたのは、明慧のほうだった。

「違うね。あんたの口を縫い合わせる特訓だよ」

　言いながら針を構える明慧。彼女が言うと、本当にできてしまいそうだ。彼女の手の針が、心なしか光を放ったように見えた。

「わー怖こわっ！」

　そう言って男はへらへらと笑い、そそくさと逃げていった。

「なにしたかったんだろう、あいつ……」

　小玉と明慧は「なんだあいつ」という表情を隠そうともせず、彼を見送る。

「構ってほしかったんじゃない？」

　男の名前は黄こう復ふく卿けいという、十六衛の中でも名うての遊び人だ。女なら誰でもいいと豪語していた彼が、唯一「あれは無理」と言ったのが明慧である。にもかかわらず彼は事あるごとに、明慧にちょっかいをかけてくる。

「もしかしてあいつ、明慧のことが好きとか！」

「いや、それはないな……」

　明慧はきっぱりと言い放った。照れ隠しなどではなく、素で。




　実際、彼には本当にそういう感情がないのだが、この時点の二人は知るよしもない。

　ついでに、最近復卿が「あれは無理」と言っている女の中に、小玉も含まれるようになっているのだが、それもやっぱり二人は知らない。




「そのうちさ、あんたあいつより出世して、懲罰加えてくれないか。なんかさ、ちょん切るみたいな……」

　どこを、とは言わない。明慧も一応は花も恥じらう乙女なので。

「ああ、それいいね。あたし頑張るわ」

　小玉はあははと笑う。

　冗談を言い合う二人だったが、まさかそれが後日、妙に当たってしまうとは思ってもいなかった。




　　　　※




　それは明慧にとっても、もう何度目か数えるのもむなしい出征当日だった。

「黄の奴、なんで来ないんだ！」

　隣の衛の将官が激怒しているのを見ながら、小玉たちはなにがあったの？　と情報を交換しあう。

「復卿がさ、無断で来ないんだとさ」

「なんで？　あいついいかげんでめんどくさがりだけど、こういうところはしっかりしてるじゃん」

　事情を知った小玉は怪け訝げんな顔をする。そんな彼女に、明慧も別の意味で怪訝な顔を向けてきた。

「え、しっかりしてるかい？」

「うん。しっかりしてる。そこだけは評価してる。そこだけ」

　他に評価するところがなにもないみたいな言い方であるが、それについて明慧は酷ひどいと思わなかった。むしろ、あいつにも評価できるところがあるんだな……と感心したくらいである。

「まあ、そのなけなしの評価も今日で地に落ちそうだけどねえ」

「なにがあったんだろうね」




　後日判明した理由は、誰かが言った「世にもひっでえ理由」という表現が、まさにあてはまるものだった。というか、それ以外表現しようもなかった。




　どうやら復卿は出征当日、高熱を出して生死の境をさまよっていたらしい。

　もっともそれ自体はまだよかった。問題は原因である──娼しよう妓ぎに病気をうつされたという。

　本当に世にもひっどい物語である。

　病気の種類が種類なので、見事な醜聞となり、馘かく首しゆとまではいかなかったが、彼は見事に降格処分を受けた。そしてそれまでいた部隊から、放逐された。

「天罰……」

　と誰もが噂する中、小玉だけはそうは言わなかった。

「本当に性病なのかな」

　彼女が言ったのは、聞いている明慧には解答しようもない疑問だった。




　しかも麵めん屋で言うような事柄でもない……じゃあどこで言えばいいのかといえば、明慧にも皆目見当がつかないが。




　明慧はほどよく冷めた麵を一口すすってから、口を開く。

「さあ……あたしは復卿の下半身を直接拝んだわけじゃないから、わからんね。拝みたくもないが」

　吐き捨てるように言った明慧に、小玉もさらりと同意する。

「うん、あたしも拝みたくないけどさ。聞いたところだと復卿、もう回復したらしいよね。そんなにあっさり治るもんなのかな」

「死にかけたらしいから、病気としては酷いだろう」

「症状はね。でも時間としては、全然長引いてないじゃない。性病ってもっと長引いて、しかもたちが悪いのが多いらしいよ」

　明慧は重々しく頷うなずいた。

「そうか……ところであたしは友人として、お前さんがなんでそこまで性病に詳しいのか、聞かせていただきたいと思う。今、ここで」

　そして居住まいを正して、小玉に向き直る。明慧自身は、小玉がどのような返事をしても交友を断とうとは思わない。だが事と次第によっては、小玉自身の交友関係に対してもの申すつもりであった。

　小玉はそんな明慧に、「なんか目が怖いよ」と述べると、事もなげに言う。

「前の衛でお世話になったお医者さんがね、引退して今城下で開業してんの。花街が近くて、そっちのほうの診察もしてるんだよね」

　事もなげというか、実際にすべて世は事もなしであった。

「そうか……そうか、そうか」

　明慧は安心のあまり、無意味に力強く頷いた。

　小玉は笑いながら、知己の説明を始める。

「無愛想だけどいい人だよ。お金持ってない人はなるべく安く診てあげてる。さすがに無料は無理らしいけど」

　明慧は感心半分、呆あきれ半分で声をあげる。

「ご本人が金持ってなさそうな生き方してるなあ」

「うん、貧乏」

　小玉はまるで言葉を飾らず、肯定してのけた。

「だから元の衛の有志一同で、たまに差し入れしてる」

　結婚して軍を引退した主婦たちも、食べ物を持っていったりしているらしい。実に美しい助け合いの精神である。世の中まだまだ捨てたもんじゃない、そう思いながら明慧はかしこまって言った。

「今度一口乗らせてくれ」

「おー、ありがとう」

　小玉がやったーと喜ぶ。

「おい、俺も今度麵差し入れるから、場所教えてくれ」

　そして麵屋の店主も、話にいきなり加わってくる。

「……っておっさん、話聞いてたのか」

「つーか、秘密にしておきたかったの、お前ら？　その声の大きさで」

　一方的に耳に入ってくるから迷惑と、ごもっともなことを言われ、小玉たちはここから先の会話については素直に声を潜めた。




　ところで、本題は復卿の話である。完全に話が横道にそれているが、二人がそれを忘れているわけではない。




「……で、復卿の話だけど」

　唐突に話を本筋に戻す小玉。強引であるが、そこでうろたえる明慧ではない。さらりと話に乗る。

「ああ、性病にしてはおかしいのはわかった。玄人の話が根拠だからな」

「性病って話、どっから出たんだろうね」

「馴な染じみの娼妓が、同時期に熱出したって話だが……」




　ここで明慧は沈黙した。

　小玉も沈黙した。

　二人とも同じことを考えていた。

　──単なる風邪じゃない？

　もちろん風邪だって、馬鹿にしてはいけない病気であるが。




「まあそれだったら、馴染みのお姉さんに病気うつされて、戦に行けなかったこと自体は正しいのかな」

　小玉はぽりぽりと頭をかく。その仕草は王将軍に似てきたと、本人が知らぬところで最近言われている事柄だ。

「……でもなんで、彼の馴染みのお姉さんについて、知ってる人がいて、噂も流れるのかなあ」

「小玉」

　明慧は制止の意図を込めた声をあげた。それに小玉が苦笑して手をあげる。

「わかってるよ、大丈夫」

　つきつめたらろくなことにならない部分に足を突っ込みかけたことを、二人ともわかっていた。

「……それにしても彼、これからどこに所属するのかな。このままだと軍にいられないでしょ」

「さあ、どこも拾わないって話らしいが……まさか」

　明慧は顔を引きつらせた。

「うん。どこにも行かないんだったら、あたしがもらおうと思う」

「正気か？」

　友人を思わず揺さぶってしまいそうになったが、彼女の表情があまりにも真剣だったので、肩をがっしり摑つかむだけに止とどまった。

「仕事してくれるんなら。ほらうち、人材足りないじゃない」

「あー……」

　それで明慧が半分以上納得してしまうぐらいには、実際人材は足りなかった。

「それにさ、なんか腹立つんだよね。復卿のこと馬鹿にしてる奴の中には、自分だってお盛んなのいるじゃん。仕事ちゃんとしないくせに。自分がたまたま病気にならなかっただけだっての……ところで明慧、肩痛い」

「小玉……」

「ん？」

　小玉に、明慧はしみじみと言った。

「性格悪くなったねえ」

　小玉は解放された肩を撫なでながら、にやりと笑って返してくる。

「知ってる」

　前線で戦うようになって一年……それは、そこそこ純朴な娘がすれるには充分すぎる時間だった。

　しかし、彼女のその性悪な顔、嫌いじゃないと明慧は思った。

　食べ終え、料金を支払うと、店主が真面目な顔で問いかけてきた。

「……で、さっきの話題の兄ちゃんの病気は、結局なんだったんだ？」

「自分から聞くのな、おっさん」

「じゃ、ごちそうさまー」

　もちろん質問には答えず、二人は店を後にした。

　そもそも聞こえるような大声で気になるようなこと言うほうが悪いんだろうがー！　と息継ぎもせずに叫ぶ、店主・楊三郎氏の声を背に受けながら。







　小玉の話は、話だけで終わることはもちろんなかった。

　彼女は本当に上官に申し出た。主に王将軍が大笑いしながら采さい配はいしたことにより、人事はあっさりと決まった。

　かくして復卿は小玉の部下となったのである。







　わかりやすく荒すさんでいた復卿は当初、「なんで俺を拾った」と、問い詰めたが、

「人手欲しいんだよね」

　と、小玉は非常に単純に説明した。

　実際そのとおりなのだが、やさぐれている復卿は素直に納得はせず、馬鹿にしたように笑った。

「なに、あんた俺に惚ほれてんの？」

　すると小玉は、明るく笑い、

「ねえ、去勢の仕方って知ってる？　あたし、実は知ってるの！」

　と言って実際に道具まで見せて、彼を黙らせたのだった。

　道具をどこから調達したのかは、小玉以外わからない。聞けば小玉は教えてくれただろうが、明慧を含め誰も聞かなかった。

　そんな様子を目の当たりにした明慧は、この二人は絶対にくっつかないだろうなと確信したが、周囲はそうではなかった。




　女好きで有名な男と、それを拾った女。噂にならないほうがおかしい。実にあっさりと、二人ができているという噂が流れた。

「だからあいつはやめとけって、言っただろ」

「まあ、こうなるのは予想の範囲内よ。一度背負ったからには、最後まで責任を持ちます」

　明慧が今更とわかっていながら苦言を呈するも、小玉はからからと笑って一切気にしなかった。だが、実害が出始めたのである。







　ある日、小玉が別の衛の男どもに絡まれた。

「お前、男だったら誰でもいいんだろ？」

「去年、慰み者になっても生き延びるーとか言ったんだって？」

　傍で聞いていても眉まゆをひそめたくなる言い種ぐさに、真っ先に動いたのは復卿……ではなく、明慧だった。

　男二人の頭を背後からがっしりと抱え込み、

「男ならなんでもいい女でいいくらい、あんたたちも女ならなんでもいいんだろう？　ちょっとあたしの相手しておくれよ」

「えっ、ちょっ……」

「待っ……」

　そうして物陰に引きずり込みながら小玉の様子を見ると、彼女は復卿の肩を気にするなというように、ぽんぽんと叩たたいていた。

　──あー、あれは絶対に気にするな。

　明慧は思ったが、復卿にはしっかり気にしてほしかったので、その点についてはなにも言わないことにした。

　そして不ふ埒らちな男ども二人に、いかがわしくない意味で相手してもらい、言葉どおりの意味で締め上げた。




　しかし、である。




　──気にしてほしいとは思ったが、まさかそれがこんなふうに実を結ぶとは思わなかった。

　翌々日、復卿は女装して出勤してきたのである。




　なにを思ったのか想像もできないし、知らないままの自分でいたかった明慧だったが、一応聞いてみると彼はそっぽを向いて言った。

「噂は……もっと衝撃的な噂でかき消すのが一番だろ」

　方針としては間違っていないと思うが、方策が多分間違っている。

　啞あ然ぜんとする明慧の視界に、朝の隊たい正せい同士の打ち合わせを終えた小玉が、とことこと歩いてくる姿が入った。さすがの彼女も驚いた顔をする。

「あれ……復卿どうしたの？　あ、おはよう」

「……おはよう」

「明慧もおはよう」

「ああ……おはよう」

　小玉の反応……正しいけれど、違うと思った。

　違和感を指摘するのはよい。驚きのあまり挨あい拶さつを忘れたのも、慌ててそれを付け足すのも正しい。

　そう、反応としては正しいが……事態のわりに、緊迫感がない。

　復卿は辺りをちらと見回し──おそらく人目が集まっているか確認したのだろう──衆目のある前で堂々と言った。

「お……わたくし、女で失敗して懲りました。ですから今日から女になります！」

　ほぼ全員が噴いた。

　なおとんだ告白を受けた小玉自身の反応は、

「……『ですから』の使い方、多分間違ってるよ。前後がさ、いまいちつながってないと思う」

　というものであった。それを聞いた明慧は、「問題はそこかい!?」と叫んだりはしなかった。もっとやるべきことがあったから。




　──どごっ！

「そぉい！」

「ごおっ！」

　すなわち、復卿に跳び蹴げりを食らわすこと。




　復卿からのしのしと大おお股またで離れた明慧は、助走をつけて渾こん身しんの勢いで飛び上がり、復卿に両足裏を叩きつけた。

　当然の結果として、復卿は華麗に吹っ飛んだ。華やかな衣装がひらひらと宙に舞う様子は、無駄に美しかった。

　見目美うるわしいものは、無駄なものであることが多い……なぜかそんな感慨が、明慧の胸をよぎった。一つの真理を悟った気持ちだった。




　──速い！

　──おお、見事！




　周囲がやんやとはやしたてるのも気にせず、明慧は地に伏した復卿の服をはぎ取ろうとした。

　しかし復卿は案外骨のある男だった。明慧の渾身の跳び蹴りを食らっても骨折しなかったばかりか、心も折れなかったのである。

　彼は一度宣言したことは貫徹する男だった……女装しているのに男らしい。

　明慧の攻勢を防いだ彼は、そして言動も完全に女のものとした。女好きだった故に磨かれた審美眼のおかげだろう。挙措も見事に洗練されたものだった。

　心底くだらない成果である。







　復卿の思惑どおり、新たな噂はとてつもなく激しい嵐となって吹き荒れた。これまでの噂がどうでもよくなるくらいに。




　いくらなんでもあれはいかがなものだろうかとまっとうな苦言を呈する者。

　女ひでりのため女装男でもこの際よしと言い寄ってくる男性兵。

　美容について復卿に相談を持ちかける女性兵。

　大笑いする王将軍と頭を抱える王将軍の副官。




　総合的に見て、事態は混こん沌とんとしたものになった。

　しかも本人が苦労するぶんには自業自得だが、直属の上官である小玉もそれに振り回された。小玉も半笑いではあったものの、最初の噂よりこっちの噂の対処のほうに苦労したようである。

　その後、小玉との関係を邪推する噂が下火になったころを見計らって、復卿は女装以外、普通の男に戻った。

　女装もやめればいいのだが、癖になったらしい。真の自分を見つけることができたというのであれば、それはそれでけっこうなことだと明慧は思っている。




　要するに、匙さじを投げたのである。




　そして復卿は、女遊びも以前より慎重になったものの再開させた。このころになると、明慧はもう尊敬の念すら抱くようになっていた。

　ふつう、生死の境をさまよったら、その原因に対してひるむだろうに。

　とはいえその時点ではもう、明慧も復卿とそれなりに仲よくなっていた。彼が絶対に小玉には手を出さないという確信があったから。







　　　　※




　さて、ここまで露骨に特殊な事例はめったにないが、このようにして小玉は信頼できる仲間を増やしてきた。

　そしてこの間に、もう一人男と付きあって別れた。

　しかもこの男とは結婚まで考えるくらいにはうまくいっていたが、ある日いきなり振られて終わった。さすがに傷ついたのは事実だ。

　しかし小玉以上に、傷ついたような顔をした人間がいた。




　復卿である。




　正直、疑問が大きすぎて自分の心の痛みも吹っとぶ。

　なんでだよ……と思いながら復卿をまじまじと見つめる小玉に、彼は憤ふん懣まんやるかたなしという様子で叫んだ。

「俺みたいな男が近くにいるからか……！」

「あー……」

　一瞬、そうであってもおかしくないと思ってしまった。だって女装男である。

「最近油断してるんじゃないかって自分でも思っていた……そのせいで、小玉の千載一遇の結婚の機会を逃させてしまったのか……!?」

　苦悩する復卿に、小玉と明慧は淡々と突っこみを入れる。

「いや、千載一遇って、あんたあたしの結婚できる確率、そこまで低く見積もってたの？　失礼だよね」

「お前さん、わかってたんならちゃんと対処してればよかったんだよ」

　明慧の言葉に、そのとおりだと復卿は頷うなずいた。

「やっぱりもっと化粧の技術を磨いてくる！」

　そしてあさっての方向に思考を暴走させたあげく、本人も暴走していった。おそらくは花街に行ったのだろう。

「わかってないな……」

　明慧としては、「いいかげん女装やめろ」と言ったつもりだったのだが。

「まあ、いいんじゃない？　お化粧教えてもらって花街にお金落とすんだったら、先方にしてみたらいいお客さんなんだろうし」

　そんなことを明慧に語る小玉は、若干立ち直っている自分を感じていた。

　さすが復卿。どこがさすがなのか、自分でもよくわかっていないが。

「……いいのかい？」

「うん、いい。すごくいい男ひとだったから、他にいくらでも相手はいるんだと思う。ずっといい人がね」

　多分、彼とは友達になったほうがずっとうまくいったのだろう。

　少し落ちつくと、そういう気持ちになった。そう思えてしまうあたりが、恋人同士としてうまくいかなかった理由なのだろう。




　そんなこんなで自分には仲間運はあっても男運はない──そういう一種の諦てい観かんを抱いたころ、小玉は二十歳になった。




　そのころには敵、味方、国そのもののよい面をだいたい見つくし、その後に訪れたいくつかの失望を心の中に重ね、その感情にそれなりに折り合いもつけられるようになっていた。

　要するに、完全に身も蓋ふたもない女性になっていた。

　具体的には、

　──出世なんかするもんじゃない。特に、年不相応な出世はくそったれです。

　……などと考えるくらいに。




　　　　※




　ところで、先日二十歳を迎えたばかりのそんな小玉の目の前で今、ささやかな捕り物が行われている。




　ある程度片がつき、自分が出る必要はないなと思ったところで、小玉は腰にある剣の柄を手放した。

　がちゃり、という音とともに腰に軽く重みがかかった。剣を抜かずにすんだことに、軽くほっとする。街中で抜刀すると、あとで色々と面倒くさい。

「では、自分がこいつ連れていきます」

「悪いね。戻らせちゃって」

　部下が笑いかけると、小玉も部下と同質の笑みを浮かべる。すなわち苦笑。

　そして揃って、苦笑の原因を見る。縄でぐるぐる巻きにされて、連行されていくごろつきを。なにやらわめいているが、それをじっくり聞いてやる気は、誰にもない。

「最後の最後で、仕事増やしてくれましたねえ」

「引き渡さないで、そこらへんに転がしときたいんだけどね……こいつら、その程度じゃ、頭冷えないだろうし」

「はは、それもそうですね」

　犯罪者の捕り物は、本来小玉の属する武威衛の領分ではない。だというのになぜ、小玉がそれをやっているのか。




　平たくいえば、それは皇帝のせいである。

　まるで皇帝が悪いみたいな表現だが、実際悪かったりする。




　宮中と都の治安維持のために動くのは、金きん吾ご衛えいという衛だ。その職務上、城下の庶民と接触する機会の多い部署であるためか、制服が格好よくなおかつ見栄えのいい連中が揃っている。だから金吾衛は、軍人を志す少年たちのひそかな憧あこがれだったりする。

　ついでに、女性との出会いが多いことから、男性軍人にとっても、配属先としてあからさまに憧れの部署である。

　そんな金吾衛なのだが、治安維持以外にも重要な役目を一つ持っている。それは、皇帝が遠くに出かけるときは、その先駆けや殿しんがりをつとめることである。




　ところで話はさかのぼるが、ほんの一月前、皇帝はいきなり皇后の出身地への行幸を決めた。それもかなり大規模なものを。

　当代の皇帝は、とかく思いつきで行動する人である。そして、待つことができない。最高権力者が待てない場合どうするのかといえば、周囲が急ぐしかない。よって、金吾衛の連中の大半は急きゆう遽きよ皇帝のお供にかり出された。

　取るものもとりあえずといった様子で出ていった彼らは、まことにご愁傷さまである。それについては、小玉も率直に同情する。

　しかし、皇帝にとっての「周囲」とは宮中全体を示す。迷惑を被るのは、金吾衛だけではなかった。

　さて、金吾衛の通常の職掌は、宮中と都の治安維持である。宮中の警備は普段から監かん門もん衛えいも行っているためなんとかなるが、問題は帝都の治安維持のほうである。

　金吾衛の人員が激減した間、犯罪者が大人しくしているだろうと考える阿あ呆ほうは誰一人いなかった。そこらのいたずらっこだって、ばあやが留守にしているからといって、いたずらをやめるわけがないではないか。むしろさらにやりたいようにやるに決まっている。

　そういうわけで、足りない人間が他の衛から動員されたのである。これも急遽。




　だから、本当に皇帝が悪いのである。




　今回その動員の対象として、小玉とその率いる部下に白羽の矢が立った。それから今日にいたるまでの日々ときたら……思い出したくもない。

　皇帝不在ということで、妙に城下が浮き足立ったのか騒動が多く、一時期詰め所の収監場所が満杯になったこともあった。おかげで小玉は、実際に一度ごろつきをそこらへんに転がしたまま帰った。

　またその直前には野菜泥棒を捕まえて、売り子のおばちゃんから南瓜カボチヤをもらった……などというようなこともあった。そんな下っ端的な経験を、仮にも指揮官である小玉がしていたのは、彼女の気性とはこの場合関係ない。場所も人手も本当に足りなかったのだ。小玉自身、忙しすぎてこの時期の記憶がだいぶあいまいであった。

　普段やり慣れていない仕事をやるのはまだいい。だが、なんの打ち合わせも下準備もなくやらされるのは、ちょっといただけない。小玉のところ以外にもかり出された部隊はいくつもあるが、そんなことがなにかの慰めになるわけではなかった。

　もっとも、お互いを慰めあうことができたのは、ちょっとだけ救いにはなったが、それはそれで切なかった。




　しかも、

「お手当、ほんとに出ないんだねー……」

「出ないんですねー……」

「ごめんなー……俺のせいじゃないけど」

　超過勤務手当が出ない。なによりもこれが一番切ない。




　各衛から動員された指揮官、および金吾衛の居残り部隊の責任者数名。階級は違えど、揃って目の下に隈くまを作ってため息をついたのは、記憶に新しい。

　だが、そんなあまりにもあんまりな日々も、今日で終わりを告げた。ついさっき、皇帝が帝都に帰還したのである。武官は大喜びした。城下の民衆も大喜びした。




　──お帰りなさいませ、大たい家かのお供の皆さん！　ついでに大家！

　誰もがそう思っている。誰も口にはしないものの。

　ふけーざい、ふけいざい、不敬罪……と幼少の頃から脳裏に焼き付けておけば、余計なことを口に出さないという分別が自然とつくというものだ。余計なことで命を落としたい人間などどこにもいない。




　　　　※




　さて疲労しているはずの小玉たちは、意気揚々と宮城へと引き上げていた。

　その理由は、頑張ったみんなに、自腹で酒の一杯でも奢おごってあげるよと小玉が言ったからである。おかげで、部下たちの士気は激しく高揚していた。

　それなのに、そんなところで刃にん傷じよう沙ざ汰たに出くわしたせいで、水を差されて全員が心底がっかりした。おごる側である小玉ですらがっかりしたのだから、おごられる側である部下たちの心情たるや。

　だが、見つけたからには、放っておくわけにはいかない。かくしてささやかな捕り物が展開され、私し怨えんを込めた部下たちの突撃のおかげで、ごろつきはあっけなく御用となったのだった。




「では、自分はこれで」

「よろしく」

　ごろつきを引きつれ、ついさっきまでいた……そして当分顔を出さなくてもいいはずだった詰め所に引き返す部下数名を、小玉はかすかな憐あわれみを込めて見送った。そしてその姿が見えなくなったところで、号令をかける。

「おし、戻るか」

　小玉は目頭を軽く揉もみながら踵きびすを返した。愛馬に近づき、ひらりとまたがる。

「また途中で、小競り合いに出くわさなきゃいいんですが」

「そう言ってると、本当にそうなるわよ」

　部下に軽口を叩たたき、馬を走らせる。明慧がはは、と笑いながらそれに続く。

「今度は殲せん滅めつする勢いになりそうだなあ」




　彼女たちがお約束どおり再び足止めを食らったかどうかはさておく。

　重要なのは、ちゃんと宮城にたどりついたかということだ。




　馬から下り、馬をひきながら門へと向かう。

　宮城の中に入ったからと言って、はいこれで解散ということにはならない。いくら疲労しているとはいえ、まだ勤務時間である以上、仕事はしなくてはならない。

「じゃあ、明慧。あたしはこれから、米べい中郎将に報告してくるからよろしく」

「行ってらっしゃい」

　責任者である小玉は、元の職務に復帰するために諸々の手続きをしなければならない。階級が上がると、もらえる金は増えるが、やらなくてはならないことも格段に増えるものである。

　首を回すと、ごきごきと音が響く。それに顔をしかめながら歩き、小玉は直属の上官の部屋の前に立った。

「関小玉です」

「入れ」

　部屋に足を踏み入れ、小玉はおやと軽く目を見張った。部屋にいるのは二人。

　小玉の直接の上官である、米孝こう先せんと、さらにその上官である王敏びん之し。

　口を開いたのは王将軍だった。

「おお。すごく元気なさそうだな、関」

「ああ、そりゃもう、仕事押しつけてくださった将軍閣下のおかげですよー」

　軽口に軽口で返す上官と部下に、孝先がため息をついた。

「関。お前からもなにか言ってやってくれないか」

　小玉はぱちりと目を見開いて、小首をかしげる。

「なにをですか？」

「この方は、お立場を考えてくださいといくら言っても、自分から出向いてくる」

「すみません。無理です」

　小玉はにべもなく断った。

「あたしも将軍と似たようなもんですから。自分のことを棚に上げるなんて悪いこと、できません」

「まずお前が自分の態度を改めたら、王将軍にもの申せるだろう。もう校こう尉いなんだぞ。気をつけろ」

　校尉という言葉を聞いて、小玉は軽く肩をすくめた。

　その階級で呼ばれることに、小玉はまだ慣れていなかった。校尉の前の旅りよ帥すいのときも、その前の隊正のときもそうだった。

　それは小玉がいつまでも初々しいからではない。単に階級に馴な染じむ暇がないのだ。出世が早すぎて。

「……今でも思うんですけど、あたしの昇進って、なんかの不幸な間違いなんじゃないですかね」

「間違いであってほしいよ、私も」

　嫌そうに呟つぶやく孝先に、王将軍が笑い出した。







　当代の皇帝が即位してから、五年が経っている。

　のちに天てん鳳ほう帝と呼ばれる彼は、とかく戦争をしたがる皇帝だった。大規模なものから小規模なものまで、すでに四肢の指の数では足りない回数の派兵が為されている。そんな中、数多くの人間が死に、そして、少数の人間が武功を立てた。

　戦時中は、平和な時代よりも出世する機会が多い。大半はその機会をつかみ取らずに死んでいくが、それまで兵卒だった者が軍功によって出世するという事態はままある。

　また、戦の度に高位の武官も誰かしら死んでいくので、補充しなければならない。そういう事情で、ここ五年の間、軍部内の人事は大規模な地殻変動に巻き込まれていた。




　その変動のもっとも大きなうねりの中にいたのが、小玉だった。




　従軍する度に際だった功績をあげた彼女は、あれよあれよという間に階級が上がって、いつの間にか数百人の兵を率いる立場になってしまった。まるで絵に描いたような出世物語である。

　平民出、しかも女の自分が弱冠二十歳で士官級に出世している事実に、小玉は常々、この国は末期ではないかと思っている。




　数年前、今の自分を予想できていたら……まあ、予想していたとしても、他に選べる道はなかったのだが、もう少し身の処し方について考えたのではないかな、と小玉は思っている。

　この国では、文官でも武官でも女性の登用がいちおうは認められている。だが、数は圧倒的に少ないし、出世においても男性に比べるとそうとう不利だ。特に武官はその傾向が顕著である。

　歴史上、皇帝の后妃がそれなりの規模の軍勢を率いたことはあるが、これは例外といっていい。

　武官の女性でも、補給など後方支援関係に身を置く場合はそれなりに出世する機会はあるが、それでも将官級まで出世した前例はない。

　前線で戦う女性武官は数自体が少ないのでなおさらである。出世したとしても校尉がせいぜいで、それも、かなり年齢がいってからの話である。

　それを考えれば、小玉の「二十歳で校尉」というのは、桁けた違いの出世速度だということがわかる。男性だって、ここまで急激に出世することはめったにない。

　実際、小玉と同じ年代の校尉は何人かいるが、それらは皆名家の出か、武ぶ科か挙きよという選抜試験を通過した者かのどちらかだ。




　実は初の女性将官誕生なるかと注目されている小玉だが、本人はそのことについて、あまり喜んでいない。

　もちろん小玉だって、自分の仕事が評価されたこととか、下世話な話だが給料増額とかは嬉うれしい。だが、自分の立場という観点から考えると、けっこう微妙なものだ。

　小玉は貴族とか、武科挙出身者からはかなり嫌われている。叩き上げの小娘が、自分たちに比肩し、そして追い抜いていくのだから無理もない。

　また平民出、女性武官からは、多くの支持を得ているが、全員が全員というわけではない。そして、そういう連中の嫉しつ妬とは、一番根が深い。小玉はかなり楽天的なほうだが、時々これがどうしようもなくこたえる。

　大体、周囲に年下の人間がいないという事実が、どうも納得できない。小玉はまがりなりにも士官なので、側近と呼ぶべき存在がいるが、小玉より年下の者は一人もいないのだ。

　しかも、大半が元同輩だったり、元上官だったりする。べつに誰かに対してお姉さんぶりたいわけではないが、正直やりにくいなーとか思うことはある。

　もっとも、やりにくいといっても、多分部下のほうがもっとやりにくかろう。

　よくついてきてくれるものだと、小玉は部下に対して感心している。よほど人間ができているんだろう。もっとも、人間ができていない奴は、最初から小玉に耐えられるわけがないのだろうが。

　しかし、人間関係をぎくしゃくさせる変則的な存在って、もしかしたら一番軍に必要ないのではないだろうか……小玉は自分の出世に対して、もう少し年齢を気にしてほしいと考えていた。だが気にしてほしい人は、一切気にしてくれていない。

「なに、あと数年すれば、めぼしい武将がかなり死んで、お前以外にも若手が台頭するはずだ。もう少しの辛抱辛抱。頑張れー」

　特にもっとも気にしてほしい人である王将軍は、堂々と不謹慎な発言をしてはっはっと笑う。







　そんな彼は、今でも小玉に目をかけてくれている数少ない高級武官の一人である。だが馬鹿みたいに急な出世と、それに伴う面倒くさい仕事や人間関係が彼のせいだということを考えると、時々ちょっと恨めしい。

　少数のお偉いさんに相手にされずとも、直属の上官にはそこそこ目をかけられていれば、小玉の軍隊生活はもっと気楽だった。

　後方で、補給関係で全然目立たずに仕事をやって、戦死しなければじわじわと出世して、退役する際にどこかに畑でも買ってのんびりやる……そんな人生が約束されていたに違いない。

　小玉が数年前、軍で生きていくと決めたときに思い描いていた未来だった。なのに、その道から見事に逸それている。




　さすがに今から元いた場所に戻る──退役することもできない。やろうとしたら、大騒ぎになるだろうし、小玉自身もそれなりに責任感というものを持ち合わせている。やろうとは思わない。できない。




　とにかく本当に、年不相応な出世なんかするもんじゃない。

　そんなことを考えている小玉は、おそらく今軍の中でもっとも年功序列を愛している存在である。




　　　　※




　孝先からのちょっとした小言のあと、小玉は上官のもとから退出した。廊下に出るなりやれやれと言わんばかりに首をこきりと鳴らすと、小玉は自分に与えられている部屋に向かった。

　ほどなくして目的地に到着したものの、小玉はすぐには中に入らなかった。そっと覗のぞき込んで、中の様子をうかがう。

　部下連中がなにやら慌ただしく働いていた。いなかった間に溜たまった仕事とか、連絡事項の伝達とかで忙しいのだということはすぐにわかった……というか、最初から予想がついていた。

　自分もすぐ、その忙しさに巻き込まれるということも。

「おや、お帰り小玉」

「いるんなら、早く入って！　ああ、もう、待ってたんですよ」

　小玉に気づいた部下たちが、口々に声をかけてきた。小玉は部屋を突っ切り、自分の席に座った。

　ここに座るのはずいぶん久しぶりな気がする。もぞもぞと尻しりを動かし、おさまりのよい位置を探す。

　そんな彼女に、張ちよう泰たいが待ってましたとばかりに、声をかけてくる。たくさんの紙の束を摑つかんでいる。しかも両手に。

　小玉はうんざりとため息をついた。

「それすごく、焚たきつけによさそうね」

「燃やしたら、あなたを燃やしますからね。もちろん油をかけて！」

「はい……」

　彼の本気を感じ取って、小玉は軽口をおさめた。

　彼は武官ではなく、軍属の文官である。年の頃は三十代半ば。復卿のような劇的にもほどがあるいきさつなどはなく、ごく無難な人事異動によって小玉の下に配属された人間である。

　今回小玉が配下の大部分を率いて金吾衛の手伝いにかり出されていた間も、宮城に残って事務処理や、連絡を行っていた。

「よろしいですか」

「覚悟はできてる」

　もちろん燃やされる覚悟ではなく、不在の間に起こったあれやこれやそれやを、延々と聞かされることを。

　喉のどが渇いていたが、この忙しい最中に誰かに飲み物を求めたら、頭をかち割られかねないなと思い、小玉は黙って聞くことにした。




　そして耐えがたきを耐え、忍びがたきを忍んだ末、ついに待ちに待った一言が泰の口から出た。




「以上、大体このようなもので……」

「あ、終わり？」

　小玉は顔をほころばせかけたが、

「あ、そうそう」

「まだあるんだ」

　一枚の紙を取り出した泰に、軽く落胆した。泰はそんな小玉にまるで頓とん着ちやくしない。長らくの激務で消耗し、そのような気遣いができないのだろうか……と思ったところで、いやと思い直す。彼は元から仕事がらみのことに関しては、必要とあらば人当たりのよさが霧消する人間だった。

　そんな公私を本人なりに分ける男・張泰は、紙を一いち瞥べつして用件を述べる。

「今度新人が来るらしいですね……先ほど、米中郎将のところで聞きましたか？」

「いや、全然。そうなの？」

　泰はほほう、と呟つぶやいた。

「珍しい……私経由で伝わる話だから言わなかったのか……」

「王将軍来ててね、それどころじゃなかったんじゃない？　もういい加減引っ越せーとかは言われたけど」

「ああ、それで遅かったんですか……いや、米中郎将の言ったことは、もっともです。本当に引っ越しましょう、校尉」

　おっと、藪やぶを突いて蛇を出したか。

　小玉は首をすくめた。現在の小玉くらいの地位になれば、宮城の外に家を構えてもおかしくない。だが小玉は兵卒の時分からずっと、宮城の敷地内にある宿舎で起居している。宿舎間を移動することはあるものの。

　本人としてはなに一つ不満はない。だがそんな小玉のねぐらについて、このままでは外聞が悪いというのが、上官および側近の大半の意見である。

　現在、宿舎にいる武官の中で一番階級が高いのが小玉である。だが彼女の名誉のために述べておくと、彼女はお山の大将を気取りたいから宿舎に居続けるわけではない。小玉が転居しないのは、もっと現実的で身も蓋ふたもない理由からだった。

「だって、引っ越しって、面倒なうえに出費かさむんだもん」

「いい年こいて、『もん』とか言わない。ですがね……」

「待って」

　泰の言葉を、小玉は無駄に深刻な声で遮った。しかし、言っている内容は、ぐうたらな欲望に満ちている。

「あそこにいると、出勤楽だし、ご飯は出るし……引っ越ししたら、確実に四し半はん刻ときは寝る時間少なくなる。これけっこう大問題なのよ」

　泰が呆あきれに満ちたため息をついた。もう何回か交わしたやりとりである。

　そんな小玉の前に、茶杯がことんと置かれた。明慧である。

「あ。ありがとう」

「いや」

　明慧はそう言って、口の端をふっと上げて笑った。近くで「わー、すみません！　俺、出すの遅れました！」と、小玉の従卒が慌てる声があがった。

　明慧はそれにひらひらと手を振って気にするなと伝え、泰にも茶杯を差し出す。筋骨隆々とした手に載ったそれは小さく見えるが、泰の手に渡ると相応の大きさに見える。不思議だ。

「やあ、これはどうも」

　泰が恐縮しながら受け取る。なお彼と明慧は姓が同じだが、べつに血縁関係があるわけではない。

　猫舌の明慧は、自分の持つ茶杯にふーふーと、息を猛烈に吹きかける。そしてその合間に泰に向かって言った。

「べつに問題は無いと思うんだがねえ。一緒に住む者から苦情は出ていないし……」

「そうそう」

　尻しり馬うまに乗って小玉も頷うなずく。小玉だって、人の迷惑を顧みないわけではない。

　これで同じ宿舎に暮らしている女性たちから、上官がいると居心地が悪いという意見が出たのならば、小玉はあっさりと転居したであろう。

　だが女性武官用の宿舎は、元々士卒入り交じっている場所だった。したがってそれに慣れきった女性武官たちは、誰かが飛び抜けて階級が高いからといって、あまり気にしていない。なんだかんだ言って、小玉は人間関係上のことをうまくやっていたのである。

　だから、この件について小玉に苦言を呈しているのはほぼ全員が男である。とはいえ、小玉にその気がないことがわかると、あまり深く勧めなかった者もけっこういる。その程度のことだった。

　結局、小玉の引っ越し論争に紛れるかたちで、新人がやってくる話は尻切れとんぼに終わり、そして誰も蒸し返さなかった。

　小玉がそれをちょっと後悔したのは、その新人と初めて顔を合わせたあとである……新人の話、ちゃんと突き詰めとけばよかった。そしたらちょっとは覚悟ができてたかもしれないのに、と。




　　　　※




　一日、小玉は王将軍直々に呼びつけられ、新しく部下となる相手に引き合わされた。

　相手が慇いん懃ぎんに礼をする。

「周しゆう文ぶん林りんと申します」

　──こいつ……。

　そのとき小玉は感心していた。

　いっそ感動していたと言ってもいい。こんな経験初めてだった。




　──こいつ、絶対そりがあわない！




　一目見た瞬間に、相性がわかる相手というのは存在するものだ……それが悪いほうの相性であっても。

　しかし、そんな相手は、見た目だけならばたいていの女性が相性のよさを望みたくなるような顔立ちである。要するに美男子……というには少し年齢が足りないから、美少年と呼ぶべきか。

　小玉より三歳下だというが、小玉の三十倍は優秀なのは間違いない。彼は武科挙に合格しているからだ。

　これに合格した者はまず選良と言っていい。徴兵された小玉とは対極に位置する存在である。




　小玉はうんざりした。

　自分の新しい部下が優秀であることに対してではない。何か月か前に武科挙の手伝いにかり出されたことを思い出したのだ。

　戦が終わった直後で、戦死した者が多かったために人手が足りなかったのだが、あれは実に面倒くさかった。

　まあ、それはいい。振り返っても不毛なだけの過去だ。

　問題は、新たな部下が出世株だということである。叩たたき上げの小娘の下につけるのは明らかにおかしいだろう。相性の悪さ以前の問題だ。







　文林を退出させるや否や、小玉は王将軍に食ってかかった。

「べつに叩き上げが悪いというわけじゃありませんが、こういう場合、もっと人生経験豊富な者にお任せするのが妥当だと思います」

「うーん、まあ……」

　王将軍は困った顔で、頰をぽりぽりと搔かいた。そして問いかける。

「関。お前は、あの周という奴をどう思う？」

「えらく目の保養になる見た目だと思いますが」

　率直な意見を述べると、王将軍はぱっと破顔した。

「そうだよな、いやあ、そう言ってくれて助かった」

　なんだその反応はと思いながら、小玉は非難の眼まな差ざしを王将軍に向ける。

「あたしだって、綺き麗れいなものがそうだってわかるくらいの目は持ってますよ。大体、そこまで喜ぶことですか、それ」

「ちゃんと話が進むから嬉うれしいんだよ。お前、『ふつうもっと別のこと言うよね』型の人間だから、いつも話の腰、変な折り方するだろう」

「なんですかそれ」

「綺麗な花見てみんながわあ綺麗だねーとか思ってるときに、『これ便秘に効くんですよ』って言ったりとかさ……」

「えー、いいじゃないですか。毒にも薬にもならないより。だいたい将軍だって『えっ、便利！』とか言って、積極的に採集してたじゃないですか」

「そういうことじゃないって」

「わかってますけど……というか、将軍のほうが先に話の腰折ってますよ。わざとですよね」

「むう、ばれたか」

　黙って二人の会話を聞いていた米中郎将が、ここであきれ顔になって首を左右に振った。それでもなにも言わないのは、王将軍がきちんと話を進めてくれることを、まだ期待しているからだろうか。

　そして幸いなことに、彼の期待は裏切られなかった。

　王将軍はここでいきなりきりっと顔を引き締め、重々しく言った。

「関。お前はよく知ってるだろうが……軍には青春がない」

　……言ってる内容に重みがあるのかは、また別の話である。




「はあ？」

　思わず聞き返す小玉。だが今回については無理もないだろう。あまりにも突拍子もない発言だったから。

　しかしやはり彼女は察しがよかった。次の王将軍の言葉でぴんと来たのだ。

「まあ、男にとってはだけど」

「あー……なんかわかった、わかりました。あたしの下に女が多くついてるのと同じ理由の人事ですか？」

「そのとおり。いやー、吞のみ込み早くて助かる」

　嫌そうな顔をする小玉に、王将軍と孝先がぱちぱちと拍手した。小玉は馬鹿にされたと思うよりも、孝先がこの流れに乗ったことのほうにぎょっとした。




　軍は基本的に男社会である。

　そして外部での出会いはめったにない。




　したがって、大抵の場合、男性武官の恋愛対象は数少ない女性武官となる。逆に、女性のほうはよりどりみどり。彼女たちの中に容姿の整ったものは皆無といっていいほどいないが、平凡な顔立ちの女性でも、ここでならもてはやされること間違いなしである。

　小玉ですら、その気になれば恋多き女になれるような場所だ。だからなんだかんだいっても、そこそこの交際歴があるのである。

　なお例外中の例外である明慧については、ここでの言及を避ける。

　したがって、必ずあぶれる男というものは出る。そして、残念だが欲求不満が高じて暴行に走る馬鹿もいるのだ。そのような者には苛か烈れつな処分が下されるのだが、小玉は数多くの士官の中でも特に厳正な処分をする者として名高かった。

　ただ、小玉にしてみれば、それは当然のことであるし、実際、暴行に対して厳正な処分をしている者のほうが大多数だ。

　小玉が特に有名になったのは、若い女性士官ということでなにかと注目されていたというだけのことだ。だが、理由はさておき名を馳はせてしまったために、ちょっと気弱そうな女性武官などは、小玉の麾き下かに送り込まれる傾向があった。




　そして文林は彼女たちと同じ理由で、小玉の部下となったのである。




　断っておくが、文林は誰から見ても、「気弱」という要素を母親の腹の中に置き忘れてきたかのような人間だ。だが、それを食いつぶしてあまりあるほど容姿に難があった。この場合の「難」とは、美び貌ぼうであるということだ。

　女性武官の数は少ないし、そもそもそんなに美人でもない。あぶれた男たちの中には、欲求不満が高じて「顔がよければ、男でもいいんじゃないですかね？」という考えに至るものがいる。それどころか、文林の顔は、たとえあぶれていない男でも、思わずよろめきかねない危険性をはらんでいた。




　かくして、彼の配属先は厳選を余儀なくされたのだという。




　……が、話がここまで進んだところで、小玉は懐疑的な表情になった。

「ええ？　確かにすごい……あー、なんていうかとにかくすごい顔ですけど、そこまで言うほどのものですかね」

　語ご彙いの乏しさを惜しみなく発揮する小玉に、王将軍はうんうんと満足げに頷いた。彼の満足感は、もちろん小玉の語彙に対するものではない。

「お前の反応がそうだから、安心できるよ。上官のお前が、肉体関係強要するはずないからな」

「…………」

　他にも、「するはずない」人はいくらでもいるんですがねと、小玉は思ったが、口を閉ざした。なぜ自分に白羽の矢が立ったのかがわかってきたからだ。




　たかが一人の人事に、上層部がここまで頭を悩ませていたのには訳がある。

　戦争が続き、慢性的な人材不足の中、多少難があったとしても優秀な人材は貴重だった。それが暴行で使い物にならなくなると困る。

　部隊全体が、恋のさや当てで使い物にならなくなるのも困る。

　よって、暴行の心配がなく、文林が入っても浮き足立たないほど指揮がしっかりしているところとして、いくつか候補が挙げられ、そして小玉が選ばれた。

　しかし、決め手は小玉に対する評価の高さなどではない。




「ほら、あれあれ。買ってでもしろっていうあれ」

「やっぱりそれですか」

　そう、面倒なことは一番若い奴に押しつけようというやつだ。小玉としては、こういうところだけ年功序列を尊重されても困る。




「まあ、もし駄目だったら、俺か孝先が替わるから。とりあえずやってみろ」

　なんて場当たり的なと、小玉は顔をしかめた。

「あの、なんか今から駄目な感じが漂うんで替わってくれませんか」

「挫ざ折せつ早いね、お前。でも駄目」

「どうしてですか！」

　抗議する小玉に、王将軍は予想していなかった答えを返した。

「お前、多分周の奴と相性悪いと思う」

　小玉はぱちくりと目を見開いた。それは意外だからではない。的を射ていたからだ。

　だが、それとこれとどういう関係があるのか。

「だからあ、おじさんとしては、そういうのと付きあってみる経験が、必要だと思うのだよー」

「腹立つ奴とは、けっこう付きあっていますけど……」

　だから、それなりに割り切って過ごす程度の処世術は身につけているつもりだ。

　だが、それを言ったところで、この人事は覆らないだろう……ということを察し、小玉は早々に諦あきらめた。

　仕方がない、これも給料のうちだ。

　正直、そんなにたくさんもらっても使い道がないのだが、金をもらっている以上は相応の仕事はしようと思っている。

「わかりました。やってみますよ」

　その言葉に王将軍がなにか言うよりも早く、孝先が動いた。差し出される書類。多分、文林配属に関するもの。

「では、書類のこことここに署名と押印を」

　発言を遮られたかたちとなった王将軍が、気まずそうに口を閉ざす。押し売りみたいだなと思いながら、小玉は腰からぶら下げていた校尉の印を押した。

　書類を受け取ると、孝先はさっさと部屋を出ていった。なんで口を挟まないのにずっといるのかと思っていたが、どうやらこの人が同席していたのは、書類に印をもらいたかったかららしい。

　二人の押し問答に実はじりじりしていたのだろう。

「……ま、頑張れ」

「はあ」

　残された二人の声は、なんとなく間抜けな響きを含んでいた。




　　　　※




　文林が小玉の部下になって、十日ほどが経ったころのことである。




　泰は茶を一口すすって、おもむろに口を開いた。

「始める前にこうなったらどうしようと悩んでいたことが、実現したら案外大したことがなかったりする……そのようなことはありませんか」

　明慧は彼を一いち瞥べつし、また目線を元に戻した。

「……ああ、あるかもしれないね」

　同じ名字の二人が見つめる先には、なにやら言い合っている男女。




　この度配属された新人・周文林は、ちょっとした大物だった。なにしろ上から数えたほうが早いという順位で武科挙に合格した俊英である。しかも主席でなかった理由が、重量挙げで成績を落としただけだというのだから、それ以外の部門については文句なしの逸材である。

　身も蓋ふたもないことをいえば、武科挙に受かった頭でっかちより、叩たたき上げの老兵のほうが尊敬される。しかし彼が出世株であることは、間違いない。階級だって最初からかなり上のほうである。そしてこれからどんどん上がっていくであろう。

　そういう新人は古参の人間にとってとにかく扱いにくいものだ。もしや監査の一環なのではと懸念する者もいた。もっともその懸念は、文林の顔を見た瞬間、あーなるほどねーと氷解したが。

　だが、文林との顔合わせが終わったあとも、皆の心に居座り続けた懸念もあった。それは、小玉と新人の関係がこじれたらどうしようということである。

　基本的に一言多い小玉は、嫌われる者にはとことんまで嫌われる人間である。そして、彼女を極端に嫌う人間は、優秀で、矜きよう持じと階級が高い者がほとんどであった。

　さて、ここで周文林氏について振り返ってみよう。一言でまとめると、「十代で武科挙合格」である。

　文句なしの優秀さ。そして、そのような自身に対する文林の矜持はそうとうなものであろうと、馬鹿でも予想できる。地位だって、小玉ほどではないが、年齢を考えるとそうとう高い。見事に揃ったこの条件に、彼らは文林が小玉への怒りを噴火させる日が、近い将来に訪れるであろうと確信していた。




　結論を述べれば、見事にそうなった。

　ただそれは、小玉が悪いわけではない。文林も悪いわけではない。




　文林は多分に規則主義的なところがあった。新人としてはまったく問題のない対応である。むしろ新人が規則を遵守していなければ、そちらのほうが問題である。

　ただ文林は明文化されている規則に目をとおし、それらをすべて頭にたたき込んでいるというところが、他より頭抜けているところだった。

　とはいえ、現行の規則だって完かん璧ぺきなものではない。むしろ規則とは常に見直しを要するものだ……実際に出来るかどうかは別として。

　だからそれを絶対的な基準として動くとどうなるか、推して知るべし──よく言えば真面目。悪く言えば頭でっかち。




　一方、小玉のほうは生粋の叩き上げである。

　色々なものを、頭ではなく体にたたき込まれている人間だ。

　規則や規律をないがしろにすることはないものの、その中で立ち回ることや、その中を逸脱しすぎない程度に逸脱するというようなことも、平気でする。それも頭で考えているわけではなく、感覚的にやってしまう──よく言えば柔軟。悪く言えば大ざっぱ。




　そういう人間同士を交ぜたらどうなるかは、考えるまでもない。

　とっても危険なことになる。




　たとえば某日。

「関校尉。来週の灌かん漑がい事業で使用する物品の使用申請書を用意しました」

「えっ？　あれ事後報告で大丈夫なやつだよ……しかもこれ、あたし読めないけど、なんかすごく細かく書いてない？」

「そうでしょうか？　使用予定の物品と使用数を書いただけですが」

「全部書いたの！」

「はい。それがなにか？」

「実際に行って予想以上に使ったとき、訂正めんどうだよ？」

「めんどうもなにも……訂正をすればいいだけの話では？」

　あっ、話かみ合ってないな……と周囲は思った。




　書類に対して厳密さを求め、多少遅くなっても正規の手続きで申請することを追求する文林。

　ある程度簡略化してしまううえに、緊急度によっては口約束で動く小玉。




　二人の衝突……というより、へんな箇所での擦こすれあいは、こんなやりとりに端を発した。しかしこれはまだ、まっとうなほうであり、最終的には、最高にくだらないやりとりが展開されることになる。

「卵を横から剝むくのですか……」

「なんか悪い？　ひびが入りやすいでしょ」

「ぶつけたときに、殻が飛びます」

「いや……そんなに飛ばないし、飛んでも回収するよ」

「接地面が小さいほうが、ひびの入り方が小さいので、縦から割ったほうがよいでしょうに」

「そんな合理性を追求されても……それを言うなら縦からぶつけるなんて、先っちょ潰つぶれるじゃないの」

「……いいから黙って食べな！」

　最後の一言は、いいかげんうんざりした明慧によるものである。明慧だけではなく食堂にいる人間全員の総意であった。




　……なんかもうここまで来ると、性格にも規則にもまったく関係なくなっていたし、どうしてそんなやりとりに行き着いたのか、見守っていたはずの人間たちにもまったくわからない。




　しかし一つだけわかっていることはある。

　この二人がとにかく合わないことである。




　小玉の名誉のために述べておこう。彼女は最初からこのような態度をとっていたわけではない。上官として、おおむね分別ある振る舞いをしていた。ついでに文林の名誉のためにも口添えしておく。彼もまた部下として申し分ない態度をとっていた。慇いん懃ぎん無礼ともいえるが。最初はお互い遠慮しあってはいたのだ。

　だがそれも短期間で消え去り、周囲の予想は見事に当たった。




　周文林氏、三日で大噴火である。

　だが、誤算も生じた。それは小玉側も噴火したことである。




　小玉という人間は、どこか泰然としている。

　けっして喜怒哀楽が判然としないわけではなく、よく笑うし、たまに怒ったりもするが、激して我を忘れるというところは誰も見たことがなかった。

　よっぽどのことがない限り、自分から人を嫌うようなことをしない。また相手に嫌われたとしてもあまり気にしないというのも、寛大というより冷めていると言ったほうが正しい。

　つまり、小玉は「むきになる」ということがない人間なのだ。そんな彼女を熟知している明慧らは心底驚いた。




「うるさいな、もう！」

　まさか、小玉が誰かに食ってかかる日がくるとは思っていなかった。その結果、お互いがお互いの言葉を売り買いし、今では……。

「あんたの前世、出べそ！」

「そういうことを言う人間の前世のほうが出べそというものです」

　やたら低次元な方向に突っ走ってしまっていた。

　これで業務に障りが出るようならば立派に問題だが、彼らは仕事をきちんとするし、口げんかに他人を巻き込まない。だから最初ははらはらしていた周囲も、今ではなんともいえない目で見ている。比率としてはあたたかい眼まな差ざし半分、残念な人たちを見る眼差し半分といったところだ。

　なんだかんだいって、全体的に微笑ましくはある。

　もし、文林のほうだけが小玉を嫌っていたならば、多分こうはならなかっただろう。職場の空気は悪化しただろうし、なにより彼がここに溶け込むこともなかったはずだ。

　常の彼は、美麗で知的で冷静という、取っつきにくさを人の形に整えたような人間だ。だが、小玉と雑草駆除についてあーだのこーだのと、命を賭かける勢いで揉もめているところを見れば、そんな要素は霧散する。そこで話しかけてみれば、案外親しみやすい人間だったりするから不思議だ。

「不仲というのは……けっして悪いことだけではないんですね」

　泰はしみじみと呟つぶやく。

　もしかしたら小玉はこれを意図して、あえて不仲を演じているのではと言う者もいる。それくらい、小玉の麾き下かはうまくいっていた。

　当事者二人は、まったくうまくいっていないのであるが。




　　　　※




　ここで話は数か月前──文林が軍に入ったあとではなく、「前」──にさかのぼる。

　話題の新人・周文林氏が小玉を嫌うに至った、それなりに正当なきっかけについてである。




　その日文林は、城下を一人そぞろ歩いていた。

　特に目的もなく歩くなど、無駄を嫌う文林には珍しいことではあったが、なにやらくさくさした気持ちだったのだ。

　その理由は、いつもと違い街の様子に落ち着きがないのが、皇帝の行幸のせいだとわかっていたからだ。

　文林は「皇帝」を想起させる事柄が嫌いだった。とはいえそれは公言できるようなことではなく、家の中でも口に出せるようなことでもなかった。

　だからその気持ちを発散させるために、この日の文林は「そぞろ歩く」という行動を選択したのだ。

　目的がなかったせいで、それほど人気のないところにも文林は足を運んでいた。そしてその結果、数名の男に絡まれて、薄暗い路地裏に連れ込まれそうになった。




　さてそんな事態に陥った場合、人の行動は大体三つに分類されるものと考えられる。




　一、大声で助けを呼ぶ。

　二、とにかく逃げようとする。

　三、ひたすら抵抗する。




　だが、このときの文林は、そのどれにもあてはまらなかった。

　そもそも彼は慌ててすらいない。こういうことは初めてではなかった。そこらの女より整った顔立ちをしている彼は、似たような状況に何度か遭遇していた。そしてそれらすべてを自力で解決してきた。

　だから、胸中はこのようなものになる。

　──馬鹿が。

　文林は心の中で嘲あざけった。誰をといえば、もちろん自分をこの場に連れてきた男どもを。目の前の獲物が従順に従ったことに、有頂天になっている馬鹿。もうすぐその体を意のままにできると信じて疑っていないことが、手に取るようにわかる馬鹿。あまりにも馬鹿すぎて、こちらの心が躍り出す。

　文林は機嫌よく問いかけた。

「ところでお三方、私が男であるということは、ご承知で？」

　自分を女と間違えてちょっかいをかけてきたのなら馬鹿だし、男と知ってなお絡んできたのならば大馬鹿である。

「もちろんよぉ」

　他、下卑た言葉が続くが、それは聞き流し、文林は微笑んだ。婉えん然ぜん、という言葉が似合う表情だった。




　よろしい。

　一点の狂いもない馬鹿。叩たたきのめすのに不足はない。




　文林は、馬鹿には生きている価値はないと思っている。ちなみに、この場合の「馬鹿」は、「変態」と限りなく同義に近い。

　──烏う合ごうの衆。どうとでもなる。

　幼少の頃から、変態に絡まれ続けた文林である。相手がどの程度の技量の持ち主か、見ればわかるだけの目は備えている。そして大抵の相手をどうにかする手腕も。なにせ武科挙に合格し、あと数か月後には軍に入ることが確定している身だ。

　いっそ愉快な気分で、文林は拳こぶしを握った。数瞬後に、目の前にいる出っ歯の男が地に伏すことを、彼は疑っていなかった。くさくさした気持ちを解消するための道具が、自主的に目の前に現れてくれた。そのくらいの気持ちですらあった。




　しかし、

「はい、そこまでですよ！」

　──ごっ！

「ぐへっ!?」

　こういうかたちで地に伏すとは、まるで思っていなかった。




　突如上がった鈍い音、品のない悲鳴、自分のほうに倒れてくる出っ歯。

　なにが起こったのかはわからなかったが、出っ歯に寄りかかられるのはご免だったので、文林は驚きつつも体を横にずらしてかわす。よって出っ歯は、なんの障害もなく母なる大地との抱擁を果たした。

「大だい!?」だの、「兄貴ー！」だのと叫びながら、出っ歯に駆け寄るすきっ歯と八重歯を尻しり目めに、文林は足下で動く物体に目を留めた。

　ごろーん、ごろろーんと右に左に揺れる人頭大のそれは……。

「南瓜かぼちや……？」

　まさしくそのとおりであった。




　南瓜。

　秋の味覚の一つ。じっくり煮込めば甘くて美味。

　ただし生の状態であるならば、固い野菜の代表格であり、鈍器としての適性は他の野菜の追随を許さない。直撃すれば、人一人昏こん倒とうさせるのは容易たやすいだろう。下手をすれば息の根だって止められる。そんな便利な野菜である。




　だが南瓜は、空を飛ぶという点での適性を持たない。




　当然、誰かが投げて、出っ歯にぶつけたに決まっている。順当に考えれば、それは出っ歯が昏倒する直前に響いた声の持ち主だろう。

　文林は視線を巡らせ、路地の入り口に立つ人影を認めた。光を背にして立っているせいで、特徴はなにもわからないが、とりあえずこの人物が南瓜を投とう擲てきしたことに間違いはなさそうだ。なぜって、片腕になんだか丸いものを抱えているからだ。多分あれは、南瓜その二。

　文林と同様に、すきっ歯と八重歯も人影に気づいたようだった。うつぶせに転がる出っ歯を仰あお向むけにすると、二人は立ち上がって、路地の入り口へ向かう。文林のことはもはやすっかり頭から抜けているようだった。

　それでなにひとつ問題はない。ないはずなのだが……握った拳のやり場を思うと少しむなしい。

　文林は二人の背を追い掛けた。勢い、路地の入り口に近づいたため、立っている人間が先ほどよりよく見えた。

　女だ。

　日に焼けていることと、いささか髪が短いこと以外、とりたてて特徴はない。それよりも、脇に抱えた南瓜のほうがよほど印象的だ。

　無表情でこちらを見据える女に、すきっ歯と八重歯が詰め寄る。

「おうおう姉ちゃんよぅ」などと、まるで独創性のない台詞を吐きながら。

「俺たちの邪魔しやがって、いい度胸してやがんじゃねぇか」

「なにしやがるんだ、この……」

　女がぴくりと動いた。あ、投げる。

　と、思いきや。

「ほいっ……と」

　──どっ！

「ぐ」

　女は一気に距離を詰め、南瓜を八重歯の腹にめり込ませる。

「なっ……！」

　すきっ歯は驚きながらも、小刀を抜き女に斬りかかろうとする。女は慌てず騒がず、頭上に掲げた南瓜で刃物を受け止め、すきっ歯の股こ間かんを容赦なく蹴けり上げた。前のめりになったところで、小刀が刺さったままの南瓜が頭に炸さく裂れつ。すきっ歯は声もなく倒れた。

　──強い。

　文林はそう思った。女は、確実に戦闘方面でなんらかの訓練を受けている。南瓜で戦っていてもそれがわかる。正直言って、南瓜がなくても男たちに余裕で勝てただろう……なぜ南瓜で戦うのだ。

　女は全員を叩きのめすと、南瓜に刺さった刃物を抜いて投げ捨て、文林に向かってつかつかと歩みよった。文林は軽く身構える。だが女は、文林を軽やかに無視して、その横をすり抜けた。思わずその動きを目で追うと、女はさっき彼女自身が投擲した、出っ歯の横に転がる南瓜を拾い上げた。

　そろそろ覚かく醒せいしかけていたのか、出っ歯はかすかにうめいていた。女はその頭を蹴け飛ばして再び夢の世界へ送り込むと、両脇に南瓜を抱えて文林の前に立った。身長が文林と、ほとんど同じだった。

「怪我は？」

　微笑ほほえんだ女に問いかけられた文林は、案じられているにもかかわらず、なんだか無性に腹が立った。

　今の文林の立場は、唯々諾々と男たちに路地裏に引きずり込まれたあげく、自分と大して背丈の変わらない女に助けられたということになる。

　しかも、南瓜で。

　あえて馬鹿どもの懐に飛び込んで叩きのめそうとしたのだと主張したとしても、その事実は変わらない。文林の立つ瀬がないではないか。

　はっきりいって八つ当たりである。だがそれを自覚する余裕もなく、苛いら立だちがそのまま口をついて出た。

「余計なことを……」

　とげとげしい言葉をぶつけられた女は、一瞬また無表情になったあと、眉まゆを寄せた。それは不快感というより、困ったという感じであった。ふむ、というように首をかしげると、口を開いた。

「はい、これ」

　言葉と同時に差し出される右手……の南瓜。思わず受け取ると、ずしりと重い。女は、文林に南瓜を持たせると、

「しっかり持ってて」

　と言うやいなや、空いた手で文林の襟元を摑つかみ、一気に引き寄せる。同時に、女の顔も勢いよく近づく。当然顔と顔が接触するが、重なったのは唇……などではもちろんなかった。




　──どごっ！

　接触どころか、衝突という言葉のほうが正しい勢いで、おでことおでこがごっつんこである。




「……うぁ！」

　とてつもない衝撃に、目の前で光がばちばちと点滅した。文林はたまらず仰のけ反ったが、女がいまだ襟元を摑んでいるせいで後ろに倒れ込むことは免れた。

　出っ歯に南瓜が直撃したときよりも激しい音がしたにもかかわらず、あっぱれなことに文林は意識を失うことはなかった。のみならず、手にした南瓜を取り落とすこともなかった。もし落としていれば、文林は額だけではなく、足の甲にまで深刻な打撃を受けていたであろう。

　文林はくらくらする頭を叱しつ咤たして、女を睨にらみつけた。その憎らしいほど涼しげな顔からは、なんら痛つう痒ようを感じない。

「な、なにを……！」

　する、と言い切る前に、女は、真顔で答えた。

「ちょっとむしゃくしゃしてたのよ」

「は……？」

　一瞬、痛みさえも忘れた。女は、文林から手を離すと、すたすたと歩み去る。文林が呼び止めようとすると、それを感じ取ったわけでもないだろうが、ぴたりと立ち止まり、振り返った。

「いつもだったら気にしないんだけどね。そういう点ではごめんね」

　なにを言っているのか、さっぱりわからない。

　女は言い捨てると、今度こそ振り返らずに去っていった。文林は、それを呆ぼう然ぜんと見送った。女の姿が完全に見えなくなると、文林は視線を手に持つ南瓜にゆるゆると落とした。ふつふつと怒りがわいてくる。

　文林は手に力を込めた。

「あの女……！」

　ぎり、と爪が食い込む南瓜の皮には、幅の狭い穴が開いている。薄暗さに慣れた文林の目は、それをはっきりと捉とらえていた。




　──あの女、傷物になったほうを押しつけやがった！




　それどころではない怒りに後押しされ、文林は南瓜を力一杯投げた。

　倒れている誰かに直撃したが、それが出っ歯かすきっ歯か、それとも八重歯かなど、文林には心からどうでもいいことだった。







　以降文林は、その事件を忘れようと、積極的につとめていた。その甲か斐いあって、記憶はかなり朧おぼろになってきていた。

　しかし、それが一気に色鮮やかになったのは、南瓜の女──文林の上官として引き合わされた武官を目にしたからだ。

　そう、文林の初めての上官は、理不尽で理解に苦しむこと天災のごとき、あの南瓜の女に他ならなかった。

　腹が立つ。だがそれは、数か月前の頭突きに対するものではない。そこまで根に持つ性質ではないし、あとで冷静になってみれば文林にしても、八つ当たりじみた発言をしたのだから、一概に相手を責められないことはわかっている。

　しかし、しかしだ。

　関小玉という上官。その、明らかに初めて出会った者を見る目。

　──この女、忘れてやがる……!!

　もうこの時点から、文林の小玉に対する心証は最低値を記録していたのだ。むしろ三日で噴火というのは、よく保もったほうだともいえる。




　　　　※




　したがって当然のことだが、文林の小玉との日々は心安らかになるわけがなかった。

　もちろん、今日も。

　──只ただ今いま立腹中。

　という看板を首からかけていてもおかしくない雰囲気を、文林は発していた。いつもどおりである。

　しかし場所はいつもどおりではない。彼は今、廏きゆう舎しやの近くで一人佇たたずんでいる。理由もなくそんなことをしているわけではない。理由自体は別に不本意ではない。単なる業務上の待ちあわせである。




　だがその待ちあわせ相手が、なかなか現れない。

　しかもその相手は、あの小玉である。




　一人佇む文林を、通りすがる者たちが怪け訝げんそうに横目で見てくる。その視線もなにやら苛立たしくて、文林は腕組みをした。彼がそうしているとなぜかやけに偉そうに見える。そして最近の文林は、小玉の前でたいてい腕組みをしている……つまりいつも偉そう、というのが周囲の率直な感想だ。

　だが誰もそれを口に出そうとはしなかった。だから文林は自分がどう思われているか知らない。知ろうとも思わない。

　自分が人付き合いの上手な人間ではないということを、文林はよくわかっていたし、他者にもきっとそう思われているに違いないと思っていた。

　あえて確認するつもりも、改善するつもりもなかった。そうしたところで一体どんな利点があるというのか。文林にはそんなものは見いだせなかった。だからそれらは無駄なことである。そして文林は無駄なことはしない主義だった。

「文林」

　そんな文林に臆おくすることなく声をかけてくるのは、当然小玉である。文林は鋭すぎる眼まな差ざしを彼女に向けた。

「ずいぶんと早い到着ですね」

　最初から嫌みったらしくけんか腰の文林に対し、小玉の態度は穏やかというか、低姿勢だった。

「ごめんね、甲こうが調子悪かったから、乙おつを連れてきた」

　率直に謝ってくる小玉に、文林は肩すかしを食らったような気持ちになる。今日の彼女は売られたものを、無条件で買おうとはしないようであった。

「……珍しいですね」

「なにが？」

　小玉がきょとんとした顔になる。

「謝るのが」

　すると小玉は心外このうえないという表情で固まり、やがておそるおそるといったように言葉を発した。

「あのさ、文林はさ。全面的に自分が悪いときでも謝らない人間だって、あたしのこと考えてた……？」

「いえ、さすがにそこまでひどいとは思っておりませんが」

「そうね。で、この場合悪いのは誰？」

「全面的に校尉です」

「うん。だから謝るんだよ」

　明快に言われる。そして言われてみれば、確かにそのとおりであった。そして自分が少し失礼だったということも。

「……いつも乗っている馬は、『甲』という名だったのですね」

　文林は露骨に話題を変えた。特に追及する気はなかったらしい小玉は、馬の首のあたりを撫なでながら答えた。

「うん、で、この仔は『乙』」

「それは今伺いました」

　甲、乙というのは、順番や序列を表す漢字である。要するに、一、二……という名前をつけられているようなものだ。

　そしてもちろん、三、四……の順番に該当する漢字も存在する。純粋な興味で、文林は尋ねてみた。

「……『丙へい』や『丁てい』もいるのですか？」

「それはまだだね」

　そのうち名付けに使うんだな……と思いつつ、興味を持ったこと自体については欲求を満たされたので、そのことについてまでけんか腰になろうとは思わなかった。

「命名は校尉が？」

　小玉が頷うなずく。

「そう。元々は甥おいっ子の名前にしようかと思ったんだけど、さすがにいまいちだと思ってね」

「……甥？」

「実家の兄に名付けを頼まれたんだけど、あたしがそのころ自分の名前以外で書けた字が、最低限の数字以外『甲乙丙丁』しかなかったのよね。かといって、あたしと同じ名前をつけるわけにはいかないし。それで、もっとちゃんとした名前を、地元の人につけてもらうようにって断ったんだよね」

「…………」

　聞いた文林は驚きに目を軽く見開いた。それを見てとった小玉の顔が、むっとした表情になる。

「なにその顔。あたしだって、そういうところは配慮できます」

「あ、いえ、そのことではなく。校尉は他にも字はご存じだったと」

　文林の基準からみると、小玉はほとんど読み書きができない。

　今の時代、それは珍しいことではない。特に小玉は貧しい農村の出だという。識字率が限りなく低いであろう地で生まれ育った彼女が、文字をほとんど知らないのはむしろ当たり前のことだ。

　それは文林もよくわかっている。だが同時に、今の小玉は少なくとも五十字くらいは読み書きができるということも、わかっている。文林からしてみれば、五十字「だけ」ではあったが、かつての小玉がさらに低い水準だったのならば「だけ」とは言えない。

「ちょっと頑張ったから。ほとんど独学だけど」

　小玉が面はゆそうに笑った。

「それは……立派なことですね」

　率直な褒め言葉を口にする文林に、今度は小玉が驚いた顔を見せた。

「やっぱあんた、根は素直ね」

　若干失礼である……いつもどおりに。

「どういう意味ですか？」

　文林は、険のある声を出した。それに対して、小玉もまた眉まゆ根ねをつり上げる。

「なに人の言葉に、いちいちかりかりしてんのよ」

　いきなり険悪な雰囲気になったが、むしろ今までの様子のほうがこの二人にとっては異常だったのだ。なお、二人が同じ空間にいて穏便にすんだ時間の最長記録は、たった今のやりとりにより更新された。

「かりかりさせているのは、校尉ではないですか？」

「いや、言ったのはあたしだけじゃないからね。泰とかだってあんたのこと、公平で素直だって褒めてたからね。あとあんたの中で『素直』がどういう意味かは知らないけど、あたしたちのは褒め言葉だからね！」

　小玉の言葉に、文林は虚を衝つかれた。彼が黙っている間に、小玉は「人がせっかく褒めたのに」と呟つぶやいて、馬をひいて歩き始めた……が、ふと止まって、文林のほうを向いた。数瞬前の苛いら立だちを完全に消し去った声で話し始める。

「そうだ文林。三日前の……」

「あ、はい。新兵の訓練日程のことに関しては、もう手配しております」

　文林は条件反射で答えた。

「仕事早いわね、お疲れさま……じゃあ行くわよ！」

　ねぎらいの直後に、「じゃあ行くわよ」で、がらりと怒りを取り戻した声をあげ、小玉は再びそっぽを向いて歩き始めた。驚きの切りかえの早さである。

　思うところはあるものの、文林もそのあとについていく。元々彼女と出かける予定だったので。

　小玉の背を見ながら、文林は彼女に対する見方がやや変わったのを感じていた。そして、自分の彼女に対する態度を、初めてほんの少し反省していた。

　あと、切りかえが早すぎて若干情緒不安定なのでは……という、小玉に対する疑いもやや。

　そんな文林は、先を行く彼女が文林に対して同様のことを感じているのを知るよしもない。







　ところで後年の話であるが、小玉は「丙」という漢字を、諸事情あって命名が保留されていた自分の甥の名前に使うこととなる。考えようによっては、予定どおりになったといえる。

　この甥を文林は実子より可愛がるのだが、彼の命名については、「早い段階で、適当な仔こ馬うまをあてがって、『丙』を使わせておけばよかった」などと考え、終生地味に悔やむこととなる。というより、この件で妙に罪悪感を抱いたため、よけいに彼を可愛がったという面もある。

　もっとも絶対に文林のせいではないし、仮に適当な仔馬をあてがって「丙」という名を使わせたところで、「丁」という名が採用されただけであるのだが。

　ちなみに関丙自身は、命名の由来については全然気にしなかった。叔お母ばとよく似ていることが、この件からうかがえるというものである。







　しばらく歩くと、開けた場所に到着した。馬球場である。

　さすがに軍で設けられているだけあって、ずいぶん広い場所をとっている。そう思いながら文林は、彼なりに興味深く見わたした。

　小玉はのんびりとした声をあげる。

「うーん、今日は土つち埃ぼこりすごいなあ」

「最近雨が降っていませんでしたしね」




　馬術の訓練の一環として、軍では馬球がよく行われる。しかし文林はこの経験がなかった。ただし馬に乗れないというわけではない。武術の訓練の中で、乗馬についても学んだ。だがそれはあくまで家庭教師に教わったものであり、要するに一対一での訓練しか経験がないのだ。

　それを聞いた小玉は、先日こんな話を持ちかけてきたのだ。

「武器とかはそれでもいいけど、戦場は集団で動くから、馬術についてはせめて馬球の経験しておこうよ」

　発言に理があると思った文林も、これについてはすんなり頷いた。こういうところで無意味に反発しないあたりが、周囲にほんのりとあたたかい感情を抱かせるのであるが、彼がそれを知るのはもう少し先のことである。

　とはいえさすがにいきなり実践というのはいかがなものかということで、今日は小玉が試合するのを見学することになっていた。それで文林は、小玉を待っていたのである。そして思いっきり待たされていたのである。




「えっと、あたし説明下手だけど、馬球はこれで、これを打って、相手側のあれの中に入れるの」

「…………」

　謙けん遜そんなどではなく、本当に下手だった。文林はいっそ感心した。

　だが言っていること自体は正しいんだろうなということはわかったので、文林は黙って頷いた。今日の彼は小玉に対して、いくぶんか心が広かった。




　なお、小玉の言う「これ」その一は馬球用の杖つえで、「これ」その二は球で、「あれ」は相手側の門である。




「じゃあ見てて」

　そう言うと小玉はひらりと馬にまたがり、中央に向かって駆けていった。そこには今日の馬球の面々がすでに揃っている。完全に遅刻である。

　元々説明が下手であるうえに、そういう事情もあってやたらと簡易な物言いだったんだろうなということも、文林は予想がついていた。それもあって、なにも言わなかったのである。

　小玉は、遅れたことに対して文句を言われているようだった。だが特に険悪な雰囲気にはならず、ほどなくして試合が始まった。文林は隅に座り込んで、様子を見守る。

　やはり見知っている相手には目がいくものだ。文林はなんとなく小玉を目で追うかたちで、試合運びを見守った。




　ふと、文林は背後に人の気配を感じた。相手が隠そうともしていないおかげで丸わかりなそれは、泰のものだった。文官であるため、隠そうともしていないというより、隠す技術を持っていないといったほうが正しいか。

「…………」

　振り向いて相手の姿を認めたのはいいが、かける言葉が見当たらなくて文林は黙り込む。他の同僚に比べて中身も見た目も穏やかな彼は、よくも悪くも文林にとって印象の薄い人間だった。職掌も文林と近い。だから無難に言葉を交わすことができる相手ではあった……今日以外は。

　先ほど小玉との話題に出てきただけに、彼になにを話せばいいのか、今日の文林は無難な言葉が見当たらなかった。

　そんな文林に対し、泰は不快そうなそぶりを見せなかった。のんびり笑って、彼のほうから声をかけてくる。

「やあ、始まってますね。小玉は、上手ですか？」




　なぜ、疑問形なのだろう。




　ふつうそこは「上手でしょう」などと、同意を求める言い方をするものではないのか……そう思いながらも、文林は聞かれたことに率直に返す。

「おそらく」

　確定ではない。文林は馬球を本格的に見学するのは初めてだ。だから彼女の技術がどれくらいのものなのか、正確に見定められる自信はない。

　だが馬を御する技術に関しては、巧みであるという評価を下すことができる。いつも乗っているのとは違う馬であることも加味すれば、自分よりは確実に上だろう。

「やっぱり上手なんですねえ」

　泰はしみじみと頷うなずきながら、自身も腰を下ろす。隣に座られてしまったが、それを文林に気にさせない自然な動きだった。

「皆さん小玉が上手だって言うんですよね。私には何度見てもわからないんですけど、そんなものなんですね」

「……なぜ、軍属に？」

　小玉とそれなりに長い付きあいだというのが疑わしい物言いに、文林は思わず問いを発した。答えにくいであろうことを言ってしまった……と悔いるより早く、泰は反応しにくい答えを返してくる。

「私ですか？　上官の不正の誘いに乗らなかったら、飛ばされて、たまたま小玉の下につくことになりました」

「……それは」

　内心困った文林に、泰は手をぱたぱたと振る。

「あ、あんまり気にしないでください。上司の不正についてどこにも報告せずに異動したので、私自身いまいちいい人じゃないですよ」

「…………」

　文林はもう、なにも言えなかった。泰はのほほんとした笑みを顔に浮かべながら、言葉を続ける。

「結果的にはよかったんですけどね。元上司は自滅しましたし、現状には満足してるんですよ。小玉は不正とかしない人なので」

「それはまあ、確かに」

　少なくとも、泰の元上司のようなことはしないだろう。それは付きあいの浅い文林ですら断言できる。

「ただ抜けてる人なのでね、うっかり大事をしでかしそうなのは心配です」

「……まあ」

　それも、断言できる。実際にしでかすかどうかは別として、その姿が容易に想像できてしまう。

「ですから目端の利く人間がね、周囲でよく見てあげる必要があるんですよ。でも私ですと、よく見てもわからないところがあるんですよね、これみたいに」

「これ」と言いながら、泰は目の前の光景を示す。終始相手に振り回されっぱなしだった文林も、さすがに察するところがあった。




　おそらく彼は、その役目を文林に任せたいということをほのめかしに来たのだろう……そう思ったところで、

「要するに、あなたに頑張ってほしいということです」

　ほのめかすどころか、明言されてしまった。

「…………」

　文林は再び言葉を失う。そんな彼を一いち瞥べつして、泰はこれ以上話を突き詰めようとはしなかった。

「まあ、考えておいてください。私はすごく期待してます」

　あっさりと話を終わらせ、再び馬球の観戦に意識を戻す。

「やっぱりうまいんですかねえ、私にはわからない世界だなあ」

　首をひねりながら、熱心に見ている。正直混乱しながらも、文林は泰の様子から感じることがあった。




　今のところは、泰と同様に自分にもわからない世界だ。

　だが自分は、その世界に足を踏み込むことができる。そしてわからないままでいることが、とても嫌だ。




　それは馬球についてのことではないと、文林はなんとなく察していた。それは文林の胸に、なんともいえないもやもやを招いた。




　　　　※




　翌日の文林は、もやもやした気持ちを抱えながらも、表面上は落ち着き払って筆を動かしていた。だが、そんな状態で集中が続くはずがない。

「あっ」

　という声を発するよりも早く、筆からしたたった墨が紙を汚した。

　これから提出する報告書だ。

　文林は我知らず舌打ちをした。どうしようかと数瞬考え……先日の小玉の言葉を思い出した。




　──ええ？　いいのよそんなもん、多少汚れてても。

　一瞬で迷いが消えた文林は、書き直すことに決めた。




　一つため息をつき、文林は失敗した紙を適当に丸めた。それを机の端に置いて、新しい紙を求めて立とうとする。

「ほら」

　急に目の前に白いものがひらめき、文林の目を驚かす。新しい紙を、同僚が差し出していた。

「……ど、うも」

　言葉が不自然に区切れたのは、驚きがまだ持続しているからではない。文林にとって、相手はちょっと苦手な存在だったからだ。

　綺き麗れいに施された化粧、簡素だがよく似合った髪形。中々の美女に見えるが、その身長は中背の文林よりも高い……そう、相手は女装した男である。

　それだけでもちょっと腰が引けるのだが、

「ああ、いいよ。気にすんな」

　中身や声が男のままというのが、なによりも問題である。

　一体なんのための女装だというのか。苦手な相手でなければ、直接問いつめているところだ。




　そして、

「気にしなくていいわよ。復卿は外見が女ってだけだから」

　それを「だけ」ですませる上官・小玉はさらに問題だと文林は思っている。

「彼女はね、裸で出勤しなければなんでもいいと考えているんだと思うよ」

　そんな彼女を同僚の明慧は笑っているのだが、笑いごとではないと思う。




　その明慧も見た目の上では、復卿と逆の方向性に衝撃的な人物だ。小玉の腰回りくらいはある腕といい、筋骨隆々とした肉体といい、武威衛最強と言われているのが、見た目だけで納得できる人物だ。こちらは復卿と違い、言われるまで……言われても女性とは信じられなかった。

　なんでも剣術道場の末娘なのだとか。息子に恵まれなかった父親が明慧を鍛え上げたところ、想像以上に素質がありすぎたせいか、今の見目に成長したのだという。

「おかげで嫁の貰もらい手がなくてね」

　はっはっはっと豪快に笑う明慧は、それが理由で軍に入ったらしい。

　大体、この時代に女性で軍に入っている者というのは、なにかしらの問題のせいで嫁に行けなかった者が多い。だから、結婚相手を見つけたらさっさと退役することが、暗黙の了解となっている。

　多分、明慧は一生軍人だろうなと文林は思うが、口にはしない。それは文林にも多少なりとも協調性がある証あかしであろう。

　おそらく彼女が嫁がないのは、軍にとっては喜ばしい事態だろう。付きあいは浅くとも、明慧は文林にとって、有能で尊敬できる武官だった。身近にいまいち尊敬できない女性武官がいるせいで、余計にそう思うのかもしれないが……要するに小玉である。

　彼女こそ結婚して退役すればいいのにと文林は思った。凡庸ではあるがまずい顔をしているわけではないのだから、男の一人や二人くらいすぐ見つかるはずだ。そうしたら……いや。

　文林は思い直した。あんな女を外に放つのは迷惑だし、一人の男に面倒を見させるのはあまりにも不ふ憫びんすぎる。もちろん男のほうが。

　やはり、彼女は軍で囲い込んで面倒を見るほうが、世のため人のためというものだ。本人もそれでいいのであれば、現状に特に問題はないのだろう。







　書き直した報告書を、文林は小玉のところに持っていく。けんか腰にではなく、穏やかに紙を差し出した。

「午前中に言われた報告書です」

「ありがとう。読んで」

　文林が差し出した文書を一瞥すると、小玉はすぐさまそれを文林に差し戻した。今に始まったことではないが、べつにそれは嫌がらせではない。

　過去に比べれば字を知っているとはいえ、それでも五十字では公文書を読むにはあまりにも少ない。効率を優先すれば、読める人間に読み上げさせたほうがいいに決まっている。

　だからこれは、彼女が怠惰であるとかいう問題ではない。今の文林は、そう思えるようになっていた。

　小玉は目を伏せて、文林の声に耳を傾けている。まさか寝てないだろうな、と文林は思った。それなりに見直しかけてはいるものの、小玉の勤務態度に対する彼の信頼は、前述したとおり底辺近くをさまよっている。

　文林はわざと読み上げを中断して、口を閉ざしてみた。すると小玉が、ぱっと顔をあげた。

「どうしたの？」

「いえ」

　いちおうは聞いていたらしい。いささか大人げないことをしてしまったと、内心反省しつつ文林は読み上げを再開した。

　小玉の対応は素早い。まるで、なにも考えていないかのようだ。

「ん、わかった。よくできてると思う。貸して」

　特に内容を検討する様子もなく署名する彼女に、ここは苦々しさを覚える。彼女が押印しようとしたところで、文林はそれを止めた。

　もう少し考えたらどうか。苦言を呈する文林に、小玉は「わかってないわね」とでもいうような態度で言った。思いもよらぬ言葉を。

「昨日も似たようなこと言ったけど、信用はしてるの、あんたの仕事ぶり」

　言葉を失った文林をよそに、ぽすん、と押される印。

「あ、まずい。ちょっとずれた」

　そして小玉のぽつん、とした呟つぶやき。

　その言葉で我に返った。

「……って、なんてことを！」

　慌てて書類を取り上げる。見れば、小玉の言葉は噓だということがわかる。




　ちょっとではなく、かなり。




「枠、なんで枠使わなかったんですか！」

　さすがに怒鳴る文林に、小玉は素直に謝る。

「いやあ、ごめん。これはごめん」

　書き直し決定という事実に、頭を抱える文林は、小玉の衝撃的な発言をすっかり忘れていた。

「……あ、ちょっと厠かわや行ってきまーす」

「戻ってきたら、すぐ印を押し直してください！　即刻作り直すので！　あと中座の際は、もう少し遠回しな言い方で！」

「あ、はーい」

「お父さんかよ」

　復卿の突っ込みは、すごく的確だった。







　小玉は文林が報告書を書き直しても、まだ戻ってこなかった。文林は部屋の入り口を、ちらりと見やる。

「遅いなあ」

　まるで彼の心を読んだかのように、復卿が言う。文林は黙って頷うなずき、やれやれと首を振り、手元の書面に目を戻そうとして、

「復卿」

　戻ってきた小玉の声で、再び顔をあげた。

　彼女は今まで見たことがないくらい、硬い顔をしていた。

「なに？　腹具合でも悪いんすか」

「そっちはここ一月絶好調。王将軍に呼びつけられた。全員連れてきて」

「了解です」

　色々と言葉が足りないくせに、自分の腹具合については無駄に詳しい。そんな小玉の発言だったが、復卿は彼女の言葉が終わるやいなや立ち上がると、足早かつ大おお股またで部屋を出ていった。

　それを見送る間も惜しいというように、小玉は顔をしかめつつ文林のほうに向きなおった。

「文林、書類書き終わった？　急いで印押すわ」

「……はい」

　その言いようにややかちんときはしたが、それでいちゃもんをつけるほど文林は馬鹿ではない。

　おそらく、なにかあったのだ。言い捨てた小玉は自分の席に着くと、さっさと押印した。こんどは曲がりもせず、美しい印影が紙面に残った。

　それを文林に渡すと、小玉は腕と脚を組み、目を閉じて黙考し始めた。眉み間けんには軽く皺しわがよっていた。







　全員が集まったのは、ほどなくのことだった。

　小玉は目を開いて立つと、端的に言った。

「皆さん、来月、出征が決まりました」

　驚いて言葉を失う文林以外の人間から、口々に声があがる。

「またか！」

「この時期にそれ！」

「しかも、準備期間みじかいっすね！」

「そうか、来月って……来月ですもんね！」

　復卿の言葉に、泰がすごく当たり前なことを、新発見というように口にする。どう聞いてもおかしいが、聞いている文林も泰の気持ちはわかった。「今月」が始まって、もうだいぶ経っている。

　一同の反応は、お世辞にも芳しいものとは言えなかった。それもそうだろう。

「今年、ここ新兵が多いのに……」

「しかも入ったばかり」

　復卿がぼやくと、明慧が吐き捨てるように続けた。

　戦争の際に出兵する軍隊というのは、実は混成部隊である。一つの軍を丸ごと動員すると、普段その軍が司っている職分が果たせなくなるからだ。

　したがって、各軍の将官の中から適任と思われる者を、征討大将軍という臨時の役職に任命して指揮官とし、その指揮官が各軍から部隊を動員し、それらを率いて出征することとなる。




　そして小玉率いる部隊は、今回見事に徴発されたのである。




　泰は眉間に皺を寄せて、小玉に問いかける。

「なんでよりによってうちの部隊なのでしょう。他に、全体の練度が高いところはあるでしょうに」

　そう、泰の言うとおり、他に適任の隊はあった。文林もそれを不思議に思ったが、小玉の返答はあっさりしたものだった。肩をすくめて、

「さあ？」

　この一言である。いくらなんでもそれはないだろうと文林は思ったが、抗議することはできなかった。小玉は表情を引き締めて、全員の顔に目を走らせた。

　いつもの太平楽な雰囲気をまるで感じさせない態度に、文林は気け圧おされた。

「決まったもんは仕方ない。それより時間がない……泰」

「はい」

「手はず整えといて。糧食と武器その他の申請は、いつもどおりに。精せいも手伝わせてね」

「はい」

　そして彼女は、文林のほうを見た。

「いい機会だから、文林。泰と一緒に仕事して。今後あんたにもやってもらうことだから、覚えてほしい」

「わかりました」

　文林はすっとあごを引いた。それを見るや否や、小玉は明慧のほうを向いた。

「新人さんの調子はどう？」

　言葉づかいはけっこう軽いが、声は重々しい。

「かなり……」

「あれなんだねー」

「あれだねー」

　そして二人してため息をつく。文林にも「あれ」の意味がよくわかった。

「訓練予定をね、編成し直して。この際、明慧、あんたが直接訓練して。血尿出る勢いでやっちゃってください」

「わかった」

「それでね、この日と、この日、場所取ってきたから演習しよう。そのつもりで予定組んで」

　はいこれ演習場使用の許可。小玉は明慧に懐から出した紙を手渡した。明慧はそれをまじまじと見て、

「頑張ったね」

「王将軍からぶんどってきた」

「どんな弱み握ってるんですかあんた」

　小玉は話に割り込んできた復卿のほうを向いた。

「明慧が練兵にかかり切りになる分、他の仕事滞ると思うけど、そのぶんは復卿、あんたにしてもらうから。全部」

「……えー、やだ」

　不満というにはあまりにも率直な物言いの復卿に、小玉はにっと笑った。

「駄目。あんた今回は、かなり仕事してもらうわよー」

「……はいはい」

　復卿は苦笑いの表情になった。

　小玉はさらに矢継ぎ早に指示を下すと、最後にもう一度文林のほうに向き直った。苦笑いの表情だった。

「馬球より先に、実地の演習やってもらうことになっちゃったわね」

「そうですね」

　結果的に、昨日の時間は無駄になったことになる。だが小玉は無意味に謝罪の言葉を発しなかった。文林もそれでいいと思った。確かに彼女の命令で失った時間ではあったが、だからといって彼女が謝るべきことではない。

　小玉は一つため息をつくと、気を取り直したように言った。

「じゃあ、あたしこれから来月に向けての軍議あるから。あとはよろしく」

　そして半ば小走りに部屋を出ていった。

　一同はそれを見送り、

「さて、始めますか」

　という泰の一言で一斉に散った。

　やることは山のようにあり、時間は少なかった。




　　　　※




　戦までの日々を忙しく過ごすある日、小玉は廊下で立ち止まっていた。そしてぼんやりと、自分の部下について思考をさまよわせた。




　──甘えているな、あたし。




　誰に、といえば旧来の部下たちに。

　周囲が楽しそうに見ているのをいいことに、文林との関係をいいほうに持っていこうとはしない自分は、駄目な上官だろうと小玉は思っていた。

　でも、べつに文林が嫌いというわけではない。

　彼の優秀さはすごいと思うし、おかげで仕事が楽になったのは嬉うれしいと思う。文林と言い合っているのが楽しいときもある……二十五回中二回くらいは。

　ただひたすらにそりがあわないのだ。その一言に尽きる。




　──早いとこ出世してくれないかなあ。




　そうすれば文林は小玉の下から外れる。それが、両者にとってもっとも幸せな結末だ。

　幸い、彼は出世株だ。こっちも頑張って後押ししてやるべきだ。小玉はそう思っていた。そう、けっして嫌いなわけではないのだ。




　だから……彼が手元から離れるまでは、守ってやらなくてはならないのだ。

　そう、思っている。




　自分はどうやら、部下が出世してもあまり気にならない人間らしい。まるで他人に対するように、小玉は自分について評価を下していた。

　階級が上がって、昨日まで親しく話していた人間に急に冷淡にされたり、昨日まで邪険だった人間にすり寄られたり……小玉はそういう経験を腐るほどしてきた。




　そう……軍議のあとに呼び止めて、今目の前で自分に嫌みを言っている現在の同輩なんかが、その好例である。




　彼は以前、自分の上官だった。とても面倒見も、気持ちもよい人間だった。

　それがまあ、小玉がどんどん出世したら、こうである。

「……しかしこれは、貴官のような者にはわからんだろうがね」

「はあ」

　小玉は間の抜けた声で返事をした。馬鹿にされたと思ったのか、相手はふんと鼻を鳴らすと、小玉を睨にらみつけて去っていった。べつに馬鹿にしていないが、他にどう返事せよというのだろう。

「なるほどー」だろうか。「そーですか」だろうか。あいにく、どうでもいいことに対して返事をひねることができるほど、小玉の頭の容量は大きくない。たった今終えたばかりの打ち合わせの内容を定着させるため、ただでさえ頭を働かせているというのに。

　それどころか、「今超絶忙しいんであとにしてほしいんですけど」とか言わないだけ優しいと思ってほしいくらいだ。廊下に漫然と突っ立っていたこの時間で、どれだけのことができただろうかと思えば腹が立つので、なるべく考えないようにする。

　しかし相手自体には、多少の落胆以外の感情を覚えない。自身の元部下にどんどん出世されて、今にも追い越されそうになっていることは、そんなに焦るようなことなのだろうか。そう思いはするが。

　べつに寛大さを気取っているわけではない。最初は悲しかったし悔しかった。だが、あるときふと思ったのだ。仮に自分に階級を抜かされて喜ぶ人間がいたら、自分はどう思うだろうかと。







　例えばこんな感じである。

「いやあ、これで仕事楽になるよ。いや、楽になりますね。あ、これとこれとこれの仕事のやり方はこんな感じです。頑張ってくださいね」

　わーいわーいと出ていく後ろ姿は、想像しただけでも、嫌みを言われるより腹が立った。というか、王将軍あたりがすごくやりそうで困る。







　そういうわけで、小玉は嫌みを適当に聞き流せるようになった。大人になるってこういうことだと思う。

「関校尉」

　呼びかけられ、振り向く。嫌み第二弾かと思ったが、

「っと、簫しよう校尉」

　別の意味で面倒くさい相手だった。その相手がちっちっと立てた人差し指を横に振る。気き障ざな仕草だ。

「今のはいけないよ。関校尉」

「なにが？」

「そこは、唇を嚙かみしめて屈辱に耐える振りでもすれば、相手の溜りゆう飲いんが下がるところなのに」

　小玉は軽く笑った。

「そこまでするほど、付きあいよくないんで」

「まあ、私もそうだけど」

　ははっと相手……簫自じ実じつもさわやかに笑う。顔立ちは美男子とは言い難いが、普段から身にまとうさわやかさによって三割増くらい男前に見える得な人間だ。

　しかも、軍関係ではかなりの名門の出。あと、小玉と同年代の、いわゆる適齢期。下世話な言い方をすれば「好物件」である。




　人さまの旦だん那なでなければの話であるが。




　とはいえ仮に既婚者でなかったとしても、小玉は自実に対して色目を使おうなどとは思わなかっただろう。恋愛については、色々な目にあっている。もういい加減懲りるべきだ。それに、自実の性格もいまいちなことだし。

「でも、関校尉には人間関係についても気をつけてほしいな。だって、自分の上官になる人物にはうまく立ち回ってほしいだろう？」

「そーですか」

　小玉は適当に相づちをうつ。また始まったよと思いながら。

　一応述べておくが、小玉は自実の上官ではない。逆の立場だったことはあるが、現時点では同輩である。それなのになぜ上官云うん々ぬんという言葉が出るのかというと、自実曰いわく、「楽をしたいから」だそうな。

　自実はいわゆる名門の出だが、本人は軍人になりたくなかったらしい。死ぬのは嫌だからという、ある意味まっとうな理由からだ。しかし、父親は許さなかった。軍に入らなければ殺すと言われ、自実は渋々軍人になったのだという。なんとも激しい親子関係である。現在も渋々軍人をやっていることを隠そうともしない。それなのにけっこう優秀だったりする。

　小玉と同年代で名門出身なのに同じ地位というと出世が遅いように思えるかもしれないが、それは単に小玉が異例すぎるだけだ。自実は、一般的に見ればそうとうな出世株なのだ。おかげで、彼もまた上の連中に嫌われていたりする。

　まあ、小玉よりましだが……というか、小玉が憎しみを一身に受けるようになったおかげで、こっちはだいぶ楽になったよあははとか言ってくる。言われるたびに、なんだかいらっとする。

　そんな死にたがらなさ屋（という表現があっていいのかどうかは知らん）だが、自実は下の者にはけっこう人気があった。

　自実は死にたくない死にたくないと常に言っているが、誰かを盾にして生き延びるとか、部下を置き去りにして逃げるというような真似は絶対にしない。

　それはべつに、いつもの発言が偽悪的なものだからというわけではない。単に、そんなことをする輩やからは、長い目で見れば必ず死ぬからしないだけだという。

　だが、口当たりのいいことを言いながら、いざというときに逃げ出すような人間よりはるかにましだ。それに彼は、死にたくないから的確な指揮をするし、死にたくないから軍の秩序を守る。理由も行動も明快なところが、妙に安心できた。

　おかげで彼の下は大変居心地がよかった……と、経験者である小玉は思っている。正直すぎるところも好感が持てた。だが、あの発言はいかがなものかと、今でも思う。







「私はね、死にたくないから軍人になったし、軍人として死にたくもない。で、死なないためには、優秀な上官の下につくのが一番だ。楽もできるし」







　というわけで、頑張って出世して。将来君の配下になるから。そう言われて肩を叩たたかれたのはいつのことだったか。一、二年くらい前の出征の際に、たまたま彼の下で戦ったときのことだったように思う。

　当時はあははそうしますよーとか冗談交じりに返していたが、最近、本当にそうなりそうで怖い。小玉の階級が上になった場合、彼は絶対に自分の部下になろうとするはずだ。「やりそう」程度で留とどまっている王将軍よりたちが悪い。







　　　　※




　二人のやりとりを見て、驚いている者がいた。

　文林である。




　──なんだあれは。




　しばし呆ぼう然ぜんと立ち尽くすと、小玉がこちらを見た。そして相手の男と二、三言葉を交わしてからこちらへと向かってきた。

「いやー、通りがかってくれてありがとう。あの人に捕まると話長くて……まあ、知ってる人で、話短い人、一人しかいないんだけど」

　階級上がると話長くなるもんなのかなあ、あたしも気をつけないとね、などと呟つぶやいている。

「あ、いえその……」

　動揺さめやらぬ文林は、曖あい昧まいに答えた。

「ああ、今の彼はね……」

　そんな彼を見て、小玉は今話していた相手のことに驚いているのかと感じたようだった。その説明に入る前に、文林は口を開く。

「簫校尉……ですね」

　なにせ、相手のことについては知っていたものだから。

「なんだ、知ってたの？」

　今度は小玉が驚いた顔をする。自実と自分たちは所属する衛自体が違う。だから知っているとは思わなかったのだろう。衛の違いというのはけっこう大きいものであるし、自実もそこまで名の知れている人間ではない。

　だが文林は、士官、将官の顔と名前は一とおり把握していた。

　そして、小玉が自実の下で短期間働いていたことも知っている。だから二人が会話していたことに関しては、意外性のかけらも感じていない。

　文林が高位の武官についてはだいたい知っていると告げると、小玉は珍しく心底感心した顔をする。

「そりゃすごい」

「大したことでは……」

　いささか面食らった文林も珍しく謙けん遜そんした。

「いや、大したことだよ。味方の死体確認のときにすごく役立つもの」

　だが、感心の内容はとても微妙なものだった。そう来たか。いや、大事なことなのはわかる。

「…………」

　とはいえ、それは紛れもない褒め言葉だった。

　そして文林は自分自身に戸惑っていた。微妙すぎる評価に、微妙な気持ちになってもおかしくないというのに、自分はそうなっていない。




　むしろ、少し喜んでいる自分がいる。




　なぜなのか……考えて、ふと気づいた。自分は今初めて彼女から、具体的な事柄を褒められた。

　──まさかな。

　それが理由なわけがないと、文林は自分に言い聞かせる。その文林の前で小玉は、なにかを思い出したのかどこか暗い顔をして、耳にかかるかどうかというくらいの短い髪をかき上げる。




　そう、文林を驚かせたその短い髪。




　昨日まではこんな長さではなかった。小玉の髪は元々短めだったが、今日の髪の長さは「短め」などという生やさしい代物ではない。男だってここまで短くないだろう。最初、小玉とは思わずどこかの従卒の少年かと思ったくらいだ。

　なぜいきなり髪を切ったのか。理由を聞きたかったが、質問する時機を逸した。それに、女が髪を切るなど、相当の理由があってのことに決まっている。

　それを聞いていいものかどうかためらわれた。文林は、もやもやした気持ちを抱えたまま、小玉と肩を並べて歩いた。




　だが、周囲の反応にさすがに口を開かざるをえなかった。




「お、切りましたね髪」

「うん」

　事もなげに指摘する泰。復卿も笑いながら言う。

「いやあ、あんたが髪切ると、ああもう戦の時期なんだなあって感じしますね」

　まるっきり風物詩扱いである。

　文林はおそるおそる尋ねた。

「……いつも、戦の前は？」

「うん、切るよ」

　尋ねる文林に、小玉はさらりと答えた。

「……願掛け、を？」

「えっ、あんたあたしにそんな可愛げ見いだしてたの」

「いえ、全然」

「だよね」

　じゃあなぜ。そう聞こうとしたが、

「あ、小玉。悪いけど明日の件で書類……」

　明慧が横から口を挟んできたために、それはかなわなかった。

「はいはいなに？　印押すよー」

　小玉は文林からあっさり意識をそらし、明慧に向きあう。優先順位を考えると、小玉の態度はとても正しい。しかしだからといって、浮かんだ疑問が消えるわけではない。

　答えを求めてちらりと復卿に目をやると、意を汲くんだ彼は肩をすくめて言った。

「楽だから、だとよ」

「はあ？　なにが？」

「いや、髪短いと」

　甲かぶとをかぶっているときに蒸れにくいし、血をかぶっても流すのが楽だし、しらみの対策も楽だし……。

「そんな感じらしい」

　文林は目をむいて叫んだ。

「そんなことで!?」

　この時代、女の断髪はよほどのことがない限りありえないものとされている。文林には小玉の言い分が、よほどのこととはとても思えなかった。

「いや、それについては俺もそう思うんだけどなー」

　復卿も苦笑いしている。

「そもそも最初に髪を切ろうと思い立ったのは、なぜ……」

「いや、初めて戦に行ったとき、たまたま髪短かったらしくて。それであまりの楽さに以後ずっと戦の度に髪切ってるんだと」

「最初は驚きましたが、なに、そのうち慣れますとも」

　泰がはっはと笑う。




　ちなみに、小玉の言い分は「どうせ生きてたらまた伸びるし、死んだら髪の長さなんて関係ないし」である。




　　　　※




　鬨ときの声が響く。

　ついに迎えた文林の初陣の日──ではない。演習の日である。

　ただ文林にしてみれば演習も初めてなので、これはこれで大事である。

「文林、突出しない！　そこから崩されるから！」

　明慧から発せられた一喝に、文林は慌てて手綱を引いて馬を後退させようとし……たが、間にあわなかった。

　馬から突きおとされ、地面に転がる。落ちる、と思った瞬間に体が受け身のために動く。そういう動作が以前よりも格段に上達した点は進歩である。しかしそもそも落ちないようにならなければと思うと、焦燥感が胸をよぎる。

　そんな文林に対する、明慧からの評価は、

「お前さん、協調して動くの苦手だよなあ……」

　というものである。そのとおりなのでぐうの音も出ない。

　しかし文林の技量自体が低いわけではない。これまで個人戦の訓練しかしたことがなかったし、武科挙だって個人の能力を見るものだったから、なんの問題もなかった。それがいきなり集団での動きに切りかわってしまったので、体がついていかないのだ。

　しかしそれは文林だけの問題ではない。たいていの新人は集団戦はおろか、個人戦の経験もないのだから、他の人間もころころ転ばされているし、その中では文林は抜群にできる人材である。

　問題は文林が、そんじょそこらの兵卒ではないということである。

　武科挙に及第した文林は、最初からそこそこの地位に就いており、戦場でもそこそこの責任を担うことになる。だからそこらへんで、ころころ転がされつづけるわけにはいかないのだ。

　そんな自分自身に忸じく怩じたる思いはある。そして同時に、あの日結局経験できなかった馬球のことを考えるのだ。今回のほとんど突発的に迎えることになってしまった戦がなければ、文林は何回かは馬球を経験できていただろう。そして集団での動きについて、少なくとも今よりはましな状態になっていたはずだ。

　できなかったことを惜しむつもりはない。そんな暇があったらその「まし」な状態になるよう、注力するべきだ。

　そうでなくてはならない……いや、それ以上を求めねば。

　文林は自分を突きおとした相手──息ひとつ乱していない小玉を見やる。

　なんて無様なんだろうと思う。




　自分が。

　彼女に比べて。




　文林は、彼女のことを軽んじている部分がある。無意識ではない。きちんと自覚していた。

　彼女の「校尉という立場」には丁重に接しているが、関小玉という人間は嫌い……いや、今は好きではないというほうが正しいだろうか。

　この微妙な感じは、自分でもうまく説明ができない。ともあれ、文林は「関校尉」について立場と人物を分けて考えていた。

　だが、今自分を軽々と引き倒し、大勢の人物を指揮している姿を見ると、それら二つは不可分なものであるということがわかる。

　それを認めたくない気持ちはある。

　悔しいのだ。自分のふがいなさと、見る目のなさを自覚して。

　こんなことは初めてだった。

　ずっと優秀で鳴らしてきた自覚があるため、ここまではっきりと彼我の差を感じたことはない。もちろん自分の師との間には感じたことはあるが、多少年上とはいえ同年代の人間相手には初めてだった。




　自分は思いのほか未熟なのか。

　それとも小玉が思いのほか優秀なのか。




　前者であってほしくはない。もしそうならば、自分はこの先望む立場を手に入れるどころか、生きのびることすら難しいから。

　だからといって楽観に走るような人間であっても、やはり生きのびることはできないから、後者であると安易に断定することもできなかった。

　これからを生きのびるために、自分はどういう立場で臨むべきか。その立場を捉とらえるために、小玉という人間をどう位置づけるか……要するに文林は小玉という人間を軸に、とまどっていた。言い換えれば、価値観の転換期に立っていた。

　とはいえ少なくとも今は、小玉は自分より上だ、間違いなく。

　ならば彼女は、ついていくに足る人間だ。







　そんな文林の感慨などつゆ知らず、小玉が明慧に声をかける。

「明慧！　部隊編成しなおしてもう一回！」

「はいよ！」

　返事をする明慧もそうだが、じつによく通る声である。

「じゃあみんなはしばらく休憩！」

　対して指示に答える兵士たちは、「ぅあーい」と完全に疲れきった声である。特に新兵が。

「あの二人すごいね……」

「すごいね」

「ああ、すごいね」

　疲れているせいか、反応が単純化している周囲をよそに、文林は体を伸ばす。大丈夫、どこも痛めていない。休憩後も動けるだろう。

「あ、どうぞー」

　そんな彼に、水を差しだしてきた人間がいる。

　小玉の従卒の範はん精である。

「あ、ああ。ありがとう」

　文林は水を受けとった。思わず声を詰まらせてしまったのは、さっきから彼のことを少し気にしていたからだろう。




　自分よりはるかに軍歴が長いのに、自分よりはるかに転んでいる姿。

　その事実からわかるとおり、全体的にどんくさいというのに、受け身だけはおそろしく美しい。それはあまりにも転ぶのに慣れすぎているからだろう。

　正直、文林は効率的な受け身を彼の姿から学んだといっても過言ではない。




　そしてもう一つ。




「従卒、は……別に演習に出る必要はないんじゃないか？」

　時代や所属する衛によって違う場合もあるが、従卒は後方で控えていることが多い。つまり彼は別に、文林と違って演習に出なくてもいいのだ。

　要するになんでお前ここにいるの？　なんであえてころころ転がってるの？　という疑問が文林の脳裏にこびりついて離れないのである。

　文林の問いかけは、意地が悪いともとれるものだった。しかし精は、そういうふうには受けとめなかったのか、のんびりと笑いかけてくる。

「よく言われるんですよねー」

「そうか」

　頷うなずくと……文林の体感で三拍ほど置いてから、精が話しはじめる。元々のんびりしているうえに、頭でゆっくりまとめてから話す型の人間らしい。

「校尉は従卒だったときも、油断しない人だったらしいんです。だから俺も、校尉の従卒として、恥ずかしくないようにしたいと思ったんですねー」

　とはいえ、ゆっくりまとめて語るほどの内容ではないが……いや、言っている内容自体は非常にいいものである。それは認める。

　そう、文林はちょっとだけ「いいな」と思ってしまったのだ。

　あまりにもひねくれてない精の物言いが、文林みたいにひねくれすぎてかえってまっすぐになってしまった心と妙に相性がよかったのかもしれない。

「がんばろうな」

「はいー」

　ここで文林が言ったのが「がんばれ」ではなく、「がんばろうな」だったのも、精に対する親しみが生まれてしまったからかもしれない。







　そんな二人を見る眼まな差ざしが二対ある。

　小玉と明慧である。

「意外な組み合わせだなあ」

「いやぁ、でも仕事上での相性は悪くないんじゃないの？　精も支援系の仕事するときあるし」

　そうかもしれないと頷きながら、明慧がふと笑みを浮かべる。

「そういえば、今日支援系の仕事してる奴はそろそろ音をあげるころかねえ……」

「あんた復卿にはちょっと意地悪だよね」

　でも確かにそろそろ来るかも、と呟つぶやきながら小玉は視線を巡らせ……げ、と声をあげる。

「ほんとに来た」

　復卿は書類仕事はできる。

　しかし好きではない。

　そして好きではないことは、可能なかぎりやりたくない。

　そんな三段構えの人間なので、こういう日にはある程度仕事をしたところで、「もうこんなの耐えられない！」などと、わざとらしく手しゆ巾きんを嚙かみながら乱入してくる。

　今日もそれか……と思った小玉だったが、




「せーい！　お前物品請求書の数字間違ってる！　桶おけ千個ってなんなの!?　出征中に一人一日一個、桶使うの!?」




　この日の復卿の突入は、書類仕事の一環であった。

「あいつ人前で他人の失敗絶叫するあたり、駄目だな」

「だね。あとでちょっと話すわ」

　復卿に対する駄目出しをしながら、状況を見守る。精は明らかに慌てた様子だったが、それを押しとどめたのは文林だった。

　彼は復卿から書類を受けとると、一つ頷いて精に話しかけはじめる。すると精の顔がちょっとずつ明るくなってきた。そして文林が小玉のところに歩みよってくる。

「校尉」

「はい、どうしたの？」

「書類の訂正のために、少し離れてもよろしいでしょうか。今なら最小限の手間ですみますので」

「いいよ。あとで報告よろしく」

「はい」

　そう言って文林は、精を引きつれて去っていった。

　あとに残された小玉と明慧は顔を見あわせる。

「友情？　友情生まれた？」

「いや、あれは……弟分の面倒見るみたいな感じじゃないか？」

　どうだろうねと言いあいながら、小玉と明慧は復卿を物陰に引っぱっていった。もちろん教育的指導のためである。




　そんなふうに意外にほのぼのとした展開を経ながらも、出征の日は迫っていった。

　そして戦場は、意外性などかけらもなかった。




　　　　※




　文林は物陰で甲かぶとを脱ぐ。

　いまだ乾かない血液がぼたっとしたたり、文林を汚す。だが、すでに血まみれの体に、多少血が加わったところで、外観に大きな変化はなかった。

　露あらわになった髪が風になぶられると、かすかに心地よい。ふと、先日の上官の言を思い出す。




　──なるほど、確かに髪が短いと楽かもしれないな。




　文林は納得した気分で内心頷いた。だからといって、小玉の断髪が正しいとは思えないが、短髪であることに利点があることは認めよう。

　本当はそんなことを思っている場合ではない。だが、今は思考をどうでもよい方向に向けていないと……吐き気を覚えた文林は、意識を再び内側にそっと向けた。

　文林は戦うことが初めてではなかった。その容姿からならず者に目をつけられたことは数知れずあり、それを自力で切り抜けるだけの手腕もあった。人の命を奪ったこともあるし、初めて殺したときも平静を保っていられた。

　荒事には慣れているつもりだった。そしてその自負に関してはけっして過大評価ではなかった。

　だが、戦場は荒事とはまったく次元の違うものだった。これまで文林が経験してきた戦いは、自分に危害を加えようとする者に対する反撃というかたちがほとんどであった。また、戦いを終え、数歩歩けば法と秩序に守られた世界に戻った。

　だが、ここでは生、名利、あるいは他のなにかの欲求によって研ぎ澄まされた殺気が、ただひたすらにぶつかりあう。そしてそれがどこまでも満ちている世界だった。

　どうやら自分はまだ甘かったらしい。なにもかもに腹が立つ。自分の甘さ、そして自分を過大評価していたということ。

　こんなことで、と文林は忌ま忌ましさに舌打ちした。

　こんなことで自分は上まで行けるのだろうか。

　もっとも身近にいる上官の振る舞いを見るにつけ、その思いは強まった。冷静さを保ち、それでいて下の者の士気を鼓舞する明るさを保っている。それに比べると自分の体たらくときたら。

　ぎり、と歯ぎしりをし……いきなり目の前に突き出されたものに、目を見開いた。




　なぜか、桶。




　その桶を持つ手をたどって目線を上に向ければ、そこには復卿がいた。さすがに戦場でまで女装はしないだろうと思っていたが、きっちり髪を結い上げて頭に色の付いた布を巻いている。どうでもいい点については、実に徹底している。

「ほら、吐け」

「……なんで」

　吐き気があることがわかったのか。

　それを問うと、復卿は呆あきれた顔をした。

「お前。明らかに『吐きたいです』って顔色してっぞ」

　もしかしてそれで隠してるつもりだったのかと言われ、文林は突っ伏しそうになった。隠してるつもりだった。

「いやもうばればれ。他の連中も心配してた」

　文林は轟ごう沈ちんした。

「だからもう、心置きなく吐け」

「……いや、いい」

　周囲にやせ我慢がばれていたからといって、じゃあ吐きますという気にはなれなかった。ここで我慢できなかったら、自分の甘さに拍車がかかる。

　そんな文林に、復卿は肺を空にするようなため息をついた。

「お前なー。なに意地はってんの」

「意地なんか……！」

「今吐いたって死にゃあしねえが、我慢してたら確実に死ぬぞ」

　いつも脳天気に見える彼とは思えないほど、ぞっとするような真しん摯しな声が発される。それに圧おされ、文林はそれ以上言葉を発することができなかった。

　復卿は、膝ひざに置いた桶に両手を載せて滔とう々とうと語った。

「……大体な、体の声を裏切ってたら、いつか体に裏切られんだ。言っとくが、戦なんざ体が資本なんだぜ？　しかも、ただでさえその体に無理かけてるってのに」

「だが、皆、平気で……」

「あったりまえだろ。仮にも戦場行くこと数多あまたの人間が、今更吐いてたらそっちのほうが問題だろ。てか、俺だって、初陣のときは吐いたし、失禁したぜ」

　堂々と自分の恥をさらす復卿は、言っている内容が内容でも、この瞬間だけは明慧と並ぶくらい男らしかった。

「小玉も……」

「あのお人だって、あれでもいろんな激戦くぐり抜けて、しかもきっちり功績あげてる女傑だぜ？」

「…………」

　文林はむっつりと黙りこくった。小玉に対する反感がわいてきたのだ。

　そんな文林を見て、復卿はため息をついた。気持ちはわからんでもないが、と前置きして言う。

「今のお前じゃ、対抗するだけ無駄だよ。小玉は、血ち反へ吐ど吐いてのたうち回って今の地位にいるんだ。お前が苦労してねえとは言わねえが、この分野のことに関しては、お前じゃまず、経験が足りねえ。同じ土俵に立つにはな」

「吐くのも経験のうちだと？」

　文林が挑発的に笑ったが、復卿は軽くいなした。

「俺はそう思ってるぜ」

　文林の表情は、その言葉に余計頑かたくなになった。

　その彼に、復卿がやや声を潜めて、言った。

「小玉がさ……俺に行けって言ったのよ」

「え？」

　復卿は文林の顔を見ず、一気に言った。

「いやさ、『吐き気に気を取られている間に隙を突かれて強ごう姦かんされでもして、動揺のあまり使い物にならなくなったら困るからあんた様子見ててくれない』って」




　──…………。




　長い沈黙のあと、文林は自分でも驚くほど、おどろおどろしい声を発した。

「……あの女」

　復卿はすかさず桶を差し出す。文林は、それを奪うようにして受け取ると、物陰で吐き始めた。もはやなにも遠慮することなどなかった。今はただ、小玉を怒鳴りつける気力を取り戻すことが最優先だった。

「助かった。じゃあ、俺は行くから」

「おう、桶は自分で洗えよ」

「わかった」




　桶を抱えて去っていく文林を、復卿はひらひらと手を振りながら見送ったが、そんな彼の姿を一いち瞥べつもせず、文林は小玉のほうへ向かって直進していった。







　しかし勢い込んで小玉のもとに向かった文林だったが、相手はお取り込み中だった。

「だから……今のところは無理でしょう、それは」

「そこをなんとかするのが、そちらのお仕事でしょ」

　険悪な雰囲気は漂っていないが、なにやら真剣に話し合っている。相手は中年に差しかかった年ごろのやせ気味の女性。面識のある相手だった。

　王おう蘭らん英えいという名前で、小玉の次くらいに階級が高いはずだ。つまり、女性としては、相当に高位の武官である。

「なんともなりません……あら、なにか用かしら」

　王蘭英が文林に気づき、声をかけてきた。

「え？　ああ、文林」

　文林に背を向けていた小玉が、振り返り、話しかけてくる。

「もう、具合は大丈夫なの？」

「あらまあ、体調崩したの？」

　小玉の言葉を聞き、王蘭英は心配そうに尋ねてくる。どう見ても気のいいおばちゃんというふうの女性であるが、見た目どおりの人間ではない。後方支援関係の仕事だけで実績を重ねて、士官級まで出世した人物だ。

　文林は戦の準備の際に彼女と何度か話したことがあるが、極めて聡そう明めいな人物であるという印象を受けていた。

「ええ、まあ……」

「吐いたんだったら、水飲んどきなさいよ」

「あら、たいへん。それならぬるま湯にしなさいね」

　二人が口々に言う。お節介だとは思うが、自分を心配してのことなので文林はいささか反応に困った。

　そんな文林の顔をやや眺めると、小玉はふっと笑った。

「まあ、いいわ。文林が戻ってきたから、ここから先は彼に任せる。いいかな？　蘭英さん」

「ええ、行ってくるといいわ」

「じゃあ文林。あたし、明日あしたの行動指示聞きに行かなきゃならないの」

「あ……わかりました」

　答える文林に目を向けず、小玉は立ち去った。やや速めの足取りから、彼女が急いでいることがうかがえた。

「それで、小玉とさっきまで話していたことなんだけど……」

「ええ、なんでしょうか」

　蘭英の言葉に、文林は意識を切り替えた。そうして補給のことについて打ち合わせを始めた。蘭英もまた有能な人間で、話は実に速やかに進んだ。

　ついでに彼女に子どもが二人いて、片方は武官を志しているという情報を、特に欲しくもないのに得てしまった。

　この人のすごいところは、聞いている側に無駄と一切思わせずに、そういう情報を話に組み込むところだ。文林はそんなことを、打ち合わせのあとでしみじみと思ったのであった。







　ややあって、

「ご飯、残ってる？」

　同僚たちと火を囲みながら汁物をすすっていた文林は、器から顔をあげた。小玉の姿があった。

「精が確保してたんで、今呼んできますよ」

　立ち上がろうとする復卿に、小玉は頭を振った。

「いいよ、自分で取りに行く」

　すると復卿は、「ばっかじゃないのー？」というような表情を顔に浮かべた。この男、たまに口より表情が雄弁である。

「あんた、なに言ってんの。仮にもこの部隊の指揮官さまがのこのこ行ったら、従卒連中が落ち着かねえだろ」

「ああ、そっか……そうね」

　とってつけたようなものであるとはいえ、いつもは使っていた敬語らしきものを復卿は取っぱらって言う。けっこう厳しい言い方だが、理はある。

　そういえばそうだった、というような感じで、小玉は額に手を当てた。

「ほら、座って待ってろよ」

　復卿が、立ち上がりながら言った。

「そうするわ……。明慧、ちょっとそっち寄って」

「ああ」

　よっこらせというかけ声とともに、小玉は明慧の隣に腰掛けた。そして、ふいーと深いため息をつく。

「なんか無理難題ふっかけられたのかい」

「ああ、うん」

「おやまあ」

「復卿戻ったら話すわ」

　二人の話の間を見はからい、文林は声をかけた。

「校尉」

「なに？」

　彼女が自分のほうを向いたのを確かめて、文林は頭を下げた。

「その……先ほどの件ですが、すみませんでした」

「えっ、あんたなにかした？」

「いえ、校尉が私のやる仕事を……代わりにしてくれたことです」

　先ほど、文句をつけようとした気分は消え失うせていた。小玉から引き継ぐかたちで、蘭英と話していたのだが、ほどなくして気づいたのだ。それは本来自分がやるべき仕事だということを。

　その事実は、文林を少なからず反省させた。自分は結局、意地を張って体調不良を長引かせたあげく、上官の仕事を増やしていたということになるのだ。

　文林の言葉に、小玉は目をぱちくりさせた。そんなことを言われるとは、まるで想像していなかったようだった。

「怒られるかと思ってた」

「なんでですか」

「いやね、ほら……『よくも、俺の仕事奪ったな！』みたいな」

「全面的に悪いときには謝るものでしょう？」

　馬球のときの小玉の言葉を引用すると、彼女はあははと笑った。

「いいの、いいの。あんた具合悪かったんだし、蘭英さんとはかなり長い付きあいだから、そんな手間じゃなかったし」

「そうなのですか？」

　そういえばやけに親しげだとは思っていたが、人見知りという言葉と無縁な小玉と、いい年をしたおばちゃんとの組み合わせならば、ああいうものなのだろうと思っていた。

「うん。初陣の頃からの付きあい」

　その言葉に、意外なほど驚きを感じた。彼女にもそんな時期があったのだ。知識のうえでは、小玉の経歴はすべて頭に入っている。当然初陣が何年前のことだったかも知っているはずなのに、これまでそんなことを意識していなかった。

　初陣のときの小玉は、どんなふうだったのだろう。それを聞きたいと思った。

　だが、ここで復卿が小玉の従卒と一緒に、食事を持って戻ってきた。したがって小玉の話は切り替わり、「無理難題」とやらについてとなった……明日、小玉が率いる部隊は、前線のほうに回される。

　文林の前にいる士官が顔をしかめた。

「きついな、それ……」

「うん、きつい」

　小玉が頷うなずいた。その隣にいる明慧は暗い顔をしている。おそらく自分も同じ顔をしているだろうと、文林は思った。

「今日、前のほうで戦った部隊の損害がかなり大きかったから、こうなるんじゃないかとは思ってたんだけどね……」

　小玉は、汁物に手をつけようとせず、持った器をじっと眺めている。

　小玉の率いる部隊は、新兵の比率のわりには驚くほど戦死者が少なかった。

　明慧による血尿が出るような訓練のたまものであることは間違いない。それに参加した文林としても、彼女のしごきのおかげで自分の生存率が上昇したと思っている。

　しかしもう一つ、小玉の指揮というのもそうとう大きい。

　演習中も感じたことだったが、彼女は兵士の動かし方がうまい。そして上手に動かせることに主眼を置いて、あらかじめ訓練する。自分のことで手一杯だった文林でさえ、そのことがわかったくらいだ。




　一言ですますと、練度が高いということだ。

　だが、一言で終わらせられないものでもある。




　結果としてはその練度の高さが、前線に送り込まれるという事態を招いたのだが、少なくともそれは小玉のせいではないだろう。被害を極力おさえた彼女に、責められるいわれはない。それはわかる。

「明日は、何人生き残ってくれるかなあ……」

　小玉がぽつりと呟つぶやいた。

　赤々と燃えさかる炎を囲みながらも、文林の心境は炎ほど明るくはなかった。きっと彼女の心も炎と真逆の方向性だろう。

「……ま、やるしかないわ」

　小玉は手にした器に口をつけ、汁物を一気にすすった。

「……熱っ！　あと塩辛っ！」

「なにやってんだい、お前さん」

「あー、そういや、だいぶ煮詰まってたっけ」

　明慧の呆あきれ声と、復卿の悪気なさそうな声が響く。

「薄めてよ！　あるいは忠告してよ」

「すんません、わはは」

　復卿はごまかそうという様子ではなく、むしろ本気でおかしそうに遠慮なく笑う。ついでに小玉に酒を差しだす。文林も我知らず口元をゆるめた。

　それで空気がほどよく弛し緩かんし、明日に備えてさっさと休もうという雰囲気になった。

　眠る前に用を足しに行こうとする文林に、復卿が声をかけてくる。

「俺も行くわ」

「お前も……行くのか？」

「いや、俺だって出るもんは出る。さっき失禁したとか言っただろ」

「そういうことじゃない」

　べつに文林は、復卿に対して美しい幻想を抱いているわけではない。

「……その格好で行くのか？」

　その格好──女装で。文林の問いに、復卿はなにを今更という顔をした。

「俺、いつもこれで用足してるぜ」

　いつも女装でいるのだから、いつも女装で用を足しているに決まっている。当たり前のことではあるが、胸を張って言われると「どうすればいいんだろう」という気持ちしかわかない。

　とはいえ、「なんとなく嫌」以外の断る理由がなく、そしてそれはさすがに口に出せなかった。したがって文林は結局、復卿と連れだって厠かわやに行くことになってしまったのである。極めて不本意である。

　厠……と言っても、戦場で立派な設備があるわけではない。ただ、ところ構わず用を足したら不衛生なので、場所が決められているだけだ。

　適当に掘られた穴の前に、二人並んで立つ。復卿は女装のままなんのためらいもなく、下した穿ばきをくつろげて用を足し始める。倒錯的というより、わけのわからない世界だ。

「……さっきさ、空気落ち着いただろ」

「え？」

「小玉の『熱あつ辛から！』事件だよ」

「その命名どうなんだ……」

　と言いつつも、文林は復卿の言葉に頷く。

「あれさ、半分わざとだよ。半分は無意識ってとこがあざといよなー」

　わかっていてそれにきちんと乗って手助けをする復卿も、いい性格をしている。

「あざとい……」

　思わず繰り返した文林に、復卿が次に言った言葉は存外に真剣な響きを帯びていた。

「全部無意識だったり、全部意識的だったりしたら、俺、あの人にここまでのめり込まなかったと思うわ」

「復卿……お前……」

　文林は復卿の横顔をまじまじと見た……ら、言わんとした言葉を先取りされた。

「言っとくけど俺、小玉のこと性的にはなんの興味もないからな。前に素っ裸見たことあるけど、まるで心躍らなかったし」

「……待て。そもそも素っ裸見るような機会が、なんで発生した」

　復卿はその疑問には答えず、ただこう返した。

「明日あした。小玉のことずっと見て、ついていきな。そのうちお前は、わかる。目の当たりにするはずだ」

　そう言ってにやりと笑う復卿は、男臭い意味で格好よかった……下半身は丸出しだったが。







　翌日、武装して馬に乗るところから、文林は小玉を見ていた。

「ご武運を！」

　そう叫んで見送る精に片手をあげ、小玉が馬を駆る。それに従いながら、文林はじっと見つめつづける。

　それはもう、本人が気づくくらいに。

　というか気づかないわけがない。

「どうしたの？　穴が開いちゃいそう」

　小玉の言っている内容は冗談交じりだが、かなり気になったようで、口調はそれほど軽いものではなかった。

「いえ……別に」

「えー……それって理由あるときの定番の文句じゃん」

　納得するわけがない小玉に、復卿が横から口を挟む。

「こいつ昨日のこと根に持ってるんですよ！　だから敵の矢で穴が開くより先に、自分が穴を開けてやりたいんじゃないっすか！」

「えっ……あんたもしかして昨日の桶おけの件言ったの？」

「あ、はい。包み隠さず言いました」

「せめて言うにしても、包むか隠すかしようよ！」

　ちょっと、もーう！　と呻うめきながら馬上で軽く身をのけぞらせる小玉に、前線に赴く直前の緊張感は一見見られない。自分と違って。




　不意に気づいた。

　──そうか、俺は緊張している。




　自覚していなかった緊張が、心中にあることを把握した。だがそれは、文林を慌てさせなかった。元々それほど取り乱すたちではなかったからというのは事実だ。

　だがそれよりもなによりも、すぐ近くに緊張を制御下においている人間がいる。緊張しつつも、それを自分の手中で踊らせている人間が。

　それを目の当たりにしたから文林も、自分の緊張を踊らすとまではいかなくとも、手中におさめることができた。

　そんな文林を復卿がこっそり小突く。

「お前ね、極端」

「え？」

「確かに『見てろ』とは言ったけど、あんな取って食いそうな目を今から向けろとまでは言ってねえぞ、俺」

　いろいろと心外である。それに、

「あんなまずそうな女、誰も取って食わないだろう……」

　と言おうとして、文林はそれをかろうじて自制した。さすがにそれは不謹慎だと思ったし、なによりこの包み隠さない男は、言ったことをそっくりそのまま小玉に伝えそうだからだ。

　なお文林は、小玉のこれまでの交際歴を知らないし、そもそもそんなものがあると想像すらしていない。







　さて、緊張を手中におさめたと思いながら戦闘に突入した文林だったが、いきなりそれが手の中から逃げだすような思いを味わうことになった。







　高らかに響く銅ど鑼らの音。

「進め！」

　あちこちから聞こえる、攻撃の命令。

「殺せ！」

　自分たちが発する鬨ときの声。

　そしてあっという間に混戦状態になった戦場には、剣けん戟げきの震動、悲鳴、怒号が響く。




　耳から入る情報だけでさえ、こんなにも慌ただしい。

　ましてや目は。

　そんな中で、一人の人間を追い続けるのはとても難しい。それどころか、手中から緊張を逃がさずにいることなど。




　──小玉を中心に戦況が目まぐるしく変わる。




　昨夜の復卿の予言らしきものは、まだ成就していない。だが、文林にしてみれば、この時点ですでに目まぐるしい。小玉についていくことに気をつけていたおかげでなんとかなっているが、もしそうでなければ今頃は、はぐれていたかもしれない。

　復卿には感謝するべきだろう。だがそれも、自分が生きのこってこその話だ。

　最前線で戦うということは、文林が想像していたよりも凄せい絶ぜつであった。昨日経験したことが生やさしく思えるような状態。

　そんな中、小玉は確かに強かった。

　決して際だって強いわけではない。大柄ではないためか、斬撃にあまり重みがない。速さはあるが、取り柄というほどのものではない。

　比べるならば、彼女と共に戦っている明慧のほうが、はるかに強い。まるで鬼神のように敵をなぎ倒していく。

　しかし小玉は見ていて危なっかしさのない戦い方をする。相手の力量と隙を的確に見極め、それに応じた動きをするからだろう。言うなれば、引き際がいいのである。

　……ということを、文林は余裕綽しやく々しやくで分析しているわけではない。

　この時点の文林は、小玉がけっこう強いというところまでしか意識しておらず、ただひたすらに小玉のあとを追いながら、自分に降りかかる火の粉を払うことしかできていなかった。




　視界の端で、見知った相手が殺されていく。

　反対側の隅から敵兵が槍やりを突き出してくる。




　肝を冷やしながら突き出された穂先をかわし、相手を刺し殺す。回収できなかった剣に未練を残さず、手放す。予備の剣をたぐりよせようとしつつ、思ったように動かない手に苛いら立だちを覚える。

　そんな中、また敵の槍が迫る。急いで柄を握り引き抜こうとするが、血で濡ぬれた手はずるりと滑る。

　──噓だろ。

　とっさに思ったことはそれだけ。目をぎゅっと閉じるような余裕すらなく、ただ攻撃を待ちかまえるだけの状態になる。順当にいけば文林の体は槍の穂を迎えいれることとあいなっただろう。

　だがその軌道は、飛んできたなにかによってすんでのところで逸そらされた。そしてその次の瞬間、その武器の持ち主の体に槍が突きささる。

　文林は半ば呆ぼう然ぜんとしながら、自分の命を救った者の姿を認めた。

「明慧に言われたでしょ」

　こんな余裕がない状況で、不敵に笑う彼女──小玉を。

「突出するなって」

　彼女の頭部は甲かぶとで覆われていなかった。文林を敵の攻撃から守るために、ぶん投げたからだ。

「あ……」

　なにか言おうとする文林を遮り、小玉は言う。

「早く剣を抜きなさい」

　そしてようやく剣を構えた文林に、どこか傲ごう然ぜんと言いはなった。

「あとはあたしだけを見て、追いかけてなさい」

　それは復卿が言っていたことと同じだった。だがそれよりもずっと深く文林の心に響いた。

　まるで焦げつくかのように。







　だからあとはずっと小玉を追いつづけた。緊張はもう、文林の手中で大人しく丸まっていた。







　何人の敵を倒しただろうか。

　すでにあのとき血塗まみれの手で抜いた剣も使い物にならなくなっていて、とっくに手放していた。たまたま近くにいた味方が槍を放ってくれたから、文林はそれを使って戦っていた。

　そんな中、不意に小玉の挙動がおかしくなった。動きに精彩がない。戦うこと以外に気を取られている様子だった。この戦うべき場で。

　小玉は妙にゆっくりと剣を持つ手を下げて馬を止め、きょろきょろと辺りを見回す。




　──なにをやっている。




　文林はそう叫ぼうとした。いや、叫んだ。

「馬鹿、危ない！」

　無防備になった彼女に歩兵が突きかかろうとする……そののど元に矛が突き刺さった。文林ではない。明慧が放ったものだ。

　歩兵は首から血しぶきを噴き出しながら、仰あお向むけに倒れる。一瞬、それが小玉の姿に見えて軽くめまいがした。

　実際、一歩間違えれば仰向けに倒れていたのは小玉だったかもしれないのだ。

　敵を倒した明慧は、素早く馬を御して小玉のすぐ近くに寄る。そして倒れた敵兵から矛を引き抜いた。

　文林は、明慧が小玉を怒鳴りつけるだろうと思った。自分と同じように。

「ごめん、さすがに気を散らしすぎてた」

「いいさ」

　しかし、二人のやりとりは実にあっさりとしたものだった。

　他の部下たちも、そんな彼女の態度に不平を言うどころか、疑問に思うことすらないようで、小玉を守るようにその周囲を固めはじめている。

　文林自身、なぜ？　などと悠長に問いかけることができるような状態ではなかった。だから文林も小玉を守る輪に加わった。

　自身の周囲に集まる部下に、小玉が声をかける。

「──突撃するわ」

　文林は思わず耳を疑った。

　なにを言うのか、この女は。自殺行為としか思えなかった。

　しかし小玉からは、自や棄けになった様子などかけらも見えない。

「全員あたしについてきなさい！」

　そして小玉は文字どおり先陣を切った。敵陣の一カ所に。

「やめ……！」

　文林の止めようとする声は、

「よしわかった！」

「行くぞ！」

　他の人間のやる気満々な声でかき消された。

　愕がく然ぜんとする文林をよそに、皆次々と後方に指示を飛ばし、隊列を整える。その間にも敵の攻撃は続く。特に小玉に向けて。彼らからしてみれば、一騎突撃してくるのだから当たり前だ。

　小玉の命令は無茶だ。しかし、周囲がごく当然のように命令を受け入れているという事実。そして、昨日の復卿の言葉。そして、仮にここで離脱しても、待っているのは何人もの敵に囲まれたなぶり殺しである……などということを、このときの文林は考えていない。




　ただ……仰向けに倒れる小玉の姿が頭に浮かんでしまい、それを消したかった。消すためには小玉についていくしかなかったのだ。




「進め！」




　声を張りあげて突進する小玉に、文林は自らも馬を駆った。

　このときの文林の状況を一言で言い表すならば、それは「やけくそ」以外にない。心のかなりの部分で自身の死を覚悟した。

　敵の集団の中に突っ込んでいくわけだから、受ける攻撃はこれまでの比ではない。剣と槍の群れに身を投げ出すようなものだ。もう文林は、攻撃とか反撃とかいう言葉を忘れることにした。

　剣を振るえば、自動的に敵の剣とか槍とかに当たるような有様で、防御以外の行動ができるわけがない。だが、この状況がいつまでも保もつわけがない。すでに体はそうとう疲れている。動きも鈍ってきていることを、文林は自覚していた。

　覚悟はしていた。だが死にたいわけではなかった。今死んだら、なにもかもが無駄になる……このままでは確実に死ぬ。

　──もう、駄目かもしれない。

　そう思ったときだった。急に、敵の攻勢がゆるんだ。気のせいかとも思ったが、確かにそうだ。

　見れば、敵兵が明らかに浮き足立っている。まるで自分たちを──小玉を避けるかのように敵陣が分断されていく。

　客観的に見れば、このとき小玉が突撃した箇所がいわば敵軍の結節点で、そこを破られたために崩壊が始まっている。だが主観的──というか、とりあえず言われるがままに突っこんだ人間には即時に理解できるわけもない。

　一体なにが起こったのかまるでわからないながらも、文林は近くにいた敵を切り倒した。そして、この状況の答えを求めて、小玉を見た。

　小玉は文林に五馬身ほど先行するかたちで、敵の軍勢の中へどんどん切り込んでいく。まるで敵が彼女のために、通る道を作っているかのようだった。そんな中を駆ける彼女の姿はどこまでも颯さつ爽そうとしていた。




　見とれるほどに。




　甲がないため露あらわになっている髪をなびかせ、小玉は槍を構える。そして前方に投とう擲てきする。そのなめらかな動きを邪魔する者は誰もいない。

　そして彼女が手放した槍は、前方にいる歩兵に突き刺さった。

　だが本人は、それには目もくれない。まるで決められたことをこなすかのように迷いなく、小玉は背中の弓を手に取った。素早く矢をつがえ、狙いをつける。

　彼女の矢が狙う先を見て、文林は息をのんだ。敵兵の集団の中にいる、豪ごう奢しやな甲かつ冑ちゆうを身につけた者。高位の武官だ。




　──射た。




　矢はまっすぐに飛んで、相手に当たったが、甲冑にはじかれた。おそらく、敵将には傷一つついていまい。

「あっ、くそっ」

　という、小玉の声を聞いたような気がした。もしかしたら、自分の心の声だったかもしれない。

　自分たちの接近に気づいた敵将とその取り巻きがこちらに向かっている。小玉は、再び矢をつがえた。文林を含む部下たちも弓矢を手にした。ひゅんひゅんと風を切る音をあげて、矢が敵将へと向かっていく。

　大部分は、周囲にいる兵士に当たるか、地面に突き刺さった。残りの矢は、相手の甲冑と、その手に持つ武器に防がれた。

　そうこうしている間に、相手との距離は劇的に縮まってしまった。文林たちは弓をしまい、剣を手にした。

　二つの集団が激突する寸前、文林は、小玉の声を聞いた。

「明慧！」

　それと同時に、小玉の馬がわずかに速度を落とし、反対に明慧の馬が速度を上げた。ここで明慧が先行する。彼女は先ほど皆で矢を射たときもただ一人手放さなかった長柄の武器で、敵将に突きかかった。

　激しい応酬が始まった。

　目まぐるしく、かつ多彩な攻撃は、まるで自分の武器で可能な動きをすべて披露するかのようだ。できることならば、特等席に陣取って眺めていたいような戦いであるが、のんびり観賞する暇などなかった。文林も一応戦っていたので。

　付け加えれば、小玉も、ちゃんと戦っていた。今度は腰から剣を抜き、騎兵相手に切り結んでいる。相手の剣を受け止め、受け流し、突き倒す。

　また、合間に攻撃してくる歩兵からの槍やりを蹴け飛とばしてそらし、それの穂先近くを摑つかんで持ち主の腹を柄で突く。敵が倒れかけたところで、槍を完全に奪い取って、相手を刺し殺した。

「そいや！」

　ところどころであがる叫び声はいまいち緊張感がなかったが、攻撃と指揮を両立させている姿は、文林からみても見事だった。

　そういうことを分析できる程度に、周囲から敵が減っている。まるで紐ひもの結び目がほどけたように、密集していた敵が散りつつあるのを文林は感じていた。そしてその結び目をほどいたのが小玉、ひいては自分たちであることも。

　今ならば、わかる。

　やがて小玉が明慧に、まるで「このあと買い物行こうよ」とでも言うような軽やかさで叫んだ。

「明慧、そろそろ終わらせようよ！」

「おお！」

　敵将と切り結んでいた明慧は、返答とも雄お叫たけびともつかぬ声をあげひときわ激しい突きを繰り出した。それをかろうじて受け止めた敵将の顔に、軽い焦燥の色が浮かんだ。

　彼は、かすかに逡しゆん巡じゆんしたように見えた。だが、その隙をついて明慧が再び攻撃する前に、敵将は素早く体勢を立て直して身を引くと、号令をかけた。それは、退却を呼びかけるものだった。

「追うんじゃない！」

　小玉は、文林に向けて叫んだ。思わず不満の声をあげると、彼女は釘くぎを刺した。

「深追いは厳禁。これ常識ね」

　文林の眉み間けんに皺しわがよる。それを見とがめた小玉は、ややとげとげしさを帯びた声で、

「いや、死にたいなら止めないけど……」

　と、いいかけたところで、彼女ははたと考え込んだ。

「あ、ううん。やっぱ止めるわ、うん」

「どっちだよ」

　思わず突っ込む。気づくと、敵影ははるかに遠かった。

「……いや、すまないね。取り逃がしたよ」

　明慧が、武器を肩に担いで文林たちの元へ戻ってくる。顔にはびっしりと汗が浮き、息も荒い。

　小玉は明慧に笑いかける。

「謝る必要なんてないわよ。あんたで無理なら、うちの連中の誰にも無理なはず。それに……」

　ここで彼女は、ぐるりと辺りを見回した。

「……一番の目的は果たせたんだし」

　文林も、つられて辺りを見回す。いつの間にか、全体の形勢は自軍が圧倒的に有利となっていた。




　ふと小玉のほうを見る。短い髪が風になぶられ、彼女の頰をくすぐる。それがやけにゆっくりと見えた。まるで一瞬一瞬を、文林の心に刻み込むかのように。




「見てた？」

「……見てた」

　文林は素直に頷うなずき、一言付け足す。

「それに、追いかけた」

　聞いた小玉は、ふっと口の端をつり上げた。

　そうして、視線を周囲に巡らせ……再び、文林に戻した。

「うちの軍の勝ちよ」

　覚えず、胸が高鳴った。彼女は今、自分を見ている。自分を認識して、彼女自身の功績を誇っている。それは、初めて会ったときとなんと違うことか。




　──ああ、俺はあれが嫌だったんだ。




　気づいた。自分は彼女が自分のことを意識していないと思うことが、とても嫌だったのだ。

　自分は彼女を見ていた。

　彼女も今自分を見ている。

　これでいいのだ。とてもしっくりくる。




　……と、思ったところで、いきなり小玉が話を変えた。

「さっきみたいな言い方で、いいのよ」

「……え？」

　なにを言わんとしているのかわからず、怪け訝げんな顔をする文林に、小玉はえーと、と考えながら言う。

「だからさ、ほら文林、さっきあたしのこと素直に『馬鹿』って言ったでしょ」

「…………」

　まさかこの状況で、さっきの言葉を持ちだされるとは思わなかった文林は、思わず間抜けな声をあげた。だが確かに言ったのは事実だ。すかさず思考を切り替え、一つ頷いて言う。

「前例を鑑かんがみるに、この場合は減俸一月といったところで……」

「いや、誰も罰則の照会とかお願いしてないから」

　小玉が文林の言葉を遮った。

「それにあれに罰与えるくらいなら、いつものあんたの態度に対して減俸一年命じたいんですけど、あたし」

　不本意だ。言葉づかいには気をつけていたつもりである。

「いつもの態度のどこが悪いと？」

「丁寧に馬鹿にする感じ」

「…………」

　ちょっと心当たりがあったので、文林は黙った。小玉はそんな彼に笑いかける。

「それだったら、率直に『馬鹿』って言ってくれたほうがいい。さっきみたいに」

　文林は一考して、はっと顔をあげた。

「そういう特殊な趣味が……」

「違うよ!?」

　そこからああだこうだと、ついさっきの緊迫感が噓のようなやりとりを繰りひろげた結果、

「そんな言葉飾んないで、もっと本音で語れってことよ」

「そうか」

　文林は小玉に対し、敬語を取っぱらって話すことになった。




　常の文林だったら、そんなことを許容しなかっただろう。だがこのときの彼はおそらく、疲れていたのだ。

　……と、本人はそういうことにしたのだった。




　　　　※




「いやもう、すごかったぜ！　いきなり、どっかの隊が前にずずって出たと思ったら、敵がばらばらーって散って……。あれ、なんていうんだ？　ええと、なんとかを散らす……いいや、手に持った小豆あずきを地面にぶちまけたみたいな感じでな、あとはもう、片っ端からばしばしやっつけるだけになったんだ！」

　──擬音過多なうえに比ひ喩ゆが下手氏（仮名）の証言




「今回の戦いは、関校尉に対する評価を変えるだろう。これまでの関校尉に対する評価は、武勇に対するものが極めて大きかった。（中略）彼女は自分の隊を突出させた。それは、各個撃破のいい獲物であるにもかかわらず、そうはならず（中略）軍隊には結節点というものがあり、それを突くことで散らすことができる。今回、関校尉はそれを成し遂げたわけであるが、それが容易たやすいことではないのは、言うまでもない。しかし、今回の場合は（中略）とはいうものの、今後、彼女は用兵家としての名を高めていくであろう。我々はその一歩を目にする機会を得たわけで、そのような意味では、記念すべき（残り全部略）」

　──もっと簡潔によろしく氏（仮名）の証言




「ああ、すごかったな。うまく、敵の隙をついて、軍隊を解体する……しかも、自分の隊の統率もしっかりととれていた。あれは、見事だったよ、うん。関校尉のことは、多少色物みたいに思っていたし、そう思っていた奴は他にもいただろうけど、今後はそういう見方は変わるだろうね、劇的に」

　──抽象的なのに一番わかりやすい説明氏（仮名）の証言




　　　　※




　今回の小玉の働きについては、様々な下馬評が飛び交った。

　彼女は、今回も階級が上がるだろうと、たいていの人間は思っていた。そしてそのとおりに……。

「なんでならないんだ……」

　文林は愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

　そう、ならなかったのだ。

　しかし、当の本人はそれで満足しているようだった。

「あたしとしては、これ以上面倒ごと増えなくて嬉うれしいけど」

　文林の言葉に、小玉は、真顔で言った。

「命令違反ぎりぎりだったからねえ」

　明慧以下他の同僚は、肩をすくめて苦笑している。

　今回の出征では、勝利の立役者となった小玉であるが、論功行賞で一切評価されなかった。一応それらしい理由はある。

　小玉とその部下たちに与えられた命令は、「敵の攻勢を食い止めろ」というものであり、「敵に突撃せよ」というものではなかった。また、隊を突出させたことで、防備が一部薄くなり、その結果味方を危機にさらしたというものだ。

「だが！　戦況を一変させたのは確かだろう！」

　まあ、その一言に尽きるのだが。

　泰がまじめくさった顔で言った。

「上の皆さんが、少し危機感を抱いたのかもしれませんね。あまり劇的に出世されると、自分たちの立場を揺るがしかねないわけですし」

「じゃあ、悪くしたら命令違反を口実に、処罰されてたかもしれないかな」

　王将軍がかばってくれたのかもねと呟き、小玉は酒をあおった。




　現在、小玉主催の「いろいろとお疲れさま会」の最中である。




　今彼らがいるのは、帝都にある小料理屋である。なんでも、小玉の友人の夫が経営しているとかで、おかげで個室に通された。人目がないからこそ、上に対する文句も堂々と言えるというものである。

「もしかしたら目に見える実績があったなら別だったかもしれないね。敵将の首とか……倒せなかったのは、つくづく惜しい」

「いやあその場合、上の連中、明慧さんだけ出世させて、うちの人間関係にひび入れようとするだけですよ」

「それもそうか」

　首を取り損ねたことが今でも悔しいらしい明慧に、隣に座る同僚がその肩をぽんぽん叩たたいて慰めらしき言葉を発する。

「あたしは、それはそれで一向に構わないんだけど。ていうか明慧、功績の割に出世遅いと思うんだ」

「あたしは今の状態が一番居心地いいんだよ。小玉みたいに若いうちに異様に出世しまくって苦労するより」

　明慧ははっはっはっと笑いながら、身も蓋ふたもないことを言ってのける。

「うーわー……。今の……ちょっと来たわ……」

　どうやら痛いところを突かれたようで、小玉ががっくりと肩を落とす。一見脳天気に過ごしているようで、彼女もそれなりに苦労しているらしい……いや、苦労していないわけがない。

　文林は自らの思考にはっとした。自分は、小玉の常の姿だけを見て、評価を下しているということを、改めて自覚したのだ。

　小玉の態度に気を取られるあまり、彼女の事情を見なかったことにしていたのは、自分の了見の狭さの表れだ。

　今回、小玉が打ち立てた武功が、文林にそのことを気づかせた。

　文林はひそかに自らを恥じた。今後、彼女に対する態度を改めようと思った。




　まあ、勤務態度については、今後もどんどん苦言を呈するつもりだ。それはそれ、これはこれというやつである。




「でもまあ、こういうのもなんだけど、今回の戦はましな結果だったと思う」

　不意に小玉が表情を引き締めた。

「命令無視したわりに処罰は受けなかったし……なにより、被害をかなり小規模におさえられたもんね」

「そうっすね、人が死ぬのが少ない。それが一番ですよ」

　大皿を自分の前に引き寄せ、鯉の煮付けをもりもりと食べている復卿が同調する。戦自体がなければ誰も死なないのだが、それは言わずもがなのこと。

「あと……あたしはあたしで、自分の課題見つけたし」

「課題？」

　誰かが疑問の声をあげた。

「ちょっと……今回、自分の限界を感じたとこがあって……こういうのなんていうのかな、言葉の種類？　使える言葉の多さ？」

「ああ、『語ご彙い』か？」

　ぴんと来た文林が言い直すと、小玉は、「そう、それ」と頷うなずいた。

「それも含めて、勉強が足りないってこと、改めて思ったのよ。こう……自分の中では、敵がどう動いているのか、自分たちがどう動けば撃退できるのかがなんとなくわかるの。でも、それを……うまく言葉にできない。いや、違うね。言葉にできるんだけど、説得力を持った言葉にできない。これまで、だましだましやってきたけど、さすがに指揮官は、それじゃ駄目なのよ」

「そうかな？」

　小首をかしげる明慧に、小玉は力強く「そうよ」と言った。

「あたしは今回の突撃のときに、『あそこに突っ込む』ってことしか言わなかった。それは、詳しく説明する時間がなかったからだけど、それ以上に詳しく説明するだけの……ええと、語彙か。それを持ってなかったから。それだと、いつか説明を求められたときに、うまく答えられないし、そんな態度だと、不安を持つ部下がきっと出てくる。そんなのは駄目だなって思って」

　文林は、ふと思い出した。小玉の命令による突撃のときの、なにがなんだかわからない不安。そして、小玉のせいで死ぬのではないかという怒り。

「それに、軍議のときも、上に対してうまく意見を言えるようになりたいのよ。今回、それができてたら、作戦を変更できて、被害ももっとおさえられたんじゃないかと思うんだよね……」

「いや、無理じゃないすか？」

　沈んだ表情を作った小玉に、復卿がずけずけと言った。

「今回前線の指揮担当してたのは、あんたのことあまりよく思ってないじいさんだったじゃないですか。あんたがどんだけ心に響く名演説したとしても、作戦変えなかったと思いますよ」

「……いやまあ、そうなんだけどさあ！」

　身も蓋もないが、もしかして復卿は小玉のことを慰めているのかもしれないと、文林は思った。

「まあ、今後はあたしの意見を聞いてくれる人の下につく可能性だってあるわけだし……要するに、指揮する人間は、筋肉だけじゃ駄目ってことを自覚したってことです。なもんで、関小玉は、勉強しようと思います！」

「どうやって？」

　文林は、力強く宣言した小玉にすかさず突っ込んだ。すると、小玉はうーん、と思案顔になった。

「そこが問題なんだよね。これまでも、うちの宿舎で読み書きできる人捕まえて、ちょこちょこやってたんだけど、なんかいまいち……効率が悪くって」

「俺が教えようか？」

　反射的に言ったのは、死にそうになったことを小玉のせいにしようとしたことに対するうしろめたさによるものだったが、言ったあとで我ながらいい考えだと思った。だが、

「えー駄目」

　即答で拒否されてしまった。

「なぜだ」

　好意を無下にされてかちんときた文林だったが、小玉は真顔で答えた。

「だってさ、あんた外通いの人間でしょ。で、あたしが宿舎暮らしってことは、顔合わせるのほとんど職場だけじゃない。勤務時間中で個人的な勉強とか、しかも部下を使うのは駄目よ、絶対に」

「……そうだな」

　意外にまっとうな意見だった。どうしよっかなーと悩む風情の小玉に助け船を出したのは、泰だった。

「公的なものにしてしまえばいいんじゃないですか？」

「どういうこと？」

　きょとんとする小玉。

「上に、勤務中に勉強する時間くださいってお願いすればいいんですよ」

「あんたそれは……」

「これまでも、有能な指揮官育成のために、学のない人に勉強する時間を与えるということはありましたし」

「あ、そうなの？」

「といっても、教える人間をこちらで選べるかどうかは保証できませんよ。でもどのみち教師をつけることは可能なはずです」

「誰になるかは別にいいよ。文林じゃないと駄目ってもんじゃないから」

「そのとおりだが、なんだかその言い方腹立つな」

「あ、ごめん」

　小玉は、文林に軽く謝った。

「じゃあ、明日あしたあたり……王将軍じゃなくて、ええと米中郎将あたりに申請の仕方聞いてくるわ」

「ああ、米中郎将だったら、確実で早いですね」

　泰が妙にしみじみと頷いた。過去になにかあったのだろうか。

「しっかし、こういう展開になったってことは、今回階級上がらなくてよかったんじゃないっすか」

　復卿が、骨だけになった鯉が載っている皿を横にどかしながら、言った。

「ああ、上がってたら忙しくなって、勉強する時間取るのに苦労しそうだからね……ところであんた、一人で食べ過ぎじゃないか」

　明慧が、なんともいえない嫌そうな目で復卿と皿を見つめた。

「すんません、うまかったもんで。もう一皿頼んできますよ」

　頭をかきながら立ち上がろうとする復卿を、こちらは完全に嫌そうな目をした小玉が止める。

「ちょっと待てこら、なに自然に追加注文しようとしてんの。今回の支払い、誰持ちだと思ってる」

　もちろん主催者である。

　そんな主催者に、復卿は輝かんばかりの笑みを浮かべる。

「ごちそうになります」

　だが、次の小玉の言葉に、表情を一変させた。

「追加分は自分で払え」

「ええ？　けちぃ」

　──あ、気持ち悪い。

　唇を尖とがらせ、身をくねらせる復卿を見て、文林は思った。気持ち悪いとしか言いようがない状態であるため、そう思ったことに、なんの申し訳なさも感じなかった。

　追加注文のついでに下げてこいと、空いた皿をしこたま持たせて復卿を部屋から追い出すと、明慧は手酌で酒を杯に注ぎながら言った。

「小玉が課題を見つけたことだし……あたしももうちょっと精進するよ。今回、敵将に特攻したってのに、情けない結果に終わったからね」

　はて、情けなさの定義とはいかなるものだったか。

　文林は、先日の激闘を脳裏に浮かべて思った。あれを情けないというのならば、自分はなんなのだろう。

　どこか切ない思いで周囲を見回せば、おおむね皆同じことを思っているらしく、微妙な顔をしていた。

　だが、明慧の心境もなんとなくわかる。あの突撃の際、彼女は矛を持つ敵将と直接対決することを考え、自身の長柄武器を手放さなかったのだという。

　たとえ剣の腕がよくても、敵が長い武器を扱っていれば遅れを取ることがある。だから明慧は全員が騎射しているときに、弓を手に取らなかったのだが、にもかかわらず、相手の首を取れなかったのが悔しかったのだろう。

「次こそは、奴の首を一撃で落とせるようにしてみせるとも」

「明慧……あんたどこまで強くなるのさ」

　鍛錬を積んで劇的に技量が上がるものならば、誰も苦労はしない。だが、明慧は、そのような常識を超越していそうな人間だった。そのあたりが、小玉の片腕と言わしめる由縁なのかもしれない。

　明慧の称号が、「武威衛最強」から、「十六衛最強」になる日もそう遠くはないかもしれないと、文林は思った……ちょっと遠い目で。

　なお周囲も、似たような目をしていた。明慧が戦う現場にいなかった泰を除いて。

　その泰は「なにかあったんですね……聞きませんけれども」という眼まな差ざしで、やけに優しい笑みを辺りに振りまいている。多分察しているのであろうが。




　小玉、明慧と今後の課題を宣言したところで、なぜかその場にいる全員が自分の抱負を述べることになった。そこに誰も疑問を投げかけないあたり、全員がほどよく酔っ払っていることが見て取れる。だが、

「騎射の腕を磨く」

「俺、新しい武器に挑戦してみたい」

　このあたりは、意欲や闘志が溢あふれているよい抱負だが、

「今年こそ結婚」

「甲かつ冑ちゆう新調したい」

「あ、剣、研ぎに出さないと」

　後半あたりは、なにやら間違っている。

　意欲や闘志はあるのだが、それに欲望という不純物が大いに混じっている。しかも最後のものにいたっては、ただの予定である。




「あたしも実家には帰りたいな」

「お前もか」

　文林は突っ込んだ。

「だってもう、五年も実家に帰ってないよ。甥おいっ子の顔一回も見てないのに、もうすぐ五歳だよぉ」

「べつに甥の顔を見なくても、死ぬわけじゃないだろうに」

「今絶対可愛いさかりだよ。そんな時期、今逃したら死んでも見られないぃ」

　小玉は、うええんと泣き真似をする。

「ああ、それはそうですねえ。五歳かあ、いいですね、可愛いさかりですね」

　と、泰が顔をとろけさせる。彼は三児の父である。そうとうな子煩悩でもあり、他人のことでも子どもの話をするだけで、食いついてくる。もちろん自分の子についての話は、言うまでもない。だから皆、めったなことでは彼に家族の話を振らない。長時間拘束されることがわかりきっているから。

　なお、わかっていなかった文林は、先日、その餌え食じきになった。

「母ちゃんと兄ちゃん夫婦にも会いたいし、父ちゃんの墓参りもしたいし……」

　小玉は指を折りながら、実家に帰ってやりたいことを並べていく。

「あと、給料についても説明したいし」

「なんだそれ」

「いやさ、実家に仕送りしてるんだけど、うちの家族、あたしが出世したこと納得してないみたいで。無理して金送ってるんじゃないのかーって、服とか食べ物とか大量に送ってよこすんだ」

「意味ないねえ」

「そんなに大金を送ってるのか？」

　文林の疑問に、小玉は片方の眉まゆを上げて、「まさか」と言う。

「あんまり大金送ると、家長の兄ちゃんの顔つぶしちゃうもの。だからほどほどな金額だよ」

「ちゃんと手紙で説明……はしてもそうなんですね、その口ぶりだと」

「そ。だから、一回帰って直接ちゃんと説明したいんだよね。泰、そういうことだから、お休みとれない？」

「無理です」

　常ののんびりとした口調が噓のように、きっぱりと切り捨てられ、小玉が肩を落とした。それを見た文林は、不思議な気持ちになった。

　文林は生い立ちもあって肉親に対する情が薄い。仮にもっとも近しい祖父母が死んだとしても、儀礼的にしか泣かないだろうという確信がある。相手も自分に対して同程度に情が薄いだろう。だが、それを問題とは思わなかった。

　だが、小玉という女は、家族を愛し、そして愛されている。べつに、他人が家族を愛しているからといって、今更自分の生き方を変えようとも思わない。だが、小玉という文林にとって捉とらえようのない人間を愛し、愛されている存在がいることに、なにかもやもやとしたものを感じた。

「はいはーい！　追加のお酒ですよー！」

　それは形になる前に、復卿の裏声によって散らされた。

　それを聞いて小玉の顔が引きつる。

「はあっ!?　酒!?　あんた、料理追加しにいったんじゃ……！」

「あ、お酌しますよー、うふふ」

　なぜこいつはこういうときだけ、女っぽい声を作るのか。

　小玉が気持ち悪くしなを作る復卿の頭をはたく。かなり本気で怒った様子である。今回彼女は懐に痛恨打を食らうのだろうと文林は思った。だが、

「それは、うちからの奢おごりよ」

　ひょこっと顔を出した店のおかみさんによって、その予想は覆された。

「阿蓮、素敵……太っ腹！」

　小玉は胸の前で手を組んで、目を輝かす。今彼女にとって、おかみさんは女神にでも見えているのだろう。

　おかみさんはぽんと腹を叩いて笑う。

「ま、今は実際太い腹だからね！」

　そんな彼女の腹は大きく膨らんでいる。しかしそれを差しひいても全体的に太い……いや、失礼だと文林は考えることをやめた。

「今回はおまけするから、今度からもっと食べに来てちょうだい。この子が生まれるお祝いにね」

「もちろん来るよ！」

「ほんとー？　ここしばらくお見限りだったから、寂しかったわ」

　そう言いながらおかみさんは身をくねらせ、小玉にしなだれかかる。

「やだもうそんな、あたしには阿蓮だけなのに……」

　相手の言葉に乗った小玉は、そっと相手の手を取る。ちょっとした愁嘆場劇場に、場は大いに盛り上がった。文林もたまらず噴き出した。笑いながら、小玉を見る。

　まあ、いいかと思った。

　今はまだ捉えようのない人間でも、いつかはその端を捉えることができるだろう。どうせ、先は長いのだ。

　自分と彼女の付きあいが、ずっと続くことを文林は確信していた。




　　　　※




　内容的には充実していたものの、飲み会というのは、仕事とは別のところで疲れる。文林は首を回しながらため息をついた。ごきっと硬い音が響く。これはそうとうこっている。

　──さっさと帰ろう。

　そう思って、馬の足を速めた。

　宮城からさほど遠くないところに文林の家はある。つまりは一等地である。とはいっても、文林の家は貴族だとか高官だとかというわけではない。いわゆる商人というやつだ。ただし、かなりの豪商だった。

「お帰りなさいませ、坊ちゃま」

　門番に頭を下げられながら家の敷地に足を踏み入れると、すかさず人が集まってくる。文林は馬からひらりと下り、手綱を渡した。屋敷に入ると、家令がうやうやしく頭を下げながら呼びかけてきた。

「坊ちゃま……」

　文林はうんざりとした表情を顔に浮かべた。

「お祖ば母あさまがお呼びなら、忙しいと伝えてくれ」

　祖母は出征することが決まって以来、事あるごとに呼びつけて「行くな」と言ってきた。そして戻ってきてからも「もう武官などという危険な仕事はやめろ」と言ってくる。そんな彼女に、文林はうんざりしていた。

　今日も祖母からの呼び出しだと思っていた文林だったが、家令の言葉は予想に反したものだった。

「……いえ、大おお旦だん那なさまがお呼びでございます」

「なに？」

　文林は家令を一いち瞥べつした。

「……そうか、今日お戻りになる予定だったな」

「はい」

　文林の祖父は商談のため長く家を留守にすることが多い。

「わかった。すぐ行く」

　その言葉に、家令は再びうやうやしく頭を下げた。祖父の部屋に向かうと、彼は文林の顔を見てほっとしたような表情になる。

「無事に、戻ってきたのだな」

「はい」

　そのやりとりのあとは言葉が続かず、文林と祖父の間に沈黙が寝そべる。

　ややあって、その状況を壊したのは祖父のほうだった。

「文林。お前は……」

「なんでしょうか」

　文林の問いかけに、祖父は目を伏せてため息をついた。

「お前は、なぜ、武官になった」

　今更というべき言葉だった。

「それは、もっと早くにお聞きになるべきでしたね」

「わかっている……」

　苦悩の色をその顔ににじませる祖父を、文林は無表情を保ったまま見つめた。

「お前がなにを望んでいるのかが、私にはわからない」

　再びの沈黙のあと、祖父は呟つぶやくように言った。

「簡単なことですよ。私の望みは、自分が食い物にされないための力を身につけることです」

　それは、文林が自分の出自を知ったときから抱く願いだ。

「私の跡を継ぐことでは、それは成せないのか」

「……成せません」

　理由を述べようとして、文林はやめた。おそらく、祖父を打ちのめすであろう言葉だったからだ。

「お話は以上でしょうか」

「ああ」

「それでは失礼いたします」

　文林はそう言うと、祖父の部屋から退出した。胸にもやもやとした思いがわだかまる。

　文林は祖父も祖母も嫌いではなかった。だが、好きと言い切れないくらいには、二人との関係は複雑なものだった。祖父母のほうもそうだろう。だからこそ、会話には常にぎくしゃくしたものが漂う。

　これは、原因を取り除かない限りどうしようもないことだ。だが、それは時を遡さかのぼらない限り不可能なことだった。

　ただ……もう一つ、もやもやとすることがあった。

　自分の言ったことに違和感を覚えたのだ。

　確かに自分は力が欲しくて武官になった。だが、今はその理由だけで武官をやっているわけではない……そういう気がするのだ。その理由がどこにあるのか、文林はよくわかっていない。

　ただそこには小玉が絡んでいる気がする。そう思ったし、それを素直に認めている自分に嫌な気持ちを抱いてはいなかった。




　　　　※




　戦を経て小玉との関係が若干改善されたと思われたころ、それは起こった。




　その日、文林は小玉に文字を教えていた。彼が小玉に教えることが、正式に決まったのである。

　したがって文林は、自宅から幼い頃自分が使っていた教材を持ち出し、ほとんど毎日先生をやっていた。

　大まじめに日々こつこつと、画数の少ない漢字を書きとっている小玉の姿は、すでにそれらを完全に身につけている文林にとっては違和感のあるものだった。だが、それもそのうちに慣れた。

「できた。はいこれ」

　小玉が今日のぶんを差し出す。それにざっと目をとおし、文林は率直な意見を述べた。

「案外に吞のみ込みが早いな」

　いや、「案外」でもないか。元々独学で頑張っていただけに、素地もやる気もあるのだから、当然の結果なのかもしれない。

「ほんと？　嬉うれしい！」

　こういうところ、小玉は実に素直な態度をとるということを、最近知った。

「最近ね、実家からの手紙、自分で読めるようになったの。ちょっとだけだし、まだ書けないけど」

　小玉はにこにこ笑いながら言う。

「早く自分で手紙を書けるようになりたいし、そのうち兵法書とか、いろんな本を読んでみたいなあ」

「すぐできるさ」

　これはお世辞ではない。本当にそう思ってのことだ。自分が色々と教えるようになってから、文林は小玉の頭の回転の速さに舌を巻くことがままあった。




　そんな師弟関係としては中々うまくいっている二人の間に、のんびりとした声がかかる。

「いいなあ。俺も褒められたいです」

　小玉の隣にいる青年──範精のものだった。

　なぜか小玉と一緒に書きとりを行っている彼は、小玉の従卒という職務上、小玉にくっついている。その流れで、一緒に勉強をしているのである。

　先日「十」と「千」を書きまちがえた彼にはぜひともお勉強をしていただきたいと思っていたので、文林は精に対する指導も余念がなかった。

　文林本人は意識していないが、彼は精に対してちょいちょいお兄さんぶるようになっていた。今の発言に対しても、きっちりと返す。

「じゃあ、真面目にやれって」

「やってますよー」

　ぴしゃりと言われたにもかかわらずのほほんと笑って言う彼は、言葉どおり真面目にはやっている。ただ全体的に動作はのんびりしている。印象としては草を食はむ牛さん……といったようすである。きびきびした印象の小玉に比べると、余計にそう見える。

　元々彼は軍に入りたくて入ったわけではないのだという。食うに困って、身売り同然でやってきた彼は、明らかに武官には向いていなかった。

　そんな彼を拾い上げたのが小玉である。




「なんかですねー、立場が自分と重なってほうっておけなかったんですよね。わかりやすくいえば同情ですね」

　と、意味もなく丁寧語で語る彼女から、初めて彼女自身が軍に入ったときの経緯を聞いた。そのことを、文林は忘れられない。彼にとって未知の世界の出来事だったのだ。




　小玉も小玉で人生の辛酸をなめているのだということ。そして似たような境遇であっても、精をはじめとする人間たちと小玉とでは雲泥の差の階級であること──それはつまり、小玉の才能が群を抜いているのだということ。




　それらのことは、文林に色々なことを考えさせた。そのことも、小玉との口げんかの回数を格段に減らしたのだった。

　そんな文林の歩みよりに小玉は、「最近文林が大人しすぎて怖い」と周囲に漏らしている。そしてその「周囲」の中に文林本人が含まれている点が、口げんかの減少はあっても消滅はしない一因である。

　勉強会のあと、文林は小玉と精と連れだって宮城の外へと向かった。

　今日は思ったよりも長引いたため、すでに外はだいぶ暗かった。

「べつに送らなくてもいいのに」

「そんなわけにもいかないわよ。あんた美人さんだから。ね、精」

「うーん……」

　精は困ったようにちらっと文林のほうを見る。彼はのんびりしているが、案外に場の雰囲気を察することのできる男だった。

「襲われたら困るでしょ？」

「張り倒すぞ」

　文林がけっこう本気で言ったのがわかったのか、小玉がごめんごめんと笑った。

「でも、文林。ほんとうに泊まっていかなくていいの？　こういうときのために、宿舎一室空けてあるのに」

「いや、いい。明日が母の命日だから、今日のうちに家についておきたい」

「あ、そうだったんだ。ごめん」

　心底申し訳なさそうに言う小玉に、なんとなく認識の齟そ齬ごを覚える。文林にしてみれば一つの行事でしかない事柄なのだが、それを口に出さないことを彼は覚えつつあった。自分に理解できないものが、不正義と同義ではない。そのことを最近よく考えるようにもなった。

「あ……」

「どうしたの？」

　ふと立ち止まった文林の顔を、小玉と精が覗のぞき込む。

「いや……印いん綬じゆを忘れた」

「それ大事じゃん！」

　今日、精が硯すずりをひっくり返し、中身が見事に文林にひっかかった。それを片付けたり、着替えたりだのしていたため、遅くなったのである。そして着替える際に、印綬をしまうのを忘れてしまったのだろう。

「急ぐとろくなことにならないな」

　舌打ちする文林に、小玉が珍しく真剣な顔になる。

「どうする？　今から戻ってまた来ると、門完全に閉まっちゃうわよ」

　印綬は常に持っていなくてはいけないものだ。もし身から離していることが発覚したら、それなりの処分を受ける。

「あっ、俺……取ってきます！」

　精がここで声をあげた。身を翻し、来た道を駆け戻る。いつものんびりしているわりに速かった。

「どうする？　行かせる？」

「ああ……頼むことにする」

「わかった。精ー！　転ぶんじゃないわよー！」

　その途端、視界の先で精が転んだ。小玉と文林は揃って額に手を当てて「ああ……」と声をあげた。

「あいつに任せて大丈夫かな……」

「まあ、どこにあるか自体はわかってるから、大丈夫だろう」

「そうね、なんだかんだであいつ、戦場でもこれまで生き残ってきたしね……」

　そういえばそうだった。常の彼を思うと、信じられない幸運である。

　なお運のことしか考えない文林は、もしかしたら精に隠れた実力があるかもしれないとは、かけらも想像しなかった。それは文林が失礼だからというより、常の精の言動があまりにものんびりしすぎていたからだろう。




　待つ間、手持ちぶさただったので、なんとなく精の話をする。




「あいつは、このまま従卒の身分に置くのか」

「それね。あたしも悩んでる。だって精、絶対武官に向いてないもの」

「……お前」

　文林は思わず、小玉の顔を見た。それは上官本人が言ってしまっていい内容なのだろうか。

「もう少しお金貯めさせてから、退役を勧めようと思ってんの。商売とかする元手になるくらい。あと学ね。最低限文字の読み書きできたら、代書屋とかでも食べていけるんじゃないかなって思って」

「それで勉強に付きあわせてたのか……」

　小玉が精に対し、一緒に勉強することについてやけに熱心だった理由を、文林はこのとき初めて知った。

「うん。なんだかんだで、あたし公私混同しちゃってるわね」

　小玉は自じ嘲ちよう気味にぽりぽりと頰をかいた。

「べつに……将来退役するかもしれないが、今は武官だろ。それに教えることについては、なんの問題もないだろ」

　言っておくが文林には慰めるつもりなどない。ないったらない。

「うん……精遅いねー」

「遅いな……」




　あえて話をそらしているわけではない。本当に遅い。







「もう時間になるわよ」

「そうだな……」

　文林は眉まゆをひそめた。そんな彼に、小玉は言う。

「いいわ、あんた門から出て。印綬はあたしが預かっとく。上官預かりってすれば、体裁は整うでしょう」

「いいのか？」

「そうだな……あたしが仕事怠けてため込んでたから、あんたの印を必要な書類のために、預かって仕事してたってことにすれば」

「それ、お前が米中郎将に怒られるだろう」

「いいよ、慣れっこだし。それに米中郎将って怒ったあと、十回に一回は飴あめくれるんだよね。そろそろ十回目だから」

　どこぞの商店街のおまけみたいなことを言って、小玉はからからと笑った。

「じゃあ……じゃあ頼む」

「うん、またね。明日……はお休みだから、あさってか」

「ああ」

　そう言って手を振る小玉に、軽く手をあげて返す。宮城の外に向かう文林は、翌々日何事もなく小玉に会えることを疑いもしていなかった。







　実際、小玉には会えた。

　精には会えなかった。







　一を聞いて、十は無理でも五か六は知る文林でも、小玉の言葉の意味を一回では理解できなかった。

「……今、なんて言った？」

　小玉は青ざめた顔で、同じ言葉を繰り返してくれた。

「精が死んだ」

　文林は口を何度か開閉し……なんのひねりもない言葉を発した。

「……なぜ？」

「前を、横切ったの、あいつ」

　小玉の言葉は圧倒的に足りなかったが、それで文林は理解できた。




　精は誰か身分の高い人間の前を横切った。

　そしてしょっ引かれ、殺された。




「誰だ、それは」

「言えない」

「……皇族がらみか？」

　いくら無礼を働いたといっても、すぐに人一人を殺せるほどの権限を持つ者はめったにいない。皇族、あるいは皇帝の寵ちよう愛あいを受ける妃ひ嬪ひん、もしくは廷臣。数は限られる。




　小玉は特になにも言わなかった。

　反応もしなかった。

　それこそが、文林が思うとおりであると示した。




「だが……いくら身分が高くても、人一人だぞ！　まず投獄して……そこからだろう！　司法は……そのためにあるはずだ！」

「あるわ。でも、そのためには動いていないのよ」

　小玉は瞬きをしなかった。炯けい々けいと光る眼まな差ざしで文林を見た。

　彼女の手が伸びて、文林の腕を摑つかんだ。

「なに……？」

「動いちゃ駄目よ、文林」

　ぐっと力が込められる。

「この国はね、ほんとうはもうおかしいの。下手したら、あんたが死ぬ」

「おかしいだろう！」

　かっと頭に血が上った。小玉の手を振り払おうとするが、彼女の手は離れなかった。

「こんなの間違っている、汚い！」

　さらに力を込めて再び振り払い……それは成功した。しかし文林の腕は、勢いあまって小玉の顔面を見事に直撃した。

　あ……と思うより速く、今度は小玉の拳こぶしが文林の顔に直撃した。

「そのとおりだよ畜生！」

　という叫びと共に。

　文林は思いっきり倒れた。言葉を失って小玉を見上げる。彼女は相変わらず瞬きをしなかった。その理由を悟る。彼女の目にはうっすらと涙が膜を張っている。だから目が乾かないのだ。瞬きをしないのだ。

　小玉は拳を握りしめて叫ぶ。

「きれいごとを……あたしが、きれいごとを嫌いだとでも思ってんの!?　大好きだよ！　綺き麗れいなことばっかり見てたいし、言ってたいわよ！」

　文林は半ば呆ぼう然ぜんと、まくしたてる小玉を見上げた。

「でも、きれいごとじゃ救えない……なのに、きれいごと以外の手を使っても助けられない……あたしの部下は、あたしが守んなきゃいけないのに」

　小玉はうつむいて、喉のどの奥から声を絞り出す。

「畜生、畜生……」

「……すまなかった」

「あんたが謝ることじゃないわよ。あとこれ……返す」

　放り投げられたものは、文林の印綬だった。この一件さえなければ、精は今日ものほほんと笑っていたのだ……そう思うと、文林は胸が締め付けられるような思いがした。







　このときの文林はわからなかった。

　この印綬を小玉が取り戻すために、どれほどの苦労をしたのかということを。

　無礼を働いた者の手に握られたそれが、文林のものだということはすぐに特定できる。下手をすればとばっちりを食らう可能性もあったのだ。

　精を助けられなくても、せめて文林には累が及ばぬようにと動いた小玉がかぶった火の粉は、やがて彼女に大やけどをもたらす可能性があったのだが、小玉は彼にはなにも言わなかった。

　言ったのは、これだけ。

「組み手したいの……あんたちょっと付きあって」

「わかった」

　武器を持たずに行う組み手は、最終的にただの乱闘になった。お互い容赦なく相手を殴り、蹴け飛とばし、血を流した。

　文林は生まれて初めて、遠慮なく女を殴った。そしてそれを後悔しなかった。

　小玉もそれを求めているのだと、よくわかった。




　さんざん殴り合い、お互い力尽きて地面に転がった。

　肩で息をしながら、向かい合うかたちで二人は寝そべった。

「……強くなってやる」

「小玉……？」

「部下を守れる人間になってやる」

　その「守る部下」に自分が含まれていることを、このときの文林はまだ意識していなかった。

「お前は出世したいのか？」

「したくない」

　文林の問いに、小玉はきっぱりと否定した。

「でも、そういう人間になるために、そうなるんだったら……そうなっても後悔しない。出世は方法じゃない、結果なんだ」

　文林は上半身を起こした。見下ろすと小玉は目を閉じていた。目め尻じりに涙が浮いていた。

「精……」

　震える呟つぶやきが、その唇から発せられた。

　文林は不意に思った。




　──この女が上り詰めるとき、自分はその側にいる。いなくてはならない。




　それが今、彼が武官である理由だった。

「……小玉」

「なに？」

「俺は見ているし、追いかけているから」

「うん」

「だから、思う存分行け」

「……うん」

　小玉の目尻から涙が一筋頰を伝った。

　初めて彼女が泣くのを見た、と思った。










　　　あとがき







　今回、未来の夫が出てきました。

　散々焦じらしてくれましたが、ようやく出てきました。




　このたび、『紅こう霞か後こう宮きゆう物もの語がたり　第だい零ぜろ幕まく』の二巻目を無事にお届けできて、ほっとしております。またあとがきが第六幕のときと違い、常識的に五ページという長さであることにもほっとしております。

　今回は、小しよう玉ぎよくが少しずつ能動的になっていく様子を描いたつもりです。前の巻で小玉は流されていくことを決めました。そんな彼女がいろいろなことを経験しながら、どうやって泳いでいくかを考えていきます。

　前の巻の小玉は、好きな人や友人がいても、一人という状態でした。独り立ちしなければならないという気負いが本人の中にもありましたので。

　しかしこの巻での小玉は、一人ではありません。心身ともに明めい慧けいや文ぶん林りんやその他の人たちが囲むようになってきています。そんな本編の彼女に近く、それでいてまだ青さがある時代をお楽しみいただければと思います。

　そしてこの巻の中で、もっとも青い春を過ごしている未来の夫も楽しんでいただければと思います。少なくとも私は、書いている間ずっと、「甘酸っぱいなあ」と楽しんでおりました。なにより、外道ではない彼が実に新鮮です。

　また、生きて動いている明慧をもう一度書くことができて、これがもっとも嬉うれしかったです。







　ところで一巻目のあとがきにも書いたことですが、この「第零幕」は元はネット上に掲載し、「カクヨム」で連載するにあたって加筆・修正し、書籍化するにあたってさらに加筆したものです。この二巻目は、一巻目よりもその傾向がかなり強くなっております。

　変えたエピソードもあれば、増えたエピソードもあり、作業をしながらかなり頭を使った実感があります。そしてその最中、特に気になったのは、初めて書いたときの自分の不勉強さと勢いです。

　だいたいではありますが、この作品の文化成熟度は随ずい・唐とう時代をモデルにしております。今回南瓜かぼちやが登場しますが、このシーンについては、初めて書いたときに「『西遊記』で唐の太たい宗そうが南瓜がどうのこうのと言っているから、出しても大丈夫だろう」と思って、特に悩まず南瓜を出しました。

　しかしいざ「カクヨム」で連載するにあたり、加筆・修正の作業に入ったところ、「『西遊記』は唐代を題材にしているだけで、作品自体が完成しているのは明みん代でしたね」という初歩的なことに気づき、南瓜について考えなおしてみました。

　その際、唐代に南瓜があったとしても、今と同じイメージの南瓜でない可能性が高い……そう思ったのですが、しかしあのシーンでもっとも適しているのはやはり南瓜である、という結論に達しました。

　西瓜すいかでもいけそうな気がしましたが、耐えきれずに割れてしまうと思ったのです。やはり南瓜しかない、と。

　そのとき感じたことは、以前の自分が勢いで物を書いていたということです。そのような自分のことを、未熟だなあと思います。けれどもそのころなりの自分が作りだしたものを、今の自分もけっこう好きなのだなとも思います。

　もし嫌だったのならば、多分エピソード自体を別のものにしたでしょう。しかし迷いながらも残すことを決めたということは、そういうことなのでしょう。

　もっとも、他ではしれっと無かったことにしているシーンなり記述なりはあるので、そのあたりは姑こ息そくです。

　おそらく未来の自分も今書いているものを見直したとき、やはりうかつなところに気づいて、苦笑しつつも面白がるのではないかと思います。できることならば粗が一切ないものを書きたいとは思っていますが、仮に粗があったとしても、未来の自分が嫌いにならない作品を作っていきたいものです。

　……などという葛かつ藤とうを経て描いた南瓜のシーン、ぜひご確認ください。実際に読むと、ここでわざわざ紙面を割いて説明するような重要度は、まったくないと思われるようなシーンです。







　さて、いつも楽しみにしている表紙ですが、桐きり矢や隆たかし先生は、第一巻のときと同様、まだ青さの残る小玉を描いてくださっています。ありがとうございます。本編の表紙と見比べると、とても楽しいと思います。

　また栗くり美みあい先生が『月刊プリンセス』でコミカライズしているエピソードでは、この巻のエピソードも少し取りいれてくださっております。栗美先生のアレンジが光っており、文林が実に初々しくかわいらしいです。南瓜が出るところは変わりなく、その部分を取りいれてくださって、とても嬉しいです。

　この巻の修正のやりとりのなか、「真面目に性病について調べ直しまして……」と書いたメールを作成したとき、送りつけた担当編集さまにハラスメントをした気持ちになり、申し訳なさでいっぱいになりました。自分がビジネスで、こんな文面を誰かに大真面目に送りつける日が来るとは思いもしませんでした。その件ともども、いつも真しん摯しにご対応くださり、ありがとうございます。

　最後に、前の巻に引き続き、「第零幕」を手に取ってくださる皆さまへ。皆さまのおかげで、「第零幕」はまだまだ続きます。今後もどうかよろしくお願い申しあげます。
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